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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







[image: エルフ嫁と始める異世界領主生活2　─そうだ、この異世界に学校を建てよう─]
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　照り付ける日差しが頰ほほを焦がし、焼けた空気が胸を炙あぶる。

　熱を吸い込んだ髪はずしりと重く、拭ぬぐったそばから汗が滴したたり落おちていく。

「ユウタ様」

　鈴の音ねのような声に振り向くと、日傘の下で、耳のとがった美少女が優しい笑みを浮かべた。

　爽さわやかな風が、島を見下ろすカルデラ山から静かに吹き付けてくる。

「よう、アクセリア」

　透けるような白い肌。遠近感を誤りそうになるほど小ぶりな顔に、ほっそりと伸びた手脚。プラチナブロンドの髪は金糸のように煌きらめき、熟れた唇が椿つばきのように咲いている。

　ハーフエルフの美しき少女アクセリア。

　異世界ユングリングの住人にして、日本へ転移してきた貧しい集落、リリガルドを統すべる姫。

　そして──俺の嫁。

　何を言ってるのか分からないと思うが、この一目見たら二度と目を離せなくなるほどの美少女が、どういうわけか俺の嫁なのである。

　そんな彼女が俺と何をしてるかって言うと……。

「待たせて悪かったな。こいつを物置から出してくるのに時間かかっちまった」

「それは何ですか、ユウタ様？」

「『バーベキューコンロ』だよ。これで肉を焼くんだ」

　先日、俺たちは弱った水竜さまを助けて島の危機……というか日本の危機を救ってしまった。

　今日はそのお疲れさま会を兼ねて、みんなでバーベキューをやろうって趣旨だ。

　まあ肝心の烏う森もりさんと百もも花か姉ちゃんは忙しそうだったから、声かけらんなかったけど……。

「闇やみ色いろに輝く漆しつ黒こくの台座……なるほど、それで『ばあべきゅう』なる破壊神を喚よび出だし、敵を紅ぐ蓮れんの業ごう火かで焼き尽くすのですね。恐るべし……さすがはニホンの魔導具です」

　なるほどじゃねえよ。お前はどんな凄せい惨さんな宴うたげをするつもりだ。

「あのな、アクセリア。バーベキューっていうのは、こうやって外で料理を楽しむ、ちょっとしたパーティーみたいなもんだよ」

「まあ！　パーティー！」

「食材は三み咲さきが持ってきてくれるはずだから、俺たちは先に道具を準備してようぜ」

「はい！　夫の胃袋を満たすのは妻の務め。わたくし、妻として全力でがんばります！」

　ずずずいっと顔を寄せながら、胸の前でぐっと握りこぶしを作るアクセリア。

　俺、いまだにこの距離感に慣れないんだよなあ。

「そ、そうだ。なあアクセリア、バーベキューの時は、これを着といた方がいいぞ」

　赤くなった顔を誤魔化すように、俺は家から持ってきた紙袋へ手を突っ込んだ。

「ユウタ様、それは……？」

　取り出したのは、胸に「うし」と書かれた白いＴシャツだ。毎年青あお根ね島しまで開かれている、牛まつりの記念グッズなのだが……。

「ほら、アクセリアの服、汚れたら大変だろ？　これをエプロン代わりにすれば──」


「まあ！　ありがとうございます、ユウタ様！　わたくし妻として、一生大切にします！」



　感かん極きわまった表情で叫ぶと、アクセリアは一着千円のＴシャツをギュッと胸に抱き締めた。

「へ？　あ、いや。一生大切にするだなんて、そんな大層なもんじゃないぞ、それは」

「とんでもないです！　布を染める技術は異世界ユングリングにもございますが、こんなに真っ白な生地を織る職人など聞いたこともございません！　わたくしのためにこれほど美しい服をご用意くださるなんて、わたくし、感激の極きわみです！」

　早さつ速そく着てみますね、と近くの岩陰に飛び込んだアクセリアが、今度はＴシャツ姿で現れる。

「いかがでしょう、ユウタ様。似合ってますか？」

　初めて浴衣ゆかたを着た女の子のように、アクセリアは嬉うれしそうな顔でくるっと一回転してみせた。

「あ、ああ。似合ってる、よ……」

「うふふっ！」

　うむ……ヤバいな！

　たしかにアクセリアが着れば、どんな服でもめちゃくちゃ可愛かわいく見える。だが俺があげたのは、あまりにダサくて着る機会がなかったＴシャツだ。

　そんなこと、いまさら口が裂けても言えねえ……!!

「素敵なドレスを着て、優しい旦だん那な様さまと一緒にパーティー♥　くすくす」

　ぬおおお……いつの間にかＴシャツがドレスになっとる！　罪悪感がマジパねえ！

「ユウタ様、こんなに夫に愛されて、わたくしとっても幸せです！」

　頰ほほを真っ赤に染めたアクセリアが、不意に腕を絡からませてきた。

「お、おい……」

　薄い生地の下で柔らかな膨らみがむにゅっと潰つぶれ、俺の肌に吸い付いてくる。

　ま、まさかこれは……伝説のノーブラってやつか!?

　危うく理性を失いかけたその時、向こうの方から聞き覚えのある声が響いてきた。

「おーい、由ゆう太たー!!　アクセリアちゃーん!!」

「あ……三み咲さき！」

　高校の同級生で、幼おさな馴な染じみの和わ栗ぐり三み咲さき。

　都会ではヒッグス粒子並みに発見が困難と言われる幼おさな馴な染じみだが、この狭い青あお根ね島しま村では、むしろ幼おさな馴な染じみじゃない人間を探す方が難しいくらいだ。

「いやー、遅れてめんご。バーベキューに使う肉が見付からなくってさー。代わりに『くさや』持ってきたよ！」

「ちょっとおおおおお!?　お前ここでバイオテロでも起こすつもりいいいいい!?」

　知らない人のために解説しておくと、「くさや」とは伊い豆ず諸しよ島とう名物の魚の干物で、その名のとおり、大変臭い。

　どのくらい臭いかというと、うっかり歯に挟まったら命を落としかねないくらい臭い。

「いいじゃんいいじゃん。アクセリアちゃんも、くさや好きだよね」

「いや、アクセリアは臭いもんが苦手だって言ってたろ。なあ、アクセリ──ん？」

「…………」

　不意にアクセリアが、陶器でできた仮面のようにピタリと口をつぐんだ。

「お、おい、アクセリア。そんなにくさやが嫌だったか？」

　俺の問いには答えず、アクセリアは氷のように冷ややかな声で三み咲さきに尋ねる。

「ミサキさん、そのお召し物は……？」

　その言葉を聞いて、俺はハッと気付いた。

　三み咲さきが……アクセリアと同じＴシャツを着ている！

「はにゃ？　ああ、これ？　一昨年おととしの牛まつりのときに由ゆう太たに買ってもらったんだよね。他に着てくるものがなくってさー。あ、アクセリアちゃんもおそろじゃん。いぇーい！」

　おかしいな。真夏なのに、急に悪お寒かんが。

「……ユウタ様。これは一体どういうことでしょうか？」

「へ？　ど、どういうことって？」

「わたくしにプレゼントされたのと同じドレスを、他の女性にもプレゼントされていたという、恐ろしい事実についてです」

「お、恐ろしい事実って……いや、それはその」

「あれ？　もしかしてアクセリアちゃんも、そのＴシャツ由ゆう太たからもらったの？」

「お、落ち着けアクセリア。これには海よりも深いわけが……」

「ええ。もちろん分かっております、ユウタ様。お母様より教わりました。殿方の火遊びに寛容であることは、良き妻の条件であると。ですからわたくしも、少しだけ火遊びを。

火の精霊よ、阿あ鼻び叫きよう喚かんの淵ふちより猛たけり狂くるう地獄の業ごう火かを放」

「ストオオオオップ！」

　何一つ分かっとらんよ君ぃ！

「お放しくださいユウタ様！　わたくしには、妻として地上の殿方を焼き滅ぼす務めが！」

「そんな妻の務めは存在しない！」

「あーあ。由ゆう太た、またアクセリアちゃんにいい加減なこと言ったんでしょ～」

「人聞きの悪いことを言うな三み咲さき！　これはすべて誤解で──」

　とその時！

　ザバァァァァァァ！

　うおっ!?

　突然足元の砂の中から鋭い剣が飛び出してきた。

「危ねっ！　な、なんだぁ!?」

　砂すな埃ぼこりをかき分け姿を現したのは、紫色のビキニを着た女騎士。

「ユウタどゲホォッ、ゴホォッ！」

「っておい！　むせるくらいなら、そんなとこに隠れるな！」

「ふぅ。砂が熱くて、危うく焼け死ぬところでした」

「だから無茶すんなっての！」

　まさかとは思うが、俺たちがくる前からずっと砂の中に隠れてたんじゃねえだろうな。

「あ、ベルベリンデさんだ。どうしたの？　今日はいつものビキニアーマーじゃないんだ」

「ビキニアーマーは錆さびてしまいましたので、現在修理中です。この水着はミサキ殿の母上より賜たまわりました」

　水陸両用だったんじゃねえのかよ……。

　つかあんた、水着で待機とか、バーベキュー楽しむ気満々じゃねえか……。

「ったく。ベルベリンデさん、こんな時に一体何の用すか？」

「ああ、そうでした。実はユウタ殿に一つ、お尋ねしたいことがありまして」

「なんすか？」


「貴殿の血は何色だッ!?」

「普通に赤ですけどッ!?」



「……………解げせぬ」

「俺もだよ！」

　一体何色を期待してたというのか、この女騎士は！

「姫様を喜びの絶頂に持ち上げてから突き落とすとは、まさに鬼畜の所業。以後、ユウタ殿のことは『閃せん光こうのゲス』と呼ばせていただきましょう！」

「あんた閃せん光こう好きだな！」

　もう何が何だか訳分かんねえ！

「たはは……アクセリアちゃんにベルベリンデさん、もしかして、ちょ～っと誤解してない？」

　そばで聞いてた三み咲さきが、見かねた様子で会話に入ってきた。

「…………誤解、ですか？」

　炎を収めたアクセリアが、ちょこんと首を傾かしげる。

「そ。このＴシャツは、お祭りの時にあたしが転んで泥だらけになっちゃったから、由ゆう太たが代わりにって買ってくれたんだよ。けど、島にはこの牛まつりＴシャツしか売ってないから、どうしても被かぶっちゃうんだよね」

「……なるほど、そういうことでしたか」

「でゅふふ。それなのにやきもち妬やいちゃうアクセリアたん、マジきゃわええ。そんな可愛かわいいアクセリアたんには、こうだ！　ん～、すりすりすりすりすりすりすりすり」

「はわわ……み、ミサキさん」

　ふう。何とか落ち着いてくれたみたいだな。これでようやく一いつ件けん落らく着ちやくってとこか。

「んじゃ、そろそろバーベキュー始めようぜ」

　ヴヴヴヴヴ。ヴヴヴヴヴ。

「うん？」

　コンロをセッティングしようとしたところで、突然俺のスマホが震え出した。

　液晶画面を見ると、そこには不吉な名前が。

「げっ、百もも花か姉ちゃん！　一体何の用だろ……もしもし？」

《おう、ユウ。ウチだ。いま役場にいるんだが、えらいことになっちまっててな。ちょいとお前に頼みてえことがあるんだ》

「え……頼み？」

　こうして俺は、前のトラブルを解決した打ち上げパーティーを終える間もなく、また新たな騒動に巻き込まれてしまったのだった。
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　　　　１




　翌日、俺はアクセリアを伴い、リリガルド城に来ていた。

「──と、いうことで、皆さんには勝手に漁をしないでもらいたいんです、けど……」

　目の前に立つリリガルドの漁師たちは、困惑した様子で顔を見合わせる。

「旦だん那な様さま、そりゃまたどういうことですかい？」

「あ、え……っと、それはですね………」

　百もも花か姉ちゃんから、電話口で聞かされた話を思い出す。




　　　　＊




《──いま村の漁協の連中がきてるんだけどよ、最近お前んとこの漁師たちが、ドラゴン使って刺網漁やってるそうじゃねえか》

「え？　ああ……」

　海竜のメロンちゃんのことか。

　イグザリアさんのペットなのだが、日本へ転移してくる際行ゆく方え不明になっていたのを、先日見付けて保護してやったのだ。

「そ、それがどうかしたの？」

《どうかしたの、じゃねえ！　お前らのやってることは、漁業法違反だぞ！》

「は？　漁業法？」

《おうさ。この辺じゃ、底刺網漁は漁協の連中が漁業権持ってるんだ。漁協の連中は、無許可の異世界人が漁場荒らしてるって、大激怒だぞ》

「ちょ、ちょっと待って。それってもしかして、逮捕とかされちゃうの……？」

《……安心しな、その心配はねえ》

「心配ないって……どういうこと？」

《水産庁も海保も、腰が引けちまって動いてくれねえんだ。もし逮捕しちまっても、日本人として扱えばいいのか外国人として扱えばいいのか分かんねえし、そもそも人間と同じように扱っていいのかさえ分かんねえんだとよ》

「は、はあ……」

《都の産業労働局サンローも、国の方針が決まらねえと動けねえって言うし、どいつもこいつも日ひ和よった風見鶏野郎チキンヤローばっかで話になんねえ》

　なるほど。ってことは……。

「百もも花か姉ちゃん、まさか俺に頼みってのは……」

《おう、お前にしては察しがいいな。っつーことだからよ、お前の方で、この件を何とか解決してくんねーか？》

　ええぇ～～～!?

「む、無茶でしょ！　国や都でも処理できないことを、ただの高校生がどうやって解決するんだよ！」

《何言ってんだユウ。お前、あそこの領主なんだろ？　だったら領主のお前が責任持ってカタ付けるのがスジってもんじゃねえか》

「う…………」

　そこを突かれると痛い。

《それにお前、親おや父じさんの跡継いで役場に就職したいって言ってただろうが。今回はその練習みたいなもんだ。っつーことだからよ、お前には期待してっぞ（ガチャ）》

「あ、百もも花か姉──」

　ツー、ツー、ツー。

　一方的に切りやがった。

　ったく、こんな問題、俺にどうしろってんだよ……。

「由ゆう太たー、ベルベリンデさんがお肉用意してくれたよー」

　まあとりあえず、いまはバーベキューを楽しむとするか。

「ユウタ殿、こんなこともあろうかと、ごほんげほん！　の肉を持ってまいりました」

「ちょっと待って!?　その咳せきしたところ、すごく気になるんだけど!?」




　　　　＊




　んで、今ここ↓

「──旦だん那な様さまにはいろいろとお世話になっておりますので、ご命令とあらば従うのは当然でごぜえますが、あっしらは魚を獲とることしか能のねえ連中です。漁をするなと言われたら、明日からどうやって生活すればいいか……」

「う……そ、そうですよね」

　この人たちにも生活がある。法律や規則に違反しているからダメだと言って、それで済む話ではない。

　かと言って何の代替案も用意できない自分に、いまさらながら歯がゆさを覚える。

「旦だん那な様さま、ちょいといいですかい？」

「え？　あ、はい」

　漁師のお兄さんが、不満を露あらわにして突っかかってきた。

「俺らから言わせりゃ、魚は海の恵みだ。人間が勝手にルールを作って獲とっちゃいけないだなんて、それこそおかしな話です！　旦だん那な様さまは、そこんとこどうお考えなんですかい？」

「いや、それは民主的に決められたことだから……」

「ミンシュテキ？」

「あー、民主的っていうのは、国民が選挙やって、そんで政治家が……」

「コクミン？　セージカ？」

　むむ、改めて聞かれると説明が難しいな。ぶっちゃけ俺もよく分かってるわけじゃねーし。

「お待ちください、皆さん」

　見かねた様子でアクセリアが間に割って入ってきた。

「ここは異世界ユングリングではありません。わたしたちが住んでいた世界とは違うのです。ニホンにはニホンのルールがあります。わたくしたちは、それを無視してよいものではありません」

「姫様……」

　しゅんと項うな垂だれる漁師さんたち。

「なあ、明日からどうする？」「山で木の実でも拾うか？」「けど、山にはモンスターが」

　などと小声で話し合っているのを見て、アクセリアがつらそうに唇を嚙かんでいる。

　おい俺、こんな年下で華きや奢しやな女の子に重荷背負わせて、本当にそれでいいのか……!?

「～～～～っ、よし！　分かった！」

「？　ど、どうなさいました、旦だん那な様さま？」

「俺が何とかする！」

「え!?　ユ、ユウタ様、よろしいのですか!?」

「当ったり前じゃねえか！　頼りないかもしんないけど、これでも俺、領主だぜ！」

　って、うわ～～、思わず勢いで言っちまったよ！

　もうこうなったら、腹くくって突っ走るしかねえ……!!

「も、もしやユウタ様……わたくしのことを心配されて、そのようなことを？」

「あ、うん……まあ、そんなとこ」

「～～～好きです！（ぎゅううううう♥）」

　落ち着けアクセリアアアアアア！

「ま、まあ、そんなわけだから、みんな、ちょっとの間だけ漁を我慢してくんないっすか！　俺に、時間を分けてほしいんです！」

「だ、旦だん那な様さま……そんな、頭ぁ上げてください。領主様からそんなふうに頼まれたら、こっちのほうこそ立場がねえ」

　漁師さんたちが、急におろおろし始める。

　けど、俺が頭を下げるのは当然のことだ。少しの間とはいえ、この人たちに苦労をかけなきゃいけねえんだから。

「ユウタ様、これからどういたしましょう？」

「法律の問題となれば、やっぱあの人の出番か……」

　もう一人の頼れる仲間の顔を思い出し、俺はぐっと握りこぶしを作った。




　　　　２




　コン、コン、コン。

「烏森さん、いますかー？」

　し～～～ん。

　ん？　変だな。返事がない。まさか屍し……なわけねーか。

「ユウタ様、呼び方が違うのでは……」

　あ、そっか。

　俺は先日烏う森もりさんから言われた、あのことを思い出す。

「『美み羽う』さん、いますｋ」バァン！

　ひでぶっ！

「……何かご用ですか？」

「って～～～」

　いきなり勢いよくドアを開けられたもんだから、は、鼻が……。

「だ、大丈夫ですか、ユウタ様!?」

　俺の頰ほほを両手ではさみ、アクセリアがぐっと顔を近付けてくる。

「由ゆう太たさん、わたしの目の前で配偶者と乳ちち繰くり合あうのはご遠慮いただきたいのですが」

「違うから！　断じてそうじゃないから！」

　なんか言い方に悪意感じるんですけど!?

「とりあえず部屋の中へ。まずはご用件を伺いましょう」

「あ、すみません。実は、美み羽うさんにご相談がありまして」

　恐る恐る切り出した俺に、美み羽うさんは深い溜ため息いきで答える。

「ふう～。由ゆう太たさん、その前に、わたしに何か報告することがあるのではないでしょうか」

「え、報告？」

　何だろう。

「こんな重大な事態が進行していたというのに、まさかこちらへ何の一報もないとは。正直、由ゆう太たさんには失望させられました」

　ええっ!?　そんな重要な話!?

「……もしかして美み羽うさん、先に百もも花か姉ちゃんからリリガルドの漁師さんたちの話を？」


「バーベキューの件です」



　って、そっちかよ！

「先ほどラインで三み咲さきさんから伺いました。由ゆう太たさんが複数の女性に色目を使っていたことが原因で、あわやバーベキューが血祭りになるところだったと」

「三み咲さきィ！」

[image: ]

「分かります。これがあなた方の業界で言うところの『リア充じゆう』というものですね」

　まったく違う！

「美み羽うさん、その件は完全に誤解ですから……」

「誤解か否いなかは問題ではありません。それよりも共に苦難を乗り越えたわたしに声をかけてくださらないとは、誠に遺憾の極きわみ。断じて容認できません。強く非難します」

　よく分からんが、かなり怒ってらっしゃるらしい。

「す、すみません、ちゃんとお誘いしてなくて。仕事で忙しいかなと思ったんですけど、もしかして、美み羽うさんも参加したかったですか？」

「べ、別にっ……いつもわたしにはそういった会合へのお誘いがないので気にしているなどということは、一切ありません」

　あ、気にしてるんだ。

「じゃあ次回は期待しといてください。今度は美み羽うさんにも声かけますから」

「そう言って、実は二度と誘わないつもりでは？」

「んなことしませんって！」

　どんだけ疑うたぐり深いんだ、この人は。

「失礼。以前、そういうことがあったもので」

　悲しい実体験だった。

「安心してください。俺たちはそんなひどいことしません」

「ほ、本当ですか……？」

「もちろんですよ」

　上うわ目め遣づかいで俺を見詰めてくる美み羽うさん。ちょっとドキドキしちゃう。

「ユウタ様（じ～～～）」

「あいや……ごほんっ」

「疑ってしまい申し訳ございませんでした。実は、わたしは他者との会話が嚙かみ合あわないことが多いようで、高校時代も同級生たちとの間に壁を感じることが多かったのです……」

「はあ……」

　高校生の美み羽うさんか。微妙に想像しづらいけど、制服着た美み羽うさんも可愛かわいか──ごほんっ。

「いまも忘れることができません。そう、あれは二年前のこと。わたしは当時、女子高生……あなた方の言葉で言うところのＪＫでした」

「ちょいちょい無理してネットスラング入れるのやめていただけますかね」

「その日、わたしは朝から教室で数学の予習をしておりました。すると、隣の席で数人の女子が、書籍を広げて会話に興じ始めたのです」

　うむ。なんか突然語り始めたぞ。




　──わたしは勉強の途中でしたが、彼女たちが読んでいるものに興味を引かれ、声をかけてみました。彼女たちは、なぜか少し戸惑った様子で振り向きます。

「あ……う、烏う森もりさん？　ごめんね、騒がしくしちゃって。勉強の邪魔だよね」

「いいえ、構いません。それより、あなた方が読んでいるその本は？」

「ああ。これはクイズの本だよ。結構ハマっちゃって。たとえばほら、この『○に文字を入れて文章を完成させなさい』ってやつなんか面白いよ？」




　○ブン、○○ブン、○○○ぶん。




「まあ烏う森もりさんには簡単すぎるよね。正解は、有名なコンビニの──」

「ええ。まったく簡単すぎます。答えは『微分、積分、いい気分』です」




「ちょっとおおおおおお！」

　あんたおかしなクスリでもやってんの!?

　微分積分でいい気分になれる人間なんて、この地球上にライプニッツ先生とあんたくらいしかいねえだろ！

「しかしわたしは、先日の一件でコミュニケーションを取ることの重要さを自覚しました。そこでまず、手始めに由ゆう太たさんと友人関係を築きたいと考えたわけです」

「そ、そうだったんですか……」

　不意に、美み羽うさんがグッと顔を寄せてきた。

「で、相談というのは何でしょう？　困っている友人を助けるのは、友として当然の義務です。勉強の悩みであろうと日常生活の悩みであろうと、あらゆる権力を駆使して可及的速すみやかに解決いたします」

　うむ。この人にプライベートな相談は絶対するまい。

　夏の夕空に、カラスの声がこだました。




　　　　３




　ノートパソコンを開いた美み羽うさんが、くるりと椅い子すを回してこちらに向き直った。

「和わ栗ぐりさんのおっしゃるとおり、北きた小お笠がさ原わら特別保護区域──すなわちリリガルドの住民が行っている底刺網漁業は、青あお根ね島しま村漁業協同組合が漁業権を有しております。現状、特別区域の住民は、青あお根ね島しま村漁協の権利を侵害していると言えるでしょう」

「やっぱりそうなんですね……。ってことは、別の漁法だったら問題ないんでしょうか？」

「はい。青あお根ね島しま村漁協が漁業権を有しているのは、いそ魚の底刺網漁業だけです。他の漁法、たとえば単なる竿さお釣づりや、たも網を使った漁でしたら、漁業法にも東京都漁業調整規則にも抵触することはありません」

「あの、ユウタ様。お言葉ですが、彼らの漁法は長年かけて培つちかってきたものです。簡単に変えられるものでは……」

「むむ、そうか。んじゃ、リリガルドの漁師も漁協の組合員にしてもらうってのはどうですか？　これなら怒られる心配はなくなりますよね」

「水産業協同組合法第十八条により、組合員たる資格を有するには『当該組合の地区内に住所を有』し、かつ『漁業を営み又はこれに従事する日数が一年を通じて九十日から百二十日』を超える必要があるとされています。青あお根ね島しま村に住所を持たないうえ、日本に転移してきて九十日に満たない状態では、上記の資格を満たしたと判定することは困難です」

「ぬぐぐ……組合員の資格を得るのはムリか。おまけに漁法を変えるのも難しいとなると、かなり状況は厳しいな」

「……あともう一つ、別の手がないわけではありませんが……」

「ホ、ホントですか!?　それは、どんな!?」

「漁場を変えるのです」

「漁場を……変える!?」

「はい。青あお根ね島しまの沿岸からもう少し離れた沖合で刺網漁を行えば、青あお根ね島しま村漁協の漁業権を侵害することにはなりません。この場合、東京都漁業調整規則第八条に基づく許可の申請が必要になりますが、こちらの申請は不許可の条件が限られておりますので、特別区域の住民でも許可される可能性があります」

「おおっ！」

　それならいけそうだな！

「ただし、沖合での漁となりますと、特別区域の漁師が使用している原始的な船では危険が伴います。もう少し近代的な動力船でなければ……」

「船のことなら、青あお根ね島しま村の漁師さんに借りればオッケーですよ。普段は建設会社に勤めてて、そっちの仕事がない日だけ漁をやってるっていう漁師さんも結構いますからね」

　ただ、問題は……。

「それはいかがなものでしょう。由ゆう太たさんもご存じのとおり、あれらの船を操縦するには小型船舶操縦士の免許が必須です。さらに沖合まで出るとなれば、漁業無線を通じて気象・海かい象しようの情報を得なければ危険です。漁業無線については、海上特殊無線技士の資格が必要となります」

　やっぱり……。

「まいったな。俺も小型船舶の免許なら持ってるけど、あれって試験受けなきゃいけないんですよね……」

「試験？」

　アクセリアが、ちょこんと首を傾かしげた。

「あー、実技試験と学科試験があるんだよ。学科試験では船の運行方法とか交通ルールの問題を書かれた紙が配られるから、それを読んで、正しい答えを選んでくのさ」

「え!?　問題を『読む』のですか!?」

「お、おう」

　何でそんなに驚いてんの？

「ユウタ様、異世界ユングリングで文字を読み書きできるのは、貴族や都市の商人くらいのものです。ニホンでは漁師になるために、そのような高等技術を習得しなければならないのですか？」

「いや、漁師になるためっつーか、日本じゃせめて読み書きくらいできないと、マジで生きていけないぞ……？」

「はうっ！　な、何ということでしょう。そのような高度な知的文化を有する国、異世界ユングリングでは聞いたこともございません……」

　高度な知的文化って……俺も大して勉強得意なわけじゃないんだけど。

「でもさ、そういうアクセリアは、ちゃんと読み書きできるよな？」

「はい。わたくしは、お母様やベルベリンデから教わっておりますので」

　家庭教師みたいなもんか。リリガルドに学校的なものはないんだな。

「しかし読み書きができる人がほとんどいないとなると、これはホントに大問題だぞ……」

「由ゆう太たさん、問題はそれ以前にもあります。現状、特別区域の皆さんは、まだ日本国民と認められたわけではありません。したがいまして、そもそも試験を受けること自体、難しいと思われます」

「ぐっ、そうか……」

　試験を受けても問題を読めないし、そもそも試験を受けることすらできない。

　まったく、どん詰まりもいいところだ。

「とりあえず小型船舶操縦士試験のことはご存じのようですので、無線従事者国家試験に関するホームページでもご覧になってはいかがでしょう」

　美み羽うさんがタッチパネルを撫なでると、画面に白を基調とした無線協会のページが開かれた。
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　カチカチ。

　マウスをクリックし、ページをめくっていく。

　機械が苦手なアクセリアは、三み咲さきに用があるとかで、部屋を出て行ってしまった。

「無線従事者にもいろいろ種類があるんすね……」

　ちなみに青あお根ね島しま村はいまだにＡＤＳＬだが、密林さんはこんな離島でも送料無料なので、村民は結構ネット操作に習熟してたりする。

「ん？　何だこれ」

　あるページに差しかかったところで、俺は、小さな説明書きに目を留とめた。

「どうしました、由ゆう太たさん」

「ここ、見てください、美み羽うさん！」

「これは……無線従事者養成課程の案内ですね」

「ええ。ほら、漁師になるのに必要な海上特殊無線技士の場合、『資格の取得は、国家試験を受験して合格する方法と養成課程を受講して修了する方法などがあります』って書いてあるじゃないっすか！　これってつまり、試験を受けなくても、講習を受ければ免許を取得できるってことですよね！」

「……………」

　いつもの無表情で、美み羽うさんが液晶画面を覗のぞき込こむ。

「それにここ！　『受講資格等』の欄も見てください！　『制約はありません』って！　これなら外国人だろうと異世界ユングリング人だろうと、誰でも受講できますよね！　もしかして、これで問題解決じゃないっすか!?」

「由ゆう太たさん」

「はい？」

「この方法では彼らは資格を取得することはできません」

「うぇ!?　ど、どうしてですか!?　『制約はありません』って書いてあるのに！」

「その下の部分を読んでください」

　その、下……？

　注意事項がずらずら書かれ、さらに受講料金などが示されている。

「もしかして、お金がかかるからダメって話ですか？　けど、ここに書いてあるくらいの金額だったら、なんとか俺が融通してあげることも──」

「いいえ、そこではありません。そのさらに下、『受講の申し込み方法』のところです」

　美み羽うさんがぐっと肩を寄せて、問題の箇所を指差した。

　ふわっといい香りが……なんて甘い感情に浸ひたったのも束つかの間ま、俺はそこに書いてある説明文を読んで、思わず「あっ」と声を上げてしまった。




　受講希望者は、「養成課程受講申込書」に必要事項を記入の上、次の書類を添えてお申込みください。


１　写真

２　氏名及び生年月日を証する書類（これらの書類は、免許の申請に必要なものです。）

　　住民票（コピー不可、個人番号（マイナンバー）が記載されていないものに限る。）又は次のものの写し何いずれか１通（無線従事者免許証、電気通信主任技術者資格者証……。






「こ、これって……要するに住民票とか持ってないと、免許が申請できないってことですか？」

「はい。仮に講習が受講できたとしても、免許証を受領する際、身分証明書の提示は必須です。これは公的資格のほとんどに共通する要件です」

　マ、マジすか……。

　まあ言われてみりゃ当然のことだ。

　そうでなきゃ、本人以外の人が免許を受け取っちゃう可能性があるもんな。

「………あの～、俺が書いた身分証明書……じゃダメですかね？」

「は………？」

　分かってましたけども！　一応俺領主だし！　念のため聞いておこうと思っただけで！

「……由ゆう太たさん、特別区域は、現状日本国の一部かどうかすら決まっておりません。そのようなところで発行された証明書に、公的な効力を認めることはできません」

「ですよね……」

　さすがにもう打つ手なしか……。

　絶望感に襲われ、ガックリ項うな垂だれたその時。

　コン、コン。

　何か固いものを叩たたくような音に、俺はハッと窓の方へ目を遣やった。

「ん……あれは？」

「三み咲さきさん、でしょうか？」

　なぜか三み咲さきがウキウキした顔で、美み羽うさんの部屋の窓を叩たたいている。

「アクセリアと用事があるって話だったのに、何やってんだ、あいつ？」

　窓を開けると、三み咲さきが妙な格好をしていることに気付いた。

「由ゆう太た！　新しいコスプレ衣い裳しようできたから、見せにきたよ！」

「って、おい。お前、まさかそれ……」

「電話でお姉ちゃんと漁の話ししてたから、それにちなんで、ほら！」

「に、人魚!?」

　だった。

　魚の部分は光こう沢たくのある生地で作られていて、胸は貝殻ビキニで覆われている。

「どう？　よくできてるでしょ！」

「ま、まあ、たしかによくできてるけどさ……」

　同級生の貝殻ビキニは、ちょっと刺激が強すぎる。

　おまけにこいつ、百もも花か姉ちゃんに似て意外と胸が大きいから、その、揺れて、乳が……。

「よいしょ……ねえ由ゆう太た、ちょっと窓乗り越えられないから、引っ張って」

「お前、何しにきたんだよ!?」

「や～～玄関まで行こうと思ったんだけどさ、途中で力尽きちゃって。人魚のコスプレって、移動するの結構大変なんだね」

「まさかお前、その格好で家から這はってきたんじゃねえだろうな……」

　ほぼ学校の七不思議だろ……。

「ん。でもさ、由ゆう太たってば夕食の時もなんか元気なかったっしょ？　だからほら、励ましてあげようと思って」

「三み咲さき……」

「というわけで、今回は由ゆう太たのためにアクセリアたんも連れてきました！　人魚姿のアクセリアたん、どうぞ！」

　三み咲さきが呼びかけると、向こうの陰からひょっこりアクセリアが姿を現した。

「あの、少し恥ずかしいのですが……」

　人魚姿のアクセリア。

　ほっそりとした肩のラインに、くびれた腰。しどけなく座ったポーズのせいで、やたら扇情的に見える。

　つかまさか、三み咲さきに用事ってのはこのことかよ！

「ユ、ユウタ様は、こういう格好がお好きですか……？」

　アクセリアが、もじもじしながら上うわ目め遣づかいで俺を見詰めてくる。

「あ……や、その……」

　ヤバい。いますぐ抱きしめたい。

「それでは感想をお願いします、由ゆう太た選手！」

「Justiceジヤステイス!!」

　いままさに、正義が執行された瞬間だった。

　まあ、エルフで人魚とか、キャラの上乗せにもほどがあるような気がしないでもないが、可愛かわいいからすべて許す。

「うへへ。アクセリアたん、マジきゃわいいよね～～。あたしもこの衣い裳しようを作った甲か斐いがあったってもんだよー」

「わたくし、ニホンにも人魚がいるとは存じ上げませんでした」

「俺もな」

　人面魚はいたけど、人魚がいたという話は聞いたことがない。

「しかし『にも』ってことは、異世界ユングリングには人魚がいるのか。いっぺん会ってみたいもんだな」

「残念ですが、リリガルドにはおりません。人魚は魔力のこもった歌で船を引き寄せ、沈めてしまうという不思議な力を持っております。リリガルドに住んでいたら、いまごろ漁師たちが大騒ぎしていることでしょう」

　そうなのか。意外と怖いな、人魚。

「ねえねえ！　あたしも歌、得意だよ！　歌ってあげようか、サ○エさんのエンディング！」

「まあ、お上じよう手ずです☆」

　おいよせ。死にたくなるだろ。

「ったく、こっちは大変だってのに。お前は気楽なもんだな」

「大変って、どしたの？」

「いや、それがさ……」

　俺はいまの状況をかいつまんで三み咲さきに説明してやった。

「え？　漁をするのに許可とか資格なんかいるの？」

「お前、何年島で暮らしてるんだよ……」

　詳しいことは知らなくても、漁師じゃない人がイセエビや海の苔りを勝手に獲とっちゃいけないとか、いろいろなルールがあることくらい、この辺では常識だ。

「でもさ、由ゆう太た、前に漁師の浜はま田ださんの船に乗って、漁のお手伝いしたことあったじゃん」

「そういやあったな、んなこと」

　ホント、俺何でもやってるよな……。

「あの時由ゆう太た、別に資格も何も持ってなかったよね？」

「ん？　そういやそうだな」

「おまわりさんこっちでーす」

「ちょ、待て待て待て！」

　慌てて止めようとする俺の背を、美み羽うさんがツンツンとつついた。

「落ち着いてください、由ゆう太たさん。そのことでしたら、何も問題はありません」

「へ？」

「誰か他の人が操縦する船の乗組員として働く場合は、資格や許可など必要ないのです」

「ふーん、そっか。良かったね、由ゆう太た。逮捕されなくて」

「お、おう」

「んじゃさ、由ゆう太たと同じように、リリガルドの人が漁協の人の船に乗せてもらって漁をするってのはダメなの？」

「いや、それだと意味ないだろ。刺網漁の場合、乗組員が増えれば一人一人の作業負担は減ると思うけど、それで魚が獲とれる量が増えるわけじゃないからな」

「作業がラクになれば、漁師さんも助かるんじゃない？」

「あのな、漁獲量が同じなのに乗組員が増えたら、そのぶん分け前が減っちまうだろ？　これじゃあ青あお根ね島しま村の漁師がリリガルドの漁師を養うのと同じことになっちまうじゃねえか」

　不意に、アクセリアの整った眉まゆがピクリと動いた。

「ユウタ様、それでは乗組員が増えても、獲とれるお魚の量が多くなれば問題ない、ということでしょうか？」

「ん？　ま、まあそうだな。けど、さっき言ったように刺網漁じゃ──」

「ユウタ様、そのことでしたらご心配には及びません」

「え？　ど、どういうことだ？」

「明日、青あお根ね島しま村の漁師さんをお呼びください。たしかにニホンの漁師さんは優すぐれていらっしゃるのでしょうが、リリガルドの漁師たちもそれに負けないくらい優すぐれているということを、皆様の目で確かめていただきたいと思います（ニコッ）」

　珍しく強気なアクセリアの言葉に、俺は「おう……」と頷うなずくことしかできなかった。
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　けだるさが漂う有あり明あけの空の下、一隻せきの小さな漁船が海面を滑るように走っていた。

　舷げん側から身を乗り出すと、船に切り裂かれた波が飛沫しぶきを上げて後方へ走り去っていくのが見える。

　俺の隣で、粗末な身なりをした男性が驚きの声を上げた。

「な、何だこの船!?　帆も櫂かいもねえのに、一体どうやって……!?」

　異世界ユングリングの漁師、ルアールさんだ。今日はリリガルドを代表してきてもらっている。

「この船は、エンジンでスクリューを回して動いてるんですよ」

「えんじん？　すくりゅー？　例の、第五精髄魔法ってやつですかい？」

「いや、違うんですけどね……」

　まあ異世界ユングリングは中世ヨーロッパレベルの世界だから、エンジンやスクリューが魔法のように見えてしまうのも仕方がない。

「ユウタ様、そろそろ始めてもよろしいでしょうか？」

「ああ、頼む」

「それでは……メロンちゃーん！　おいでなさーい！」

　ザバァァァァァァン！


《アギアアアアアアア！》



　アクセリアが叫ぶと、海面から大きな竜が姿を現した。

「どわああああああああああああ！」

　操縦席で、青あお根ね島しまの漁師、浜はま田ださんが舵だ輪りんを握ったままへたりこむ。

「ご紹介いたします。海竜のメロンちゃんです。ほらメロンちゃん、御ご挨あい拶さつ」

　背中に甲羅を載せたメロンちゃんがお行儀よく長い首を下げると、小さな船は木の葉のように揺れた。


《こんにちは。ぼくメロン》



　ちなみにアクセリアの念話能力のおかげで、こうして会話することもできる。

「うふふ。いい子いい子。今日はルアールさんの言うことをよく聞くのですよ」


《うん。わかった！》



「あばばばば。ば、化け物……」

「大丈夫ですよ、浜はま田ださん。こいつはアクセリアに慣れてますから」

　驚く気持ちはよく分かる。俺も最初見た時はビックリしたし。

　けどこいつ、意外と可愛かわいいんだよな。


《あ、由ゆう太たおにいちゃんだ！　由ゆう太たおにいちゃん、だいすき！》



「おうよしよし」

　甘えて大きな頭を擦すり寄よせてくるメロン。

　フッ、可愛かわいい奴やつだ。でもちょっと鱗うろこが痛いんだが……いや、ちょ、やめろっつってんだろ！

「ほらほらメロンちゃん、そのくらいにしないとユウタ様が困ってらっしゃいますよ」


《ぼく由ゆう太たおにいちゃんだいすき！　だから由ゆう太たおにいちゃんと交尾したい！》



　ブ─────ッ[image: かんたんふ]

　こいつ、加減を知らない発言しやがって……。

　いま一瞬想像しちまったが、降魔の儀と完全に一致したぞ。

「ダメですよ、メロンちゃん。ユウタ様は、わたくしの旦だん那な様さまなのですからね」


《じゃあ、アクセリアおねえちゃんと、三人で交尾する！》



「ちょっと待てやゴルアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　そろそろ出禁にするぞてめえ！

「姫様、それでは漁を始めます」

　ルアールさんがピーッと指笛を鳴らすと、メロンはすかさず海に潜り、水面に映る巨大な影へと変じた。

「ほら、浜はま田ださん。俺らも網を下ろそう」

「へ？　あ……お、おう」

　ようやく我を取り戻した浜はま田ださんは、慌てて網を打ち始める。

　その作業を横目で見ながら、ルアールさんが日に焼けた顔をアクセリアに向けた。

「姫様、この網の中に魚を追い込めばいいんですね」

「ええ。できますか？」

「お安いご用でさぁ」

　ルアールさんがやおら長い竿さおを取り出し、船の舷げん側をコン、コンと叩たたく。

　どうやらそれが合図になっているらしく、音に合わせて影が踊るように海中を泳ぎ回る。

「ん？」

　網を設置してしばらくすると、海面がざわざわと泡立ち始めた。

　クワァー、クワァクワァー。ピーピー。

　それに合わせて、船の周りに大量の海鳥が群れ集まってくる。

「こいつらもしかして、メロンが追い込んできた魚を狙ねらってるのか？」

「おいおい。こんなたくさん鳥が集まってくんの、初めて見るぞ……」

　舵だ輪りんを回しながら、浜はま田ださんは引ひき攣つった顔で海を眺めていた。
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「いかがでしたでしょうか、ユウタ様」

　限界ギリギリまで喫水線が下がった船の上で、アクセリアがニコリと笑みを浮かべた。

「どうしたもこうしたも、すげえよアクセリア。ビックリするくらいの大漁じゃねえか！」

「ふふ、ありがとうございます。けど、お忘れにならないでくださいね。ユウタ様は我がリリガルドの領主。彼らの力は、ユウタ様の力でもあるのです」

「お、おう……」

　そう言われると、なんだか急に肩が重く感じちゃうな。

「おい由ゆうちゃん、こいつぁホントに大したもんだぜ。俺らも集魚灯なんか使って魚をおびき寄せるこたあるが、ここまでうまくやる奴やつは見たことねえ……」

　リリガルドの海竜漁法は、意外にも現代のハイテク機器でもかなわないほどの技術だったってわけだ。さすが異世界ってとこか。

「ざっと見た感じ、普段の倍以上は獲とれてるかな」

　ここまでくると、むしろ獲とりすぎが心配だ。下へ手たをすれば、値崩れを起こしかねない。

「ハマダさん、少しはわたくしたちのことを見直していただけましたでしょうか？」

「ああ、認めるよ。お前さんらのことをみくびってた。すまん」

　浜はま田ださんが手を差し出すと、リリガルドの漁師ルアールさんが、無言でその手を握った。

「……………」「……………」

　武骨な海の男同士、交わす言葉は少ないが、互いの目には信頼の光が宿っている。

「助かったよアクセリア。青あお根ね島しま村にとっては海竜メロンの力を借りることができるし、リリガルドにとっては高性能の船に乗せてもらって網漁法を利用させてもらえる。まさにWinウィン-Winウィンの関係ってやつだ」

「ふふ。わたくし、妻として頑張りました！」

　かすかに頰ほほを赤らめながら、嬉うれしそうに微笑ほほえむアクセリア。

「ただ、メロンみたいのが他にももっといてくれたら助かるんだけどな……」

　いまのままでは、海竜漁法は一隻せきしか使えない。それだとリリガルドの漁師さんたちが困ってしまう。


《それなら大丈夫だよ、お兄ちゃん。みんなー!!　出ておいでー!!》



　ザバァァァァァァン！

「うおっ!?」

　メロンが呼びかけると、海面で、イルカのような生き物が一斉にジャンプした。

「ユウタ様、あれは異世界ユングリングに住まう魚竜たちです。メロンは幼いとはいえ海洋生物の王ですから、同じ竜族の魚竜はみなあの子に従ってくれるのです」

「そ、そうなのか……実はすげえんだな、メロン」


《てへっ。お兄ちゃんに褒められた♥》



　嬉うれしそうに頭を擦こすり付つけてくるメロン。

　いや、それやられると、シャツがびしょびしょになるんすけど……。

「うふふ。メロンったら、すっかりユウタ様に懐なついてしまって」

「まあ、メロンにはホント感謝してるよ。それにアクセリアにもな」

　今回の成功は、アクセリアが領民たちの力を信じて橋渡しをしてくれたからこそだ。

　もしかしたら、アクセリアこそ最大の功労者なのかもしれない。

「ふふ……。ユウタ様に褒めていただけて、わたくし何だかとっても……幸せです」

　嬉うれしそうに微笑ほほえむアクセリアに、俺は思わず赤面して目を逸そらしたのだった。
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「おっかえりー由ゆう太た！　うわ、すっごい大漁じゃん！」

「これは……予想以上の成果ですね」

　島へ戻ってくると、三み咲さきと美み羽うさんが出迎えてくれた。

　水揚げを終えた船は、クレーンで宙にぶら下がっている。ここ青あお根ね島しまでは波が荒くて船が係留できないため、こうしてクレーンを使って陸に上げておくのだ！　不便だね！

「ねえねえ、リリガルドの漁師さんは？」

「メロンの背中に乗って異世界ユングリングに戻ったよ」

　こうしておけば、立ち入り禁止制限も問題ない。

「そっか。にしても良かったね、由ゆう太た。これで問題解決じゃん」

「いや、まだ問題はいろいろ残ってるけどな」

「はにゃ？　どんな？」

「考えてもみろよ。いまのままだと、アクセリアかベルベリンデさんが一緒に乗ってないと、浜はま田ださんたちはリリガルドの漁師さんたちと会話できないわけだろ？」

　漁をするだけなら身振り手振りだけで何とかなるかもしれないが、不便っちゃ不便だ。

「由ゆう太たさん。わたしも少しですが、異世界ユングリングの言葉を話せます」

「え、マジですか、美み羽うさん!?」

　すげえなこの人！

　さすが高校で公認会計士試験をクリアし、そのまま東とう大だい文Ⅰにも現役合格した才さい媛えんだ。俺たちとは頭の出来が違う。

「あたしたちも、みんなで異世界ユングリングの言葉を勉強できる場所があればいいのにね～」

「だな……。どのみち俺らだけじゃなくて、リリガルドのみんなにも日本語覚えてもらわないと困るし……けど、リリガルドに学校はねえからな」

「ユウタ様？　『がっこう』とは何でしょう？」

「ん？　まあ、みんなで集まって勉強するとこなんだが……改めて聞かれると説明が難しいな」

「ねえねえ由ゆう太た。だったらさ、アレ見せてあげればいいんじゃない？」

「アレ？　って、何のことだ？」

「決まってるじゃん。卒アルだよ、そ・つ・あ・る」

　ああ、卒アルね……って、は？
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「まあ、これが『しゃしん』というものですか！　何と不思議な……まるで実物を見ているようです」

「んで、こっちが由ゆう太たのちっちゃい頃の写真ね」

「あら、ご幼少の砌みぎりのユウタ様、かわいい♥」

「見て見てアクセリアちゃん。この時なんか、劇で人数が足りなかったから、由ゆう太たが女装して舞台に上がったんだよ。そりゃもう大ウケでさ──」

[image: ]

「あの……君たち？」

「ハッ、失礼いたしました！　『がっこう』の説明を伺っていたら、いつの間にかこのような話に……!!　『そつある』……なんと恐ろしい魔導書」

　いや、どっからどう見ても魔導書じゃねえだろ。君、最近言い訳が雑になってきたよね。

「まあでも、これで学校がどんなところかは大体分かったか？」

「はい！　学校とは本当に素晴らしいところです。さすがニホンです！」

　胸の前でガッツポーズを作るアクセリア。

「そ、そんなにすごいかなぁ……。まあ楽しいっちゃ楽しいけど、勉強とかテストとか、めんどくさいし」

「何をおっしゃいますユウタ様！　ニホンの学校では読み書きや算術はもちろんのこと、歴史や天文学、音楽、芸術まで教わるというではございませんか！　わたくしの知る限り、異世界ユングリングでそんなことを学んでいるのは伯爵以上の大貴族や、王室の方々だけです！　ハッ！　まさか、ユウタ様やミサキさんは、ひそかに大貴族の血を……!?」

「いや違うから」

　俺が知っている大貴族は、近所の姉ちゃんにこき使われたり、村のみんなにいじり倒されたりはしない。

「でへへ。そう言われると、あたし、大貴族のご令嬢になったような気がしてきたよー」

「盛大な勘違いだ」

「ぶー、そんなあっさり否定することないじゃん。あたしだって貴族っぽいことくらいできるんだからね。ほら見て、『イェス☆マイロード！』」

　目を覚ませ三み咲さき。それは執事が貴族に対して言うセリフだ。

「ふふ。ニホンはまるで伝説に聞く理想郷のようですね。おまけに学校を卒業すれば、家柄や身分に関係なく職業に就つくことができるだなんて」

「理想郷、ね……」

　まあ実際はそんなカンペキなもんじゃないけど、人類が時間をかけて築き上げた仕組みだ。アクセリアに言われて、改めてその良さに気付かされた部分はあるかもしれない。

「ユウタ様、リリガルドにもぜひ学校が欲しいです！　モモカさんやウモリさんにお願いして、これと同じようなものをリリガルドに作れないでしょうか！」

　アクセリアが、身を乗り出して俺に聞いてくる。

「いや、さすがに学校はムリだろ……」

「お願いします、ユウタ様！　わたくしは領民たちに、輝ける知性と未来への希望を与えてやりたいのです！」

　うむむ……。

　純粋な瞳ひとみで、ぐいぐい顔を近付けてくるアクセリア。

　領民たちに、未来への希望を、か……。

「……………そう、だな。たしかに学校は、必要かもな」

「まあ！　ありがとうございます、ユウタ様！」

「いいねいいね、由ゆう太た！　学校作っちゃおうよ！」

「うん。それに学校を作って日本人と同じ教育を受けさせれば、リリガルドもそのうち日本みたく豊かになるかもしれないし」

　異世界領主、教育改革始めます！

　そして俺は、リリガルドの伝説にな──

「それはいけません」

　ズコー!!

　って、美み羽うさん!?　またこのパターンすか!?

「あの、いけないっていうのはどういうことでしょうか？　アクセリアだってほら、こんなに学校を欲しがってるのに」

「わたくし、妻として学校が欲しいです！」

　いや、妻は関係ないからな。

「欲しがっているから与えればいい、というものではありません。そもそも学校を設置するに当たって、越えなければならないハードルは無数にあります。場所、人材、教材等々、由ゆう太たさんは、それらをどのように準備するつもりですか？」

「そ、そこは何とか知恵を絞って……」

「それに特別区域の住民たちは、この地球上には存在しない貴重な文化を保有しています。そこへ一方的に日本の教育を与えるのは、下へ手たをすると文化的な侵略行為となる恐れがあります」

　し、侵略行為!?

「いや……俺、そんなことするつもりは」

　うう、やっぱ学校作るなんてやめた方がいいのかな……。

「あのさー。よく分からないんだけど、由ゆう太たが作りたい学校って、一方的に教え込まなきゃいけない学校なの？」

「え………？」

「どういうことでしょうか、三み咲さきさん」

「やー、別に深い意味はないんだけどね。あたし、異世界ユングリングのこととかアクセリアちゃんのこと、もっと知りたいな～って思ってたから。別に一方的にこっちから教え込むんじゃなくて、お互いに仲良く教え合えばいいじゃん、って思って」

「一緒に……教え合う？」

「そーそー。だってほら、『友達』って、お互いのことを知るところから始まるもんっしょ？」

「はうっ[image: かんたんふ]」

　美み羽うさんが、いきなり白しろ眼めで痙けい攣れんし始めた。

　ちょっとこれ、怖いんですけど。血継限界？

「………っ、友達とは、お互いのことを知るところから始まるものッ!?（ブルブルブル）」

「あれ？　どしたの、みうさん？」

「──分かりました。さすがは三み咲さきさんです」

　何かを悟った!?

「わたしたちは友達です。友達である以上、互いのことをもっとよく知る必要があるのは一見して極きわめて明白です。友達であるわたしたちにとって、学校は必須の施設と言えましょう」

　この人、予想以上にチョロいっすわ。

「そうなんだよー!!　みうみう分かってくれて嬉うれしいなー、にゃはは！」

　あと、いつの間にかみうみう呼んでる三み咲さきさん、マジぱねえっす。

「あの……ウモリさん？　それでは、本当にリリガルドに学校を……？」

「アクセリアさん。烏う森もりさんではなく美み羽うとお呼びください。わたしたちは友達なのですから」

「え？　あ、はい……ミウさん」

　アクセリアが、ちょっと引き気味だった。

　とはいえ、これで学校を作るという方向性は、半なかば強引に決まったのだった。
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　リリガルド城の大広間は、外に比べて幾分ひんやりとした空気が漂っていた。

　俺の背中にピタリと身を寄せたエルフ耳の美女が、首筋をなぞるように熱い息を吐き出す。

「いかがかしら、ユウタさん。ここでしたら充分な広さがあると思うのですけれども」

「え、ええ。たしかにここなら、広さは充分ですね」

　なぜこんなことをしているのかと言うと……。

「うふふ。それじゃあ教室はこの大広間を使っていただく、ということでよろしいかしら」

「はい、ありがとうございます、イグザリアさん！」

「こちらこそ、今日はユウタさんにおんぶしていただいたおかげで、久しぶりに外の空気を吸うことができましたわ。これからも、時折こうしてお願いしちゃおうかしら……ふふ」

　俺たちはいま、イグザリアさんにお願いして、リリガルド城を学校として使わせてもらうために城内を見学させてもらっているところだった。

　ちなみにイグザリアさんの付き添いということで、ベルベリンデさんも同行している。

「お、お母様！　ユウタ様のお背中はわたくしのものです！　用が済んだら早く降りてくださいまし！」

「あらあら、アクセリアさんにやきもちを妬やかれてしまいましたわ。モテる男性は大変ですわね～、ユウタさん」

「か、からかわないでくださいよ……」

　アクセリア、そんなにイグザリアさんを揺すらないでくれ。

　だって、そんなことしたら……、


　むにゅんむにゅん♥



　背中の感触が大変なことになっちまうじゃねえか……。

「あらあら、首筋まで真っ赤になって。どうなさいました、ユウタさん？」

「え？　あ、いや。これはその……」

「まあ！　もしかして、わたくしの身体からだにドキドキしちゃってるのかしら。いやねえ、こんな三百歳のおばさんに。うふふ。可愛かわいいですわ、ユウタさん」

　うん。ちょっぴり萎なえました。

　けどそうは言っても、見た目はまだ全然若いんだよなー。ホント反則だよ、エルフって。

「ユウタ殿、何か卑ひ猥わいなことを考えておられませんか？（チャキッ）」

「いやいやいやぜんぜんこれっぽっちも考えてません！」

　大騒ぎしてる俺たちの隣で、美み羽うさんが恐きよう縮しゆくしながら頭を下げる。

「申し訳ございません、イグザリア様。本当はわたしたち日本政府が動ければよいのですが、小中学校の設置は学校教育法において市町村に義務付けられております。村が動かなければ、国としても対応が難しいのです」

「いえいえ。そちらにご事情があることは、わたくしどもも察しておりますわ。こうしてあなたがたのお知恵をお貸しいただけるだけでも、充分にありがたいことです」

　イグザリアさんの言うとおりだと思う。

　美み羽うさんは、たった一晩で学校開設計画書を作ってくれた。今日ここへきたのも、美み羽うさんのプランに沿ったものだ。

　ただ、その計画書ってのが辞書みたいな厚さだから、学校を開くまでに読み終えることができるかどうか微妙なのだが……。

「俺も百もも花か姉ちゃんに話してみましたけど、『無茶言うな！』って怒ど鳴なられちゃいました」

「公立学校の場合、教職員にも定数がありますので、ある日急に学校を開設しろと言われても対応は困難でしょう。さらに、これまで接したことのない相手に授業を行うとなれば、危険手当などを教職員組合と交渉する必要もあります」

「本当だったら、一番大変な校舎の建設をやってもらいたかったんだけどなあ……」

「先日の水竜保護対策問題でもご説明しましたが、現状、北きた小お笠がさ原わら特別保護区域に工事業者を入れることはできません」

　その辺は、相変わらずの八はつ方ぽう塞ふさがりってわけだ。

「うふふ。いいのですよ、ユウタさん。娘の可愛かわいいお婿むこさんのためですもの。わたくしどもがひと肌脱ぐのは当然のことですわ」

　なんかもう、既成事実になりつつあるよな、この話題。外堀からじわじわ埋められてる感がハンパないですわ。

　あと、未亡人のイグザリアさんがひと肌脱ぐっていうと、なんかすごくエロい。

「さて由ゆう太たさん。教室は確保できましたので、次に必要となるのは机と椅い子すですが……」

「ああ、いくらあり合わせのもので済ませるにしても、さすがに地べたに座って授業をするわけにはいきませんよね。そんじゃ、俺が得意の日曜大工で──!!」

「ユウタ様。それでしたら、わたくしにいい考えがございます」

「え？　アクセリア、どっかの倉庫に机とか椅い子すでも余ってるのか？」

「いいえ、こうするのです。………土の精霊さん！」

　アクセリアが呼びかけると、窓から緑色に光る木がうねうねと這はい上あがってきて、たちまち机や椅い子すに形を変えてしまった。

「すっごーい！　さっすがアクセリアちゃん！」

「うふふ！　夫のために頑張るのは妻の務めです！」

　ホントすげえな。あっという間に机と椅い子すができちまったよ。

「あと必要なものは、黒板ですね」

　計画書をめくりながら、美み羽うさんが縁ふちのない眼鏡めがねをクイッと持ち上げる。

　黒板か……さすがにそれはアクセリアの精霊魔法でも作れないよな。

　となれば……。
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　狭い会議室に、ズズ、とお茶をすする音が響いた。

「──ってわけだからさ、さすがに学校建ててもらうのはムリだと思うけど、代わりに村の学校に余ってる黒板とかホワイトボード貸してもらえないかな」

　俺の隣で三み咲さきがうんうんと頷うなずく。

　ちなみにアクセリアと美み羽うさんは、現在お城の広間を鋭意改かい装そう中だ。

「そのうちそういう話がくるだろうと思ってたぞ。けど、学校の備品は全部備品台帳で管理されてるからな。勝手に貸し出すわけにはいかねえ」

　湯ゆ吞のみを置いた百もも花か姉ちゃんが、腕を組んでプイと横を向いた。

「じゃあさ、使ってない教室の黒板とかを廃棄したことにして……」

　村の小学校と中学校は、補助金のお陰でかなり立派な造りになっている。一方、村の人口はゆるやかに減少しているので、どうしても教室は余り気味だ。

「あのなあ、ユウ。廃棄するにしたって、台帳から落としたらすぐにバレちまうだろうが。そんな決裁、上が通すわけねえぞ」

「う………そう、なんだ」

「言っとくがな、村の連中は、こないだの漁みたいなトラブルがまた起こるんじゃねえかって不信感持ってるんだ。そこんとこ、お前分かってんのか？」

「むぐ………」

　村は家族のように温かい。その一方で、よそ者に対してはとことん警戒心が強い。

　結局のところ、仲間意識と排他性はコインの裏表なのだ。島によっては、隣り合う集落同士で百年以上いがみ合ってるなんて話も聞く。

「何かあった時、まず矢や面おもてに立たされるのはウチら役場の人間だ。上の連中だって、村の仲間から責められるのはキツい。お前らに都合のいい話、そう簡単に通せるとは思わねえこった」

　普段優しい分、対立した時のつらさは余計に身にこたえる。いつも先頭に立っている百もも花か姉ちゃんなら、それは尚なお更さらのことだろう。

「そっか。それじゃあ仕方──」

　と言いかけたその時、

「む～!!　さっきからお姉ちゃんってば固いことばっか言って～!!　いつもだったら、職場のお菓子をこっそりあたしにくれたりするじゃん！」

「み、三み咲さき!?」

「バ、バカ！　声がでけえぞ！　あれは職員のカンパで買ったもんだ。公費は使ってねえ！」

　それでも勝手に妹にあげちゃうのはどうかと思うけどなー。

「お、おい、落ち着けよ三み咲さき。百もも花か姉ちゃんにも立場ってもんがあるだろ……」

　それにこの話は俺が言いだしっぺだから、俺がなんとかするのが当然ってもんだ。

「でもさあ、お姉ちゃん。ホントにそれでいいの？」

「あん？　それでいいってなどういうこった？」

「あたし、お姉ちゃんが役場の採用決まった時のこといまでも覚えてるよ。『ウチがユウのおじさんの後を継いで、ユウを守ってやるんだ』って、あん時は張り切ってたじゃん」

　え!?　そ、そうだったの、百もも花か姉ちゃん!?

「こ、こら、三み咲さき！」

「けどいまのお姉ちゃんがやってること、由ゆう太たのおじさんが見たらどう思うかな……」

「ぐっ。しゃ、しゃーねーだろ。立場を悪くしちまうと、いざって時にうまく回らなくなっちまうんだ！」

「お姉ちゃん。その『いざ』って時はさ、もしかして『いま』なんじゃないの？」

「な、何？」

「由ゆう太たのおじさん、昔言ってたよ。役場の仕事は、村のみんなを幸せにすることだって。いま村の人たちは、アクセリアちゃんたちに不信感を持ってる。けど、そんなの村のみんなにとって幸せな状況じゃない。由ゆう太たは、それを頑張って何とかしようとしてるんだよ？」

「むむ…………」

　み、三み咲さき………。

「だからお姉ちゃん、お願いお願～い、一生のお願～い♥（すりすり）」

　って、結局おねだりかよ！

「………っったく。わーったよ！」

　突然百もも花か姉ちゃんが、足元から大きなビニール袋を取り出した。

「はにゃ？　お姉ちゃん、何それ？」

　中を覗のぞくと、缶のようなものがいくつか入っている。

「知らねーのか？　黒板塗料だよ。塗ったとこが黒板になっちまうってやつ。最近黒板がぼろくなってたからな、修繕用に多めに取り寄せておいたんだ」

「え……？　それって、もしかして……」

「こいつは消耗品だから、台帳には載らねえ。お前らが学ガツ校コーの黒板を補修したあと中ちゆう途と半はん端ぱに残っちまった分を何かに使ったとしても、上には一切気付かれねえはずだ」

「ふぁ………お……お………お姉ぢゃ～ん[image: かんたんふ]」

「おい、くっつくな三み咲さき！　ったく、後でこっそり渡してお前の手柄にしてやろうって思ってたのに、すっかり段取りが狂っちまったじゃねえか」

「何言ってんのさ！　そんな手柄いらないよぉ！」

　はは……なーんだ、んなこと考えてたのか。ったく、素直じゃねえな百もも花か姉ちゃんも。

　どのみちこっそり三み咲さきに渡しても、あいつのことだ、正直に百もも花か姉ちゃんからもらったって言うに決まってんじゃねえか。

　ビニール袋の中には、ちびたチョークを詰めたポリ袋も入っている。たぶん、ゴミ箱に捨てられていたのをちまちま拾い集めておいてくれたのだろう。

「いいか、お前ら。ちゃんと学校の黒板の修繕はやっとけよ。ウチが頼んだのはそれだけだからな。後のことは何も知らねえぞ」

「分かってるって。任せといてよ、学校の黒板は新品みたくしとくからさ」

　そんじゃ、早さつ速そく仕事に取りかかるとすっかな。

　善は急げってことで、すぐさま学校へ向かおうとした俺の背中に、

「おい待て、ユウ」

　百もも花か姉ちゃんの声が被かぶさった。

「ん？」

「まさかとは思うが、おめえら、ハコとモノを用意したらそれで出来上がり、なんて甘いこと考えてんじゃねえだろうな」

「え……？　い、いや。そんなことはない……と思うけど。な、三み咲さき」

「う、うん。そんなこと、ぜーんぜん考えてないよ？」

「いいか。領主だろうが役場だろうが、やってることは同じ、要するに住民サービスってやつだ。そして住民サービスってのは、究極のところ住民一人一人に向き合わなきゃならねえ」

「………住民、一人一人に」

「おうよ。だから勘違いすんな。どこかに『住民』って名前のやつが存在するわけじゃねえ。書類に書かれた『住民』って言葉が『住民』なわけでもねえ。これから出会う一人一人が、お前の向き合うべき『住民』だ」

「う、うん……」

「分かってりゃいい。じゃ、行きな」

　ぼろい合板のドアを開け、俺たちは会議室を後にした。

　百もも花か姉ちゃんの言葉を俺たちがちゃんと理解していなかったと思い知らされるのは、それから少し後のことだった。
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「よ……っと。どうだ、これで曲がってないか？」

「バッチリです、ユウタ様！」

　黒板をスタンドに立てかけると、アクセリアが嬉うれしそうに駆け寄ってきた。

「これが『こくばん』ですか。文字を書いたり消したりできるとは、何と便利な魔導具でしょう！　さすがニホンです！」

　なんかもうテンプレになってきたな、それ……。

　俺のそばで、美み羽うさんがカチャリと眼鏡めがねのブリッジを押し上げる。

「黒板が普及したのは、おおむね近代以降のことと言われます。近世にはその原型が見られたようですが、いずれにせよ、比較的新しい時代の発明品であることに間違いはありません」

　要するに、黒板もアクセリアから見れば立派な未来テクノロジーってわけだ。

「これですっかり教室らしくなったね、由ゆう太た」

「ああ。アクセリアが作ってくれた机と椅い子すも、なかなかの出で来き栄ばえだしな」

「これくらい、妻として当然の務めです」

「座すわり心ごこ地ちはどうかな……っと」

　ん………？

「どうなさいました、ユウタ様？」

「いや、何か違和感が……」

「ユウタ様に喜んでいただけるよう、座面をわたくしの膝ひざの形に合わせてみたのですが、何かおかしかったでしょうか？」

「人間椅い子すかよ！」

　普通に怖いわ！

「ベルベリンデから、こうすればユウタ様がお喜びになると」

「またあの人か……。いや、そういうことじゃなくて、何かが足りない気がするんだよなあ」

「足りないもの……ですか？」

「何言ってんの由ゆう太た。黒板もある、机と椅い子すもある、美少女もいる。この上ほかに何を望むってのさ。はっ！　まさか、ブルマか!?　由ゆう太たはアクセリアたんのブルマ姿を見たいのか!?」

「いいから貴様は黙ってろ」

「ユウタ様、『ぶるま』とは何でしょうか？　わたくし、ユウタ様に喜んでいただけるのでしたら、ぜひその『ぶるま』というものを着てみたいです」

「アクセリアちゃん、それならここに──」

　持ってるんかい！

「いや、たしかにそれは見た──じゃなくて、俺が言いたいのはだな……あ、分かった！」

「なになに？　何が足りないん？」

「文房具だよ、文房具！」

「ムーンウォーク？」


「ポゥ！」



　って、するか！

「わたしが作成した計画書の三百八十六ページにも、文房具の必要性について記してあります」

　分厚い計画書を開きながら、美み羽うさんが言う。

　改めて思うんだけど、その計画書、ぶっちゃけ使いづらくねえか？

「あの、ユウタ様、『ぶんぼうぐ』とおっしゃいますのは……？」

「要するに紙とペンのことさ。教わったことを書いとかないと、すぐに忘れちゃうだろ？」

　教科書だったら俺たちが使い古したものを回し読みしてもらえれば事足りるけど、さすがに文房具はそうはいかない。

「たしかにそうですが……紙のような貴重品、そう多くは揃そろえられないのではないかと」

「大丈夫。日本では紙なんていくらでも手に入るから」

「まあ、本当ですか!?　何という豊かさ……相変わらずニホンは驚異の国です！」

「しかし由ゆう太たさん、さすがに児童全員の分を用意するとなりますと、それなりの費用がかかると思われますが」

「む……そう、ですね」

　児童数三十人くらいとして、一冊百円でも三千円。使い切るたびに買い足していったら、すぐに一万円とか二万円になってしまう。

　当然、リリガルドの人たちはお金なんか持ってないので、俺たちが肩代わりしなきゃならないわけだが、高校生の俺たちにとって、万単位の出費は決して安くない。

「ユウタ様、わたくしが持っている、亡なきお父様の形見の装身具を売れば……」

「え!?　い、いや、それは!!」

「アクセリアさん、お気持ちはありがたいですが、その手段はご遠慮いただきましょう。下へ手たをすれば、貴重な文化財の流出につながりかねません」

　お、おう。なるほどね……。

「んじゃ由ゆう太た、お姉ちゃんに頼んでみる？」

「いや、さすがにこれ以上は迷惑かけられねえだろ。ムリ言って、黒板塗料分けてもらったばっかだし」

　まいったな。俺たちにもう少しお金があればいいんだが……。

「ユウタ様、わたくしたちは、いまあるもので充分です。わたくしがお母様から学問の手て解ほどきを受けていた時は、そのような贅ぜい沢たく品ひんなど使っておりませんでした。すでに『こくばん』のような便利なアイテムをご用意いただいたのです。これ以上、何を望みましょう」

「そ、そうか……？」

　たしかに中世ファンタジーの世界から見れば、黒板だって充分オーパーツかもしれない。

　けどなあ。せっかくこんだけ頑張ったんだから、リリガルドの子供たちにはベストな環境で授業を受けさせてやりたいんだよなあ。

「うふふ。ユウタ様には見慣れたものかもしれませんが、この黒板は本当にすごいです。リリガルドの皆も、これを見ればきっと驚くはずです」

　そんなにすごいか、黒板……。

　黒板……。黒板ね。

「いや、待てよ……そうか、黒板だ！」

「え？　どうなさいました、ユウタ様？」

「黒板だよ、アクセリア！　こいつを……みんなに配ってやればいいのさ！」

「は？　あ、あの……どういうことでしょうか。さすがにこのような大きなもの、机の上には収まりきらないかと思うのですが」

　俺はある人物のことを思い出し、ニヤリとほくそ笑んだ。
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　みしり……。

　上体を大きく捻ひねった女騎士が、背中から闘気を揺らめかせた。

　やがてそれは全身のバネへと伝わり、一気に解き放たれる！

「クロス流ノコギリ殺法!!　無明逆流れッ[image: かんたんふ]　うぉりゃああああああぁぁぁあぁぁぁぁぁ（ギコギコギコギコギギコギコギコギコ）[image: かんたんふ]」

　ケガするぞ、あんた。

「さて、ベルベリンデさんが切ってくれた板に黒板塗料を塗れば……ほら！　ノート代わりのミニ黒板が完成だ！」

「まあ、さすがユウタ様です！　それにベルベリンデも、お美み事ごとですわ」

「ありがとうございます、姫様。ちなみに我がクロス流には、刀とう殺さつ法ぽうやノコギリ殺さつ法ぽうのほか、バールのようなもの殺法などがあり──」

　自由すぎるだろ、クロス流。

「由ゆう太たさんのご提案を聞いて思い出しました。日本が民間レベルで行っている国際協力の一つにも、発展途上国へ向けて小さくカットされた黒板を配布するという事業があります」

「書いたものをずっと残しておけるわけじゃないから、ノートとペンに比べれば使い勝手は負けるけど、何もないよりはずっとマシかなって思って」

「何もないよりマシだなどと……ユウタ様、こんな素晴らしい黒板をいただけたら、きっと子供たちも大喜びです！」

「うんうん。これで準備万端じゃん、由ゆう太た！　あとは子供たちを呼んで授業するだけだねっ！」

「だな！」

「で、授業は誰がするの！」

「え……………？」
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「コホン」

　小さく咳せき払ばらいして、美み羽うさんが眼鏡めがねを軽く押し上げた。

「みうみう似合ってるー!!」

「素敵です、ミウさん」

「そう、でしょうか。少し恥ずかしいのですが……」

　美み羽うさんが手にしているのは、以前三み咲さきに頼まれてコスプレ用に制作した出席簿（っぽいもの）と指示棒だ。

「いかにも女教師って感じだね、みうみう！」

「Miss Misaki, repeat after me.」

　何だかんだ言って、本人も意外とノリノリのようだ。

「しかし……みんなで試しに授業やってみるからって、コスプレはいらねえだろ」

　なぜかベルベリンデさんまで女教師姿になってるし。

　あの人が女教師の格好すると、いかがわしいことこの上ねえな。

「いいじゃん由ゆう太た、ほらほら眼福でしょ」

「む……ま、まあ、形から入るのも大切かもしれんが」

「それでは由ゆう太たさん、早さつ速そくですが、わたしから始めます。教科は、理科でよろしいでしょうか」

「あ、はい。お願いします、美み羽うさん。相手は小学生くらいの子たちですので、できるだけ基礎的なところからお願いしますね」

　理科は実験もあるし、つかみにはちょうどいいだろう。

　美み羽うさんなら物知りだから、きっと子供たちの興味を引くネタをたくさん持ってるはずだ。

「分かりました。それではまず、エドワード・ウィッテンが提唱したＭ理論における十一次元時空と『超ひも』の非摂動的な性質について」

「はいストォォォォォップ！」

「何か？」

「いや、どこが基礎的なんすか、それの！」

「物質を構成する最小単位である素粒子の、さらに基礎理論となる『超ひも理論』について掘り下げてみようと思ったのですが」

　基礎の意味が違ちげえよ！　ベルベリンデさんが後ろで素振り始めちゃったじゃねえか！

「そ、そうじゃなくて、物事には順序ってものがありますよね。もっと初歩的なところから話してもらえると助かるんですけど……」

「初歩的、ですか」

「そうです。たとえば足し算引き算とか」

「なるほど、たしかに由ゆう太たさんの言うとおり、順序は大切です。では早さつ速そくこの問題から考えてみましょう」
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「そうそう、そんな感じで」

「どなたか、答えが分かる方は」

「はいはーい！」

「三み咲さきさん、どうぞ」

「答えは『[image: 180]』です！」


「違います」



「「違うの[image: かんたんふぎもんふ]」」

「たとえば光速度の九十パーセントで走っているひろしくんが進行方向に向けて同じく光速度の九十パーセントの速さでパンチを繰り出した場合、静止しているたかしくんから観測したパンチの速度は光速度の百八十パーセントとはならず、相対性理論により九十九・四四七……」


「黄金聖闘士ゴールドセイントかよ！」



　第七感セブンセンシズに目覚めなくてもついてこれる授業たのむわ！




「──次はあたしの番だね！」

　女教師姿にコスプレした三み咲さきが、横ピースでウインクする。

「お前、ホントに大丈夫なんだろうな……」

「まかせといて！　あたしの女教師コスに死角はないよ！」

　そういうことを聞いてるんじゃないんだが……。

「まあ、とりあえず授業を見て判断するか。で、教科はどれにする？」

「そんじゃ、みうみうが理科だったから、あたしは国語にしてみよっかな」

「国語か。まあ本来、リリガルドにとっての国語は異世界ユングリング語になりそうだけど、日本語の勉強になるから、ちょうどいいかもしれんな。よし、頼む！」

「あいよ！　そんじゃ、いまからあたしが『スーホの白い馬』読むね！」




　～三み咲さき、朗読中～




「うう、泣けた……。三み咲さきにしては、なかなかいいチョイスじゃねえか」

「はい！　それじゃみんなは、この文章を読んでる時の、あたしの気持ちを答えてください！」


「知らねえよ！」



「………はにゃ？」

「おかしいだろ！　何が悲しくてお前の気持ちを考えてやらなきゃなんねえのさ！」

「いや、国語の問題でよくあるっしょ、そういうの？」

「そんな問題、生まれてこの方一度も見たことねえよ！　あるとしたら『この場面の登場人物の気持ちを答えなさい』とかだろ!?」

「あ、そか。んじゃ、矢が刺さった時の、白い馬の気持ちを答えなさい！」

「そんなの『痛かった』に決まってるじゃねえか！　それともアレか!?　ひひーん！　とでも答えりゃいいのか!?」

「……何言ってんの由ゆう太た？」


「お前そろそろぶっ飛ばすよ!?」



　三み咲さき、強制退場。




「──さて、今度はわたくしの番ですね」

「アクセリアたん、きゃわいい～～♥」

　背のちっこいアクセリアがスーツ着ると、女教師っつーか、小学校の卒業式みたいだな……。

　ま、たしかにこれはこれで可愛かわいいんだけど。

「ふふ。こう申してはなんですが、人にものを教えるのは得意です！　わたくし、教師としてがんばります！」

　頼むぞアクセリア。まともな授業をしてくれそうな奴やつは、もはやお前しか残っていない。

「じゃあ早さつ速そくだが、教科は異世界ユングリング語の授業でいいな？」

「はい。皆さまにもぜひ異世界ユングリングの言葉を覚えていただきたいので」

　俺も異世界ユングリング語を学びたいと思ってたから、ちょっと楽しみだ。

「そしたら、まずはよく使う言葉から教えてもらおうか。『はい』とか『いいえ』みたいな」

　英語の授業なんかでも、そういうのから習うだろ？

「なるほど、さすがユウタ様です。それではそこから始めましょう。異世界ユングリング語では、『はい』を『ソウ』、『いいえ』を『ジーズ』と言います」

「へえ。『ソウ』に『ジーズ』か」

「では、これからわたくしがごく簡単な質問をいたしますので、『ソウ』か『ジーズ』でお答えください」

「おし、分かった」

　これこれ。こういう授業だよ、俺が求めてたのは。

「まず第一問。『あなたは生涯、妻であるアクセリアを愛し続けることを誓いますか？』」

「ソ──おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおい！」

「もちろんわたくしも、夫であるユウタ様を生涯愛し続けることを誓います（ポッ）」

「いやストップストップ！　おかしいだろ、その質問！」

「え……？　ユウタ様、誓ってくださらないのですか……？（じわっ）」

「あ、ごめん。誓いま──じゃなくて！　授業で何言わせようとしてるんだよ！」

「それはもちろん、ごく簡単な質問に対する答えです。さあどうぞ、ユウタ様！」

「『さあどうぞ』じゃねえ！　重すぎるわ！」

　こんな授業、生徒たちドン引きだろ！

「うふふ。生徒と教師の秘められた愛。わたくし、胸がドキドキいたします」

　言っとくけど微み塵じんも秘められてねえからな。俺も違う意味でドキドキしっぱなしだよ。

「ったく、最後の希望だったアクセリアまで暴走しちまうとはな……」

「ユウタ殿」

「ん？」

「このわたしをお忘れではないですか？」

　さっきまで剣の素振りをしてたベルベリンデさんが、汗を拭ふきながら自信に満ちた笑顔で近付いてきた。


「さーて、今日はこの辺で終わりにするかな」



「あいや待たれよ！　リリガルドで剣技を教えているこのベルベリンデ、教授にかけては一いち日じつの長ちようがあると自負しております」

「ベルベリンデさん、剣を教えてたんですか？」

「左様。噂うわさに名高いリリガルドの地獄先生とは、このわたしのことです」

　それはいいのか？　悪いのか？

「一応聞きますけど、おかしな授業はしないでしょうね」

「もちろんですとも。極きわめて実践的で、かつ有用な授業をするつもりです」

　ホントかなあ……。

「ま、いいや。それじゃあ、よろしくお願いします」

「うむ。では手始めに、捕らえた敵兵に対する効果的な拷問方法から──」


「はいお疲れさまでしたー!!」



　ＰＴＡに射殺されるぞ、お前！

「む。心外ですな。いざという時にどうするつもりですか」

「いざという時なんてねえよ！」

　あんたはリリガルドで民間軍事会社でも起たち上あげるつもりか！

「……そこまで言うのなら、今度はユウタ殿のお手本を見せていただきましょうか」

「え………俺？」

「そーだよ由ゆう太た。文句ばっか言ってないで、由ゆう太たもやってみたらいいじゃん」

「いや、俺はあんまり人前に立つの、得意じゃねえんだよな……」

「それにほら、由ゆう太たってたまに、先生の代理で下の学年の子たちの授業やってたっしょ」

　青あお根ね島しま村の学校は、先生がちょいちょい内地へ出張に行ってしまうので、上の学年の子が下の学年の子の授業をすることもある。

「まあ、そうだけど、あんなの自習の穴埋めみたいなもんだろ……」

「いいからいいから、ほら！」

「えぇ～～？」

　と、いうわけで、

　授業をやってみた。




「──うん。可もなく不可もなくって感じだったかな！」

　おい三み咲さき、笑顔で何さらっと失礼なこと言ってんだ。

「ユウタ様、とっても素敵な教師姿でした！　わたくし、思わず見とれてしまいました！」

「姿じゃなくて、中身の感想が大事なんだけどな……」

「くっ。このベルベリンデも一応ユウタ殿の実力を認めないわけにはいきません。我が称号『地獄先生』の二つ名を貴殿に──」

「いりません」

　妙な盛り上がりを見せる俺の隣では、美み羽うさんが「ずーん」と沈んだ表情を浮かべていた。

「……わたしの授業では、皆さんご不満でしょうか」

「み、みうみうの授業も良かったよ！　でもほら、小学生には難しすぎるっていうか！」

「そ、そうですよミウさん！　ミウさんには、もっと高度な教育の場面で頑張っていただかなければならないと申しますか！」

「そう……ですか。そう……ですね」

　ヤバい。何かフォローしないと、今後美み羽うさんの協力を得る際に支障があるかもしれない。

「たしかにミウ殿の授業も大変結構でしたな。特にあの『超ひも』に関するくだりは、今後敵を捕縛する際に非常に役に立つのではないかと──」

「立たねえよ」

　超ひも理論は緊縛術じゃねえ。そもそもあんたは後ろで素振りしてただけだろうが。

「うっ！　お待ちください、ユウタ殿！　たったいま、クロス流超ひも殺さつ法ぽう奥おう義ぎ『超弦十一次元縛り』を閃ひらめきました」

「マジで!?」

　名前だけ聞くと、すげえ興味がそそられるんだけど！

「ふふ………ふふふ…………」

　一方、ベルベリンデさんにとどめを刺された美み羽うさんは、ほぼ白目を剝むきかけていた。

　いかん。こうなったら、あの手を使うしかないか……。

「美み羽うさん、そんなに何でも自分一人でこなそうと抱え込まないでくださいよ。だって俺たち、友達じゃないですか」

「はうっ！」

　不意に、美み羽うさんの瞳ひとみに生気が戻る。

「美み羽うさんはお仕事もあるし、漁の通訳もお願いしてるんですから、せめて学校の授業くらい俺たちに任せてもらわないと。俺たち友達に！」

　カッと目を見開き、美み羽うさんがゆらりと立ち上がる。

「分かりました。わたしたちは友達です。ここはあなた方友達を信じて、教師という大切な役目をお任せするといたしましょう。あなた方友達に！」

「美み羽うさん……」

　なんか色んな意味で泣けてきた。

「由ゆう太た、みうみうが元気になってよかったね」

「ああ」

「やっぱりみんな、元気が一番だよね」

「まったくだ」

「じゃあ、先生のお仕事よろしくね」

「そうだな……って、ええっ？」

　気が付くと俺は、成り行きで教師をやることになっていた。

　いや、マジで勘弁してほしいんすけど……。

「それではユウタ様、教師も決まりましたので、早さつ速そく領民たちを集めて学校開設のお触れを出しましょう！」

「あ、お、おう……」

　何かもう断れない雰囲気だ。

「うふふ。いよいよこのリリガルドにも学校が……。皆の喜ぶ顔が目に浮かぶようです」

　アクセリアはお触れを出すのが楽しみで仕方がない様子だったが、俺は胸の奥でかすかな不安がくすぶるのを感じていた。
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　俺が説明を終えると、村の広場に集まったリリガルドの領民たちは、一斉に困惑の表情を浮かべた。

「旦だん那な様さま、『がっこう』……ですか？」

　領民たちの反応に戸惑うアクセリアだったが、俺は何となくこの流れを予測していた。

　日本史の授業でも、学校開設当初はいろいろ反対があったって習ったもんな……。

「あのー、旦だん那な様さま。その『がっこう』というものに、なぜ子供たちを通わせなければならないのでしょうか……」

　領民の一人が、おずおずと口を開く。

　行くのが当たり前って環境で育った俺には、改めて聞かれると難しい質問だ。

「ユウタ様、ここはわたくしが」

　アクセリアが、すっと俺の前に出た。

「皆さん、学校では読み書きや算術などを教わります。たとえば数の数え方や計算の仕方が分からなければ、悪意を持った商人に騙だまされてしまう恐れがあるでしょう。学校で算術を学んでおけば、そうしたトラブルを未然に回避することができます」

　おお、なるほど……。

　さすがアクセリア。堂々と説明する姿は、まさに領主の娘って感じだ。

「それから、こちらもご覧ください」

　次にアクセリアが取り出したのは、ガラスでできた二つの瓶だ。

「こちらの瓶には、怪け我がをした時に塗る薬と、お腹なかを壊した時に飲む薬が入っております。塗り薬は、傷に塗れば治りが早くなりますが、誤って飲むとお腹なかを壊してしまいます。逆にお腹なかの薬は、傷口に塗ると腫はれてしまいます。文字が読めれば区別がつきますが、文字が読めないと、取り違えて使ってしまうかもしれません」

　うん。たしかにそれは危険だな。

「あのー…、つまり姫様、つまりその『がっこう』というものに子供たちを行かせれば、わしらの暮らし向きも少しは良くなるということでしょうか」

「はい。きっとそうなります」

「そうですか……。まあ、ご覧のとおり、わしらは今日を生きるので精いっぱいです。難しい話は分かりませんが、旦だん那な様さま方がたがこの暮らしを少しでも良くしてくださるのであれば、わしらは文句ありません」

「ご理解、感謝します」

　ぞろぞろ立ち去っていく領民たちの後ろ姿に、三み咲さきがちょこんと首を傾かしげた。

「ねえ由ゆう太た、ちょっと変じゃない？」

「ん？　何がだ？」

「だってほら、見てよ。女の人が全然いない」

「ん……？　言われてみりゃそうだけど、別に気にすることでもないだろ。きっとリリガルドの女性は慎つつしみ深ぶかいんだよ」

「そう……なのかな」

　そんなことより、俺にはもっと心配なことがあった。

　領民の人たちからは、学校に対する前向きな雰囲気が全然感じられなかった。俺やアクセリアが言うから、仕方なく受け入れるという感じだ。

「俺がもっとうまく説明できりゃなあ……って、ん？」

　ふと、誰かにちょんちょん、と服の裾すそを引っ張っられ、俺は反射的に振り返った。

　見ると、小さな男の子が俺のシャツの端っこを握り締めている。

「可愛かわいいらしい子ですね。どちらの子でしょう」

　美み羽うさんが、男の子の頭を撫なでながら、珍しく穏おだやかな笑みを浮かべる。

「ふふ。この子は漁師をしているルアールさんのところのご長男です」

「ルアールさん……こないだ俺たちと一緒に漁をやった人の子か。どうした、俺に何か用か？」

「旦だん那な様さま……うちにきて」

「え？　君んちに？」
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　俺たちが連れて行かれた先は、小さなあばら家だった。

「ただいまー」

「オシュラ、お前どこに行って──あっ！」

　ドアを開けた途端、中にいた男性が、ギョッとした表情を浮かべた。

「ども、お邪魔します」

「だ、旦だん那な様さま……!?　それに姫様まで……!?　きょ、今日はまた何でうちに!?　漁のことでしたら、おかげさまで順調ですけれども……」

「いや、この子に連れてこられまして」

「オシュラが？　お前、何を……？」

「旦だん那な様さま、こっち」

　オシュラに腕を引かれて奥へ入ると、藁わらの敷かれたベッドの上で、一人の女の子がすやすや眠っていた。

「姉ちゃん、旦だん那な様さま連れてきたよ」

「んん～～……え!?　だ、旦だん那な様さま？」

　目を覚ました女の子は、慌ててベッドの上で身を起こす。

「姉ちゃん、前からずっと旦だん那な様さまに会いたがってただろ？　だからほら、連れてきたんだよ」

「あ……あ……」

　後から部屋に入ってきたルアールさんが、俺に娘さんを紹介してくれた。

「旦だん那な様さま、娘のフィレレです。歳としは八つになります。ほらフィレレ、旦だん那な様さまにご挨あい拶さつせぇ」

「………こ、こんにちは」

　か細いが、高級グラスを叩たたいたような美しい声だった。垂れ気味の目が、どこか儚はかなげな雰囲気を漂わせている。

「ねえ由ゆう太た、フィレレちゃんの髪、とっても綺き麗れいだね」

　愛らしい顔立ちも目を引いたが、それ以上に印象的なのは、彼女の不思議な髪の色だった。

　水色……と言うよりは、かすかに青みがかった白、と表現すべきなのかもしれない。なめらかにウェーブした髪は、光を帯びてきらきら輝いている。

「まるで宝石みたいだ。こんな綺き麗れいな髪、俺、初めて見たよ」

「あ……う………」

　少女は恥ずかしそうに頰ほほを染め、そのまま黙って俯うつむいてしまう。

「すみません、旦だん那な様さま。娘はその……ちょっと病弱な体質でして。ついつい過保護に育てちまいました」

「姉ちゃんはね、水がないと弱っちゃう体質なんだ」

「水がないと弱っちゃう？　そりゃ大変だな……」

　ギィィィィ。

　ちょうどその時、俺の背後で玄関のドアが開いた。

　振り返ると、そこにはフィレレちゃんと同じ髪の色をした女の人が立っている。

「あら、旦だん那な様さま……？」

「お前……どこに行ってたんだ？　休んでろって言ったのに」

「ちょっと水を汲くみに、川まで……。それよりあなた、早くこれをフィレレに」

「お、おう……すまん。ほら、フィレレ。お母さんが水を汲くんできてくれたぞ」

　どうやらフィレレちゃんのお母さんらしい。しっとりとした感じの、綺き麗れいな女性だ。

　ルアールさんは日に焼けてガッシリしているが、それとは対照的に、色白で身体からだつきもほっそりしている。

「こんにちは、旦だん那な様さま。このたびはうちの主人がいろいろとお世話になりました」

「いえ、そんな……」

　フィレレちゃんと同じ、耳に沁しみ込こむような美しい声だった。

「ふふ。この髪の色、驚かれましたか？」

「ええ……少し」

「これも体質なんです。娘は、わたしの血を引いてしまったみたいですね」

　美み羽うさんが、しげしげとお母さんの髪を見詰めながら言う。

「何と特異な毛髪……水がないと弱ってしまうという体質に、何か関係があるのでしょうか」

「お二人は、身体からだの方は大丈夫なんですか？」

「ええ。ちょっとつらいですけど、別に命に関わるほどのものではありませんから」

　そう聞いて、ほんの少しホッとした。

　まだ八歳の女の子が弱って命を落とすなんて、余りにもやりきれない。

「旦だん那な様さま、ご覧のとおり、うちは水がねえと女によう房ぼうも娘も参っちまいます。旦だん那な様さまのおかげで川の水量が戻って、本当に助かりやした」

「あのね、旦だん那な様さま。姉ちゃんね、それで旦だん那な様さまにすごく会いたい会いたいって言ってたんだよ」

「オ、オシュラ……余計なこと言わないで……!!」

「だって、姉ちゃん言ってたじゃん。うちを助けてくれた旦だん那な様さまは、おとぎ話で聞いた王子様みたいだって」

「も、もう……黙ってて……!!」

「にゃはは！　よかったじゃん由ゆう太た、王子様だって！」

「よ、よせやい。照れるじゃねえか」

　相手は小さな女の子だから別にドキドキはしないけど、嬉うれしいのはたしかだ。

「あ、あの……旦だん那な様さま？」

「ん？　何、フィレレちゃん」

「さっき、お隣さんがお話ししてるのを聞いたんですけど……。明日から旦だん那な様さま、『がっこう』っていうのを始めるって……」

「うん。フィレレちゃんたちにも、ぜひきてほしいな」

　そう言うと、フィレレちゃんは頰ほほを赤らめながら、チラチラとこちらを見上げてきた。

「『がっこう』に行けば……旦だん那な様さまに会えますか……？」

「へ？　ああ、そりゃもちろん」

　なんせ俺が先生をやるわけだからな。けど、なんでそんなこと聞くの？

「わたし……『がっこう』、行きます」

　もじもじしながら、薄い毛布をぎゅっと握りしめるフィレレちゃん。

　アクセリアが、急にフィレレちゃんの細い身体からだをギュッと抱き締めた。

「何て健けな気げでいじらしいのでしょう！　わたくし、フィレレさんの気持ち、とってもよく分かります！　ユウタ様、学校がんばりましょう！」

「お、おう」

　一方三み咲さきたちは、

「由ゆう太た、さすがに八歳は犯罪だよー」

「東京都青少年の健全な育成に関する条例第十八条の六及び第二十四条の三の規定により二年以下の懲役又は百万円以下の罰金に処せられればいいと思います」

「俺まだ何もしてないでしょ!?」

　じとっとした視線をこちらに送っていた。

　念のため言うが、俺は断じてロリコンではない。むしろストライクゾーンは外角高めのお姉様。敬遠球でも狙ねらい打うちにいくラブコメ界のミスターとは、この俺、漆うるし原ばら由ゆう太たのことだ。

　そんなわけで、この時の俺は、ちょっとおしゃまな女の子が無邪気な思い込みをしてるくらいにしか考えていなかった。まさかそれが後々大騒動へ発展してしまうとは、神ならぬ俺には知る由よしもなかったのだった。




　　　　４




　澄み渡る空！　眩まばゆい太陽！　そして、がら～ん、としたお城の広間……。

「ぜんぜんこないねー、由ゆう太た」

「………だな」

「ルアールさんのご姉弟もきていないようです」

　おっかしいなー。昨日はあんなに学校へくる気満々だったのに。

「集まったのは男の子が三人だけか。なあみんな、他の子たちはどうしてるか知らないか？」

「知らなーい」

「隣のニーネちゃんは、赤ちゃんのお守りしてたよー」

「あ、ファルゼちゃんも弟の面倒見なきゃいけないから学校行けないって」

　子守りか。なるほど、そういう事情があるとは……。

「しかし由ゆう太たさん、ルアール家には保育が必要と思われる乳幼児はいませんでした。あの児童二人が登校してこないのは、何か他に理由があるのではないでしょうか」

「美み羽うさん……たしかにそうですね。アクセリアは何か聞いてる？」

「いえ、何も。わたくしも、二人のことが心配です」

「そっか……。まあ、とりあえず今日はきてくれた子供たちのために授業をやろう。三み咲さき、号令たのむ」

「ほいきた！　いいかい、ちびっ子たち。お姉さんが号令かけるから、よく見てあたしの真ま似ねをするんだよっ！　起立ッ（ガタッ）！　礼ッありゃっとうござっしたッ！」

「いや終わってる終わってる」

　かくしてリリガルドにおける教育改革は、かなり残念な感じにスタートしたのだった。
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「うおーい、帰ったぞー」

　ガラガラ、と玄関のドアが開き、百もも花か姉ちゃんがダイニングに姿を現した。

　いや、帰ったぞって、ここ俺の家なんだけど……。

「お姉ちゃん、お帰り！　お風ふ呂ろにする？　それともご飯？　それとも、あ──」

「腹減ったから飯メシ頼むぞ」

　いやだから俺の家。

「ユウタ様、ちょうど良いいではございませんか。モモカさんに、学校のことをご相談になってはいかがでしょう」

「ん？　ああ、そうだな……」

　結局今日は、途中から一人遅れて登校してきたものの、ルアールさんとこの姉弟は姿を見せず、わずか四人だけの寂しい授業で終わった。

　アクセリアによればリリガルドには小学生くらいの子が三十人前後いるらしいから、本日の出席率はたったの十パーセント。もはや学級崩壊と言うのも生ぬるい。

「ほんじゃ、いただくぞ」

「なあ、百もも花か姉ちゃ──」「断る」

「まだ何も言ってないんだけど!?」

　しかも若じやつ干かん被かぶせ気ぎ味みだったし！

「どーせ学校ガツコのこったろ？　おめーらが始めたことだ。おめーらの手で何とかしろ」

「う……いや、そうなんだけどさ」

　しまった。頼ろうとしてるのがバレバレだったみたいだ。

「ねえ由ゆう太た」

「あん？　どうした、三み咲さき」

「ここはあたしに任せてよ。あたしがお姉ちゃんを懐かい柔じゆうするからさ」

「お、そりゃ助かる。ぜひ頼むわ」

　何だかんだで妹を溺でき愛あいしてる百もも花か姉ちゃんだ。百もも花か姉ちゃんのことは、三み咲さきに任せるに限る。

「さささ、お姉ちゃん飲んで飲んで。今日はお姉ちゃんが大好きな『蒼あお酎ちゆう』を、死ぬほどたくさん用意しといたよー♪」

　蒼あお酎ちゆうってのは、青あお根ね島しまで造ってる焼酎のことだ。芋と麦の二種類あり、青あお根ね島しま村民はこれを水のように飲む。ちなみに度数は三十五度である。

「へっ。ウチを酔わそうって寸法だろうが、そうはいかねえぞ」

「やだなーもう。そんなんじゃないってー。ほらほら、ぐいっとぐいっと。ぐぐぐいっと」

「ったく、しゃーねーなー」

　五分後。

「ぎゃはははは[image: かんたんふ]　やっぱ蒼あお酎ちゆうはサイコーだぜ!!　ほれ、ユウも飲め[image: かんたんふ]」

「いや、俺は未成年だから……」

[image: ]

「にゃはははは[image: かんたんふ]　何にやに言ってんのさ由ゆう太たぁ!!　由ゆう太たも一緒に飲もーよぉ[image: かんたんふ]（ひっく）」

「って、おめーも飲んでんのかよ！」

　百もも花か姉ちゃん懐かい柔じゆうするって話はどこ行ったのよ!?

「おう、アクセリア。おめー、相変わらずいい身体からだしてやがるな……」

「ひっ！」

　まずい。百もも花か姉ちゃんが早くもアクセリアにキャストオフを強要しようとしている。

「おい百もも花か姉ちゃん、やめモルスァ！」

「ユウタ様！」

　ぐふぅ……!!　こ、このロリ姉御、躊ちゆう躇ちよなく水平チョップをかましやがった……。

「アクセリア……俺に構わず、早く逃げるんだ」

「ユ、ユウタ様！　ユウタ様を置いて逃げることなどできません！　む～、ベルベリンデ！」

「ここに！」

　天井裏から女騎士が現れた！

「ベルベリンデ、モモカさんを止めるのです！」

「御ぎよ意い！　さあモモカ殿、わたしが現れた以上貴女あなたの好きにはさせませんぞ。姫様を脱がしていいのは、このわたしだけです！」

　お前もダメに決まってんだろ！

「へっ。いいぜ、ウチに勝てたら何でもいうこと聞いてやる」

「その言葉、お忘れなきよう。それでは、悪いが一瞬で決めさせてもらう！　クロス流刀とう殺さつ法ぽう奥おう義ぎ！　震天裂シエイクスプリツ空斬光トスラツシユウ旋風滅インドクラツシ砕神罰ユパニツシユデイかわされたぁぁぁ!?」

　アホかああああああああああ！

　しかも技名叫んでる時点でぜんぜん一瞬じゃねえし！

「隙すきありだぞ！」

　間抜けな女騎士の攻撃をかいくぐった百もも花か姉ちゃんが、すかさず背後に回り込み、今度はベルベリンデさんの鎧よろいを脱がしにかかる。

「ぐあ！　ユウタ殿の前で肌を晒さらすことになろうとは、何という屈辱！　くっ、殺せ！」

　いや、しょっちゅう痴女みてえな格好してるだろ、あんたは。

「ん？　ぬぐぐ……この鎧よろい、なかなか外れねえぞ……!!」

「くっ、殺せ！」

「は、外れねえ……!!」

「くっ、殺せ！」

「ぬがああああ……!!」

「くっ、（ry」

　十分ほど頑張った百もも花か姉ちゃんだが、結局鎧よろいを脱がすことはできず、あきらめて自分の席に戻って行った。

　この十分間で、一生分の「くっ（ゲシュタルト崩壊）」を聞いた気がする。

　誰か、こいつをさっさと殺してやってくれよ。

「（むすっ）なんか酔いが醒さめちまったぞ……」

「肉を切らせて骨を断つ。この勝負、わたしの勝ちですな、モモカ殿」

　鎧よろいだけは無事だった女騎士が、傲ごう然ぜんと百もも花か姉ちゃんを見下ろしながら言った。

「けっ。いい女に二に言ごんはねえ。何でもいうこと聞いてやっから、とっとと言いな！」

「え、何でもいいの!?　マジで!?」


「た、ただしっ、やらしーことはダメだからな！」



「いや、百もも花か姉ちゃんじゃ何も興奮しな──すみませんオラオラだけは勘弁してください」

　てなわけで、俺は今日の出来事をかいつまんで百もも花か姉ちゃんに説明した。

「──ってことがあったんだけど、どうにかしてリリガルドの子供たちが学校にくるようになる方法はないかな……」

「んなこと、ウチが知るわけねえぞ」

「へ？」

　いや、百もも花かお姉様？

「そいつらが何で学校へこないかなんて、ウチには分からねえし、そんな状況じゃ対策の立てようもねえからな」

「ま、まあそうだけどさ……。俺らだって百もも花か姉ちゃんに言われたとおり、リリガルドのみんなと向き合って、学校の意義とか大切さを一生懸命説明したんだよ。それなのに……」

「あん？」

　不意に、百もも花か姉ちゃんが鋭く目を細めた。

「おいユウ。お前、なんか勘違いしてねえか？」

「え？　勘違い？」

「ああ。お前がやってるそれは、住民一人一人と向き合うなんてもんじゃねえ。ただ一方的に、てめぇの言いたいことをべらべら喋しやべってるだけだ」

「言いたいことを喋しやべってるだけって……そんな」

「いいか、よく聞け。もしお前が〝10〟伝えたいことがあったら、相手に話すのは、そのうちの〝２〟だけでいい」

「は!?　たったの２？　それじゃあ残りの８はどうすんだよ」

「言う必要はねえ。黙って向こうの言うことを聞いてろ。そうすりゃ、放ほっといても勝手に伝わる」

　えぇ～？　そ、そういうもんなのか？

　正直、俺にはまったく納得できないんだが……。

「ユウタ様、ここは一つ、モモカさんのおっしゃることを信じてみませんか？」

「ア、アクセリア……」

「いま思い出しました。わたくしも昔、お母様に似たようなことを言われたことがあります。モモカさんがおっしゃっていることは、きっと、とても大切なことだと思うのです」

　黙って箸はしを取った百もも花か姉ちゃんは、目の前の料理を黙々とかき込んでいった。
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　朽くちかけた木製のドアを叩たたくと、中から眼帯をしたヒゲ面づらの中年親おや父じが顔を出した。

「おや？　あんたは……新しい領主様」

　肩幅はガッチリしてる割に、とても小柄なおっちゃんだ。背丈は小学生くらいしかない。

「あの、こんにちは、漆うるし原ばら由ゆう太たです。今日はちょっとお願いしたいことがあって……」

「どうも、鍛か冶じ屋やをやってる、ハーフドワーフのボルグでさ。で、ご用ってのは？」

「えっと、こちらに小さなお子さんがいらっしゃると聞いたんですが、ぜひ学校に──」

「あー、そういうことでしたらウチは結構でさ」

「え？　い、いや、結構って……」

「学校だかなんだか知りやせんが、必要なことは俺が教えてまさあ。貴族みてぇなこと教わっても、理屈っぽくなっちまうだけで何の役にも立たねえ」

「そんな、役に立たないなんてことは──」

　言いかけたところで、アクセリアが俺の肩を叩たたき、首を横に振った。

　どうやらこれ以上の力押しは、逆効果らしい。

「そんじゃ、そういうことで」

　バタン！　とドアが閉まると、乾いた土が白く舞い上がった。

　空では小さな鳥たちが、俺らをからかうようにチュンチュンさえずっている。

「はぁ～……さっきからこんなんばっかだな」

　朝から一軒一軒回っているが、みんな忙しいの一点張りで、ほとんど話を聞いてもらえない。

「リリガルドの領民たちは警戒心が強いのです。お母様も、領主になりたての頃は大変だったとおっしゃってました」

　そっか、イグザリアさんでさえ大変だったのか。何となく青あお根ね島しま村のみんなと似てるな。

「せめてミサキさんがいてくださったら、こういう時うまくコミュニケーションを取っていただけそうなのですが……」

「仕方ないよ。あいつは夏休みの宿題があるから」

　三み咲さきは宿題サボってたのが百もも花か姉ちゃんにバレて、家で泣く泣く勉強している。

　美み羽うさんも、こないだの出来事をまとめた報告書を仕上げねばならないとかで、昨日の夜からずっと部屋にこもりっきりだ。

「ま、悩んでいてもしょうがない。次の家行こうぜ」

「はい。次は……ルアールさんのお宅ですね」

「ルアールさん……ああ、あの姉弟の家か」

　あんなに学校へ行く気満々だった子たちがどうしてこないのか、気になっていたところだ。

　俺は気を取り直し、村外れにあるルアールさんの家へと向かった。
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　ルアールさんのお宅を訪ねると、お母さんが恐きよう縮しゆくした様子で迎え入れてくれた。

「申し訳ございません、旦だん那な様さま。生あい憎にくと主人は漁に出かけておりまして」

　部屋の奥では、フィレレちゃんがベッドですやすや眠っている。

「フィレレちゃん、今日も体調悪いんですか？」

「ええ。昨日からずっとこの様子で……」

　例の、水がないと弱ってしまうってやつか。

　ちょうどそこへ、オシュラが桶おけを抱えて戻ってきた。

「ただいまー。あ、旦だん那な様さまだ」

「よう、オシュラ。水みず汲くみしてたのか？　えらいな」

「えへへ……」

　頭を撫なでてやると、オシュラは嬉うれしそうに目を細める。

　こういうところは青あお根ね島しま村の子もリリガルドの子も同じだ。

「悪いわね、オシュラ。わたしとフィレレの分までお願いしちゃって」

「いいんだよ母ちゃん。漁がある日はぼくが父ちゃんの代わりなんだから」

　なるほど、これが二人が学校へこれない理由だったってわけだ。

　オシュラはお母さんとお姉ちゃんの二人分の水みず汲くみで忙しく、フィレレちゃんは水がないと体調が優すぐれないので、外に出ることができない。

「あの、前からちょっと不思議に思ってたんですが、皆さんは、どうして川沿いに住まないんですか？」

　俺の問いに、お母さんが答える。

「そうですね……以前は、その必要がなかったのです」

「必要がなかった？」

「ええ。この家のそばに、井戸がございますでしょう？　以前は、そこでいくらでも水を汲くみ上あげることができたので」

「あ………」

　そっか。前にアクセリアが言ってたな。

　異世界ユングリングからこっちへ転移してきた時、地下水の水位が下がったか何かで、村の井戸がみんな枯れてしまったって。

「引っ越すにいたしましても主人は漁で忙しいですし、わたしとこの子たちだけでは、新しい家を用意するなど、とても……」

「そう、でしたか……」

　部屋の奥から、フィレレちゃんの声が聞こえてきた。

「………お母さん、誰かきてるの？」

「あら、フィレレが起きたみたい。フィレレ、旦だん那な様さまと姫様がきてるわよ」

「え、旦だん那な様さま？　それに、姫様も？」

「や、フィレレちゃん」

「こんにちは、フィレレさん」

　俺たちが声をかけると、真っ赤な顔で、もじもじと俯うつむいてしまうフィレレちゃん。

　青あお根ね島しまの女の子と言えば、三み咲さきや百もも花か姉ちゃんを始め、会うなりいきなり昇龍裂破やタイガージェノサイドをかましてくるストリートファイターばかりなので、この反応は実に新鮮だ。

「フィレレちゃん、体調はどう？」

「悪くはない……です」

　そうは言うものの、顔は青白く、とても元気そうには見えない。

「あのね、旦だん那な様さま。姉ちゃんね、すごく学校行きたがってたんだよ。学校行けば旦だん那な様さまに会えるし、友達もできるかもしれないって」

「友達なんて、別に学校へ行かなくても作れるだろ」

「ほら、うちの姉ちゃん、こうやって寝てることが多いでしょ？　だから外で遊ぶことができないんだよ。学校行けば他の子たちにも会えるから、姉ちゃんずっと大喜びしてたんだ」

「そ、そうだったのか……」

「昨日も、姉ちゃんずっと『旦だん那な様さまが学校を作ってくださったのはわたしのためだ』ってうるさくてうるさくて」

「オ、オシュラ……!!」

　水色の髪の少女が、恥ずかしそうに頰ほほを染めながら弟を叱しかる。

「うう……フィ、フィレレさん！」

　不意にアクセリアが、目に涙を浮かべて少女の小さな頭を抱きかかえた。

「ひ、姫様……？」

「ユウタ様。この子たちのために、わたくしにもできることはないでしょうか！　わたくしは、フィレレさんのような子にこそ、ぜひ学校にきていただきたいです！」

「ああ、そうだな」

　奇遇じゃねえか。俺もちょうどいま、そう思ったとこだ。

　俺は壁の戸板を上げると、庭にある小さな井戸を眺めた。
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　枯れた井戸の前に立ち、俺はオシュラに尋ねる。

「要するに、井戸から水が汲くめるようになればいいんだよな」

「うん。そうすればお姉ちゃんも水浴びできるようになるから、体調も元通りになって元気に学校行けるはずだよ」

　どうやらフィレレちゃんの病気というのは、充分水を浴びることができれば回復する類たぐいのものらしい。だったら、俺たちが水を用意してやるまでだ。

「アクセリア、地下水の方はどうなってる？」

「そうですね。水の精霊さんたちにお尋ねしたところ、水位が下がっているだけで、なくなったわけではないようです。井戸の穴を深くすれば、あるいは……」

「そうか。よし！　そんじゃいっちょ、俺の土魔法で──」

「お待ちください、ユウタ様！」

「ん？」

「ユウタ様が土魔法を使用されると、その……わたくしの裸が（ごにょごにょ）」

　裸って……ああ、そっか。

　前回、水竜さまを助けるために俺は必死の思いで土魔法を使ったわけだが、その結果判明したのは、「俺は土魔法が使える。ただし、もれなくアクセリアの裸の像もできあがる」という恐るべき事実だった。

「じゃあ、今回のところは俺は遠慮しとくか」

　井戸の底にアクセリアの像があるとか、想像するとちょっと怖いしな。

「わたくしが精霊魔法を使いますので、ユウタ様はそちらでご覧になっていてください」

　アクセリアが胸の前で手を組み、大地に祈りを捧ささげると、井戸の中からボコン、ボコンと不思議な音が聞こえてきた。

「わー、姫様の魔法だー!!　すごーい、土が勝手に凹へこんでいくよ!!」

　井戸を覗のぞき込こんだオシュラが、思わず歓声を上げる。

「うお！　すげーな、もう水が染しみ出だしてきたぞ」

　これでフィレレちゃんの体調もすぐに良くなる……と思ったのだが、

　ドサドサドサ！

「うわっ！　旦だん那な様さま……穴が崩れて埋まっちゃう！」

「もう!?」

　まだ１デシリットルも水を汲くみ出だしてねえぞ!?

「ユ、ユウタ様、この辺りは深く掘ると地盤が砂質になっているようです。これでは、わたくしの精霊魔法でも……」

　むむむ……まいったな。

「あ、そうだ！　前にベルベリンデさんと決闘した時、魔法で俺の剣道具を鎧よろいみたいに固くしてくれたことがあったよな！　あれを使えばいいんじゃないか!?」

「たしかに、あれを使えば一時的に井戸の壁面を固めることはできますが、あまり長時間となりますと……」

　ぬう。

　日本の現代技術があれば何とかなるんだろうけど、工事業者は異世界ユングリングに入れないし、機械だけ借りても俺たちじゃ使いこなせない。

「井戸は厳しいか……」

「どうするの、旦だん那な様さま？」

　オシュラが不安そうに俺の顔を見上げる。

　俺にできることって言ったら、あの時みたいに地面を軽く凹へこませてアクセリアの裸の像を作るくらいのもんだし……って、待てよ？

「もしかしたら、あの方法ならいけるんじゃねえか？」

「ユウタ様、何かお考えが？」

　そう。考えてみれば、いま俺たちが置かれている状況は、あの時とよく似ている。

　水はある。

　けど、それが遠い。

　だったら解決方法も同じ。つまり……。

「水路を作っちまえばいいんだよ」

「「水路を作る!?」」

　川が遠くて困っているのなら、川をこちらへ近付けてしまえばいい。

　何もこちらから川のそばへ引っ越してやる必要はないのだ。

「俺の土魔法は、地面を凹へこますことができる。アクセリアの像ができちゃうけど、そっちはアクセリアの魔法で土に戻してやりゃいい」

「なるほど！　さすがユウタ様です！　わたくし、妻として全力でお手伝いします！」

　瞳ひとみを輝かせ、ぐいぐい迫ってくるアクセリア。

　近ちかっ！　そんなに近付かれたら心が乱れて魔法使うのに支障が出てくるから！

「けど、旦だん那な様さま……」

「どうした、オシュラ？」

「あれ見て……」

「ん？」

　オシュラが指差した方には、こんもりと盛り上がった小高い丘が。

「川、あの丘の向こうなんだけど……」

「え…………？」

　つまり、水路を引っ張ってこようと思ったら、あの丘を越えなきゃならないと。

　マジですか……。
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　風が吹くと、草がそよそよと波立った。

　丘の上は一面の緑で、眼下の川が鏡のように陽光を反射している。

「思ったより高いな……」

　遠くからは細長い築つき山やまくらいにしか見えなかったが、登ってみると、二階建ての屋根に上ったくらいの高さはありそうだ。

「水みず汲くみの時、この丘を越えるのが一番大変なんだよね」

「回り道して丘を避けることはできないのか？」

「無理だよ。だってこの丘、山の方からずっと海岸まで続いてるんだもん」

「となると、この丘を切り崩さない限り、集落へ水路を引くことはできないってわけだ」

「ユウタ様、がんばってください！」

　尻しり込ごみする俺に、アクセリアが胸の前でガッツポーズを作って励ましてくれる。

　嫁にそう言われちゃ、頑張らないわけにはいかねえな。

「よし。んじゃ、いっちょやってみるか」

　俺は地面に手を置き、そっと目を閉じた。

　心を静め、一心不乱にアクセリアの入浴シーンを思い浮かべる。

　……………………。

　冷静に考えると、ものすごく不ふ謹きん慎しんなことをしているように思えるのだが、いまはそんなことを気にしている場合ではない。

「うしっ、土の精霊よ、俺に力を貸してくれ！」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……!!

　あ、うまくいった！

　前は一度失敗したけど、おかげで少しは慣れたのか、今回はスムーズに魔法が発動した。

「すごーい、旦だん那な様さま！　地面が動いてる！」

　目の前の地面がえぐれ、巨大なアクセリア像がずももももとせり上がってくる。

　うむ。今回もなかなかの出で来き栄ばえである。

「いやあああああ！　もう、ユウタ様のばかばかばか！」

「す、すまん、アクセリア」

　怒ったアクセリアが、ぽかぽか殴り付けてくる。

　うん、ぜんぜん痛くねえや。

　しかしアクセリアのやつ、ちょっと嬉うれしそうに見えるんだが、気のせいか？

「さて、この像は後で土に戻すとして……うん？」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ…………ピタッ。

「あれ？　旦だん那な様さま、魔法が止まっちゃったよ？」

「変だな。もういっちょ……土の精霊よ！」

　し～～～～ん

　何も起こらない。

　魔力が尽きた感じはしないから、魔力不足ってわけじゃなさそうだ。

　それなら、なぜ……？

「ユウタ様、あそこをご覧ください！」

　アクセリアが指差したところを見ると、土の底に白っぽい岩のようなものが露出していた。

「まさか、岩盤……？」

「どうやらこの丘の内部は、固い岩でできているようです。ユウタ様の魔法では、まだ岩まで操作することは難しいのでしょう」

「アクセリアはできそうか？」

「いいえ、わたくしもさすがに岩の形を操るまでは。お母様がお元気でしたら、可能だったかもしれませんが……」

　そっか。イグザリアさん、何げにすげぇ人だったんだな。

「どうやら丘を削るのは無理そうだな。それじゃあ魔法で水を吸い上げて丘を越えるってのは」

「一時的に吸い上げるだけでしたら可能ですが……」

　だよなあ。

　水が高いところから低いところへ流れるのは大自然の摂理だ。誰にもこのルールを捻ねじ曲まげることはできない。

「こうなったら、俺の全魔力を集中して一気に注そそぎ込こんでみるか」

「ユウタ様、それは危険です！　お身体からだへの負担が余りに大きすぎます！」

「けど他に方法はないだろ」

　アクセリアの制止を振り切り、地面に手を突こうとしたその時、

「旦だん那な様さま、ありがとう。けど……もういいよ」

「どうしたオシュラ、もういいだなんて」

「あのね、ぼくたちみたいな貧乏人のためにこんなにしてくれて、ほんとに嬉うれしかったよ。きっと姉ちゃんも喜んでくれる。ぼくら、それだけでこれからも元気に生きていけるから」

「おい、何を言って──」

「旦だん那な様さま、学校のみんなによろしく。ぼくらは結局行けなかったけど、旦だん那な様さまが作ってくれたものなら、きっといいものに決まってる。お姉ちゃんと一緒に、ずっと応援してるから」

「オ、オシュラ！」

　そう言うと、オシュラはくるりと回れ右して走り去ってしまった。

　別わかれ際ぎわにかすかに声が震えて聞こえたのは、たぶん俺の気のせいじゃなかったと思う。
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「ただいまー…って、ん？」

　家に帰ってくると、庭で水着姿の三み咲さきが、何かを懸命に踏み付けていた。

「えいっ！　えいっ！」

「何やってんの、お前？」

　この暑さで気でも狂ったか？

「あ、由ゆう太た！　それにアクセリアちゃんも！　お帰り！」

　見ると、三み咲さきの足元では小さなビニールプールが膨らんでいる。

「何だ、エアポンプ踏んでたのか……」

「でへへ。今日はスク水じゃないよ？　どうどう、似合う？」

　前かがみになって、ぐいっと顔を近付けてくる三み咲さき。

　時折こいつの天然さがマジで怖くなる。

「そ、それよりお前、宿題やらなくていいのかよ。また百もも花か姉ちゃんにぶっ飛ばされるぞ？」

「やー、それがさ。あんまりあっついもんだから、ぜんぜん進まなくって。ほらほら、アクセリアちゃんも水着に着替えてきなよ！　すっごく涼しいよ！」

「わ、わたくしはちょっと……」

　微妙に引ひき攣つった笑みを浮かべるアクセリア。

　アクセリアの気持ちは何となく分かる。

　別に三み咲さきが悪いわけではないのだが、リリガルドでルアールさんの家族が水不足で大変な思いしてる時に、俺たちだけじゃぶじゃぶ水を使って楽しむのはちょっぴり気が引ける。

「そっかー。せっかくみんなで楽しもうと思ったんだけどなー。ね、みうみう！」

「はい、わたしも残念です」

　三み咲さきが呼びかけると、縁側に姿を現した美み羽うさんは、

「ああ、美み羽うさんも水浴びするんですか……って、何ィィィィィ!?」

　一目見ただけで鼻血を噴き出してしまいそうなほど刺激的な白水着姿だった。

「三み咲さきさんから、暑いので水浴びをして涼もうと誘われ、なるほど合理的だと思った次第です。ご存じのとおり、水は気化する際に熱を奪っていきます。その原理を利用したこの遊戯は、まさに先人たちが生み出した知恵の結晶と言えるでしょう」

　美み羽うさんが言うと、ただの水遊びが高こう尚しようなものに見えてくるから不思議！

「ねえ由ゆう太た！　みうみうの水着姿かわいいでしょ！　アクセリアたんとは違ったヤバさがあるよね！　でゅふふ……」

　ホースを差し込んだ蛇口をひねりながら、三み咲さきが悪魔的な笑みを浮かべる。

　たしかにこれはヤバい。

　なんつーか、メガネと水着のミスマッチ感が恐ろしく背徳的というか……。

「あの、由ゆう太たさん。あまりじろじろ見ないでいただきたいのですが……」

　ポッと頰ほほを赤らめ、腕で前を隠す美み羽うさん。

　そのせいでバストが押おし潰つぶされ、ギュッと深い谷間を生み出す。

　ああ……夏ってなんて罪な季節なんだろう。

「ユウタ様？」

「いや見てない見てないぜんっぜん見てないから！」

　ちょ、目が怖いよアクセリアさん！

「ミサキさん、決めました。わたくしも、妻としてがんばることにいたします」

「おっけーアクセリアちゃん！　いまとびきりあぶない水着持ってくるね！」

　よせ、あぶないだろ！

　テンションマックスの三み咲さきが縁側に駆け上がろうとしたその時、

　ぐいっ！

「あっ！」

　ホースに足が引っかかり、三み咲さきは顔面から盛大に草の中へ突っ伏してしまった。

「きゃあ！　ミ、ミサキさん!?」

「お、おい！　大丈夫か、三み咲さき!?」

「ぷはっ！　やー、めんごめんご。あたしってば、うかつ～」

　ホースが抜けた蛇口からは、水がじょろじょろ流れ出している。

「おっと、水がもったいない……」

　ルアール一家を見てすっかり節水意識が沁しみついていた俺は、反射的に蛇口の栓をひねった。

　ん？

　とそこで、俺はあるものに気が付く。

「どうなさいました、由ゆう太たさん」

　そばで見ていた美み羽うさんが、ちょこんと首を傾かしげた。

「いえ。ただちょっと、不思議だなって思って……」

　俺の視線の先では、ビニールプールから伸びたホースが、じょろじょろと静かに水を吐き出していた。
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　数日後、俺たちは丘を越えた川のほとりに立っていた。

　今日はリリガルドのみんなにもきてもらっている。

「ねえ由ゆう太たぁ、こんなもん、何に使うの～？」

「こんなもん言うなよ。俺の秘密兵器なんだから」

「秘密兵器って……これが？」

　訝いぶかるように眉まゆをひそめる三み咲さき。

　まあ無理はない。だって俺たちの手に握られているもの。それは、何の変哲もない、ごく普通のホースなのだから。

「由ゆう太たさんのご依頼どおり、島の皆さんからありったけのホースを借りてまいりました」

「ありがとうございます、美み羽うさん」

　大量のホースは、ジョイントで接続され、ずっと丘の上まで続いている。

　とそこへ、一仕事終えたオシュラが、転がるように斜面を駆け降りてきた。

「旦だん那な様さまぁー、ホースの口を水路の縁ふちに置いてきたよー」

　水路は、あらかじめ俺の土魔法で掘っておいたものだ。もちろんまだ水は通っていない。

「サンキュー、オシュラ」

　水路を掘るなんていう大仕事も、魔法のおかげでほんの数日で出来上がってしまった。魔法ってのはホントに便利なもんだ。

　そして魔法に慣れるにつれ、俺のアクセリア像もより精妙巧こう緻ちになっていったのだが、それはまた別の話である。

「よし。それじゃあみんな、ホースのこっち端はしを川に入れてくれ」

　俺のかけ声で、三み咲さきたちが一斉にホースの先を川に沈めた。

「準備はいいか、アクセリア」

「はい、ユウタ様」

「んじゃ、打ち合わせどおりに頼む」

「かしこまりました。……水の精霊さん、わたくしに力を」

　アクセリアの身体からだが青い光に包まれ、目の前に並んだ大量のホースがブルブル震え始める。

「由ゆう太た、アクセリアたんは何やってるの？」

「水魔法で川の水を吸い上げてるんだよ」

「え？　でもその方法じゃ……」

　そう。アクセリアの魔法を使えば、一時的に水を吸い上げることはできる。しかし、常にその状態を維持することはできない。

　こんな方法で水路に水を送ることができないことくらい、子供だってすぐに分かる。そう思って、俺は一度このアイディアを放棄した。

　だが、

「まあいいから、見てろって」

　アクセリアが両手をホースにかざしながら、ゆっくりと丘を登り始めた。

　それに合わせてホースの中の水も、磁石に吸い寄せられるように、するすると斜面を這はい上あがっていく。

「あ、分かった。由ゆう太たのことだから、このホースに何か仕掛けをしてあるんでしょ～」

「ん？　いや、何も仕掛けなんかしてねえよ？」

「え？　じゃあ、こないだみたいに何か機械を借りて、それを水路の方に準備してあるとか」

「んな都合のいいモンあったら、こんな面倒なことしてねえよ」

「じゃ、じゃあ、由ゆう太たは何でこんなことを……？」

「だから言ったろ、見てろって」

　やがて小高い頂いただきを越えると、アクセリアはふっと肩の力を抜いた。

　全身を包む青い光が消え、ホースの中の水は勝手に斜面を滑り降りていく。

「ふう。終わりました、ユウタ様」

「サンキュー、アクセリア。よし、これで水路は完成だ！」

「はあ!?」

　突然三み咲さきが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「これで完成って、何言ってんのさ由ゆう太た！　こんなの、ただ水を一時的に吸い上げて流しただけじゃん！　すぐに水が止まる……って、あれ？」

　言いながら、語尾がだんだんしぼんでいく。

　だって──。

「水が……止まらない!?」

　水路の縁ふちでは、大量に並んだホースの口から次々と水が溢あふれ出だしていた。

　乾いた土の上に、黒い染しみが広がっていく。

　村人たちの口から、「おおっ！」と歓声が漏れた。

「ど、どういうこと、由ゆう太た？　これもアクセリアちゃんの魔法なの？」

「ふふ。ミサキさん、わたくしの魔法ではありません」

「じゃ、じゃあ、このホースに誰かが別の魔法をかけたとか」

「こいつは正真正銘、どこにでも売ってるただのホースだ」

「それなら、どうして……」

「サイフォンの原理です、三み咲さきさん」

　そばで様子を見ていた美み羽うさんが、キラリと眼鏡めがねを光らせた。

「サイフォン……？　なにそれ」

「液体に満たされた管を使って、高い位置にある液体と低い位置にある液体をつなぐと、このようにある程度の高さを乗り越えて、液体を流すことができるのです」

「ふえええ……。ゆ、由ゆう太たってば、いつの間にそんな摩ま訶か不ふ思し議ぎな原理を……」

「何言ってんだよ。教えてくれたのは、お前だろ？」

「へ!?　わたし!?」

「そうだよ。こないだ蛇口にホース差し込んでビニールプールに水入れてただろ？　あの時お前、ホースに足引っかけてすっ転んだよな」

「う、うん……」

「んで、その後あとすっぽ抜けたホースの口から、ビニールプールの水がじょろじょろ外に流れ出してたんだよ。ビニールプールの縁を越えてな」

「あ………」

「それで思い付いたわけさ。これと同じことをもっと大規模にやれば、川から水路に水を流せるんじゃないかって」

　川は山から流れてきている。高めの位置にホースを差し込めば、高低差を調節することは容易たやすい。ちなみに丘のてっぺん部分は、圧力の差で潰つぶれないよう、ワイヤー入りの丈夫なホースを使ってる。

「さすがユウタ様です！　これが音に聞く、伝説の第五精髄魔法ですね！」

「いや、魔法じゃないんだ、アクセリア。これは気圧と水の重さを応用した原理で、日本じゃ中学校くらいで教わるレベルの知識なんだよ」

　ちなみに三み咲さきが知らなかったことには、あえて触れるまい。

「『ちゅうがっこう』……？」

「学校の一種さ」

「まあ！」

　その言葉を聞いた途端、アクセリアがパアッと明るい笑顔を浮かべだ。

「学校とは何と偉大なところでしょう！　学校に通えば、魔法でも作れないような素晴らしい方法で水路を生み出すことができてしまうのですね！」

「へ？　あ、ああ……」

　まあ、そうなのかな？

　そう言われると、学校ってすげーところのような気がしてきた。

「学校……それは神に祝福された奇跡の舞台。皆さんご覧ください！　学校のおかげで、我がリリガルドに水路ができてしまいました！」

　わ─────っ[image: かんたんふ]　パチパチパチパチ[image: かんたんふ]

「お、おいアクセリア。水路自体は魔法で掘ったわけだし、ホースの中の水を吸い上げたのもアクセリアの水魔法だから、すべて学校のおかげってわけじゃ……って、聞いてるか？」

　感動に打ち震えるアクセリアの耳には、俺の言葉などさっぱり聞こえていないようだった。
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　ほどなくして、リリガルド城で盛大なお祭りが開かれた。

「旦だん那な様さま、ありがとうごぜえました。これまで川が丘に挟まれていたおかげで、何かと不便しておったのです」

　日に焼けたおじいさんが、嬉うれしそうな顔で俺のジョッキに薄いエールを注ぐ。

「ユウタ様。水路ができたおかげで農作業の方もだいぶやりやすくなりそうだと、みんな大喜びしておりました。今年は去年よりも収穫が期待できそうです」

「そっか。みんな喜んでくれて、俺もホントに嬉うれしいよ」

　しばらくすると、若いお姉様方が果物を持って駆け寄ってきた。

「旦だん那な様さま、山で採れた果物です」

「わたしのを食べてください」

「わたしのも、どうぞ」

　あ、あれ？　なんか俺、モテ期？

　女性たちは、くすくす笑いながら走り去っていく。

「ユウタ様、わたくしの果物も召し上がってくださいまし！」

　今度はアクセリアが、ギュッと身を寄せながらブドウの粒を俺の口に押し込んできた。

　いや、対抗しなくていいから！

「にしても驚きだよね、由ゆう太た。この村にこんなに大勢の女の人がいたなんて。あたしぜんぜん知らなかったよー」

　首を傾かしげる三み咲さきに、そばにいた年配の女性が微笑ほほえみながら答える。

「これまでは水みず汲くみが大変で服も満足に洗えませんでしたので、みんな恥ずかしがって姿を現さなかったのです。ご領主様の前で、汚い格好をお見せするわけにはいきませんからね」

　なるほど。異世界ユングリングの女性はハンパなく慎つつしみ深ぶかいのかと思ってたけど、別にそういうわけじゃなかったんだな。

「旦だん那なさまー」

　とそこへ、今回の功労者の一人、オシュラが駆け寄ってきた。

　小さな手には、姉、フィレレちゃんの細い腕が握られている。

「よう、オシュラ。それにフィレレちゃんも」

「えへへ。旦だん那な様さま、すごい人気だね。ほら、姉ちゃん。旦だん那な様さまにお礼言いたかったんだろ？」

　弟に促され、フィレレちゃんは真っ赤な顔で、か細い声を絞り出した。

「だ、旦だん那な様さま……本当に……ありがとうございました」

「いやあ、元気になったみたいでホントに良かったよ」

「……………」

　ん？

　何か言いたそうに、こちらをチラチラ見上げるフィレレちゃん。

「まあフィレレさん、その素敵な髪飾りはどうしたのですか？」

　アクセリアに言われて見ると、フィレレちゃんの頭には、貝殻でできた綺き麗れいな髪飾りが光っていた。

「こ、これはその……お母さんが貸してくれて……」

「あのね、姫様。姉ちゃんが『祭りに着てく服がない』って泣いてたら、母ちゃんが貸してくれたんだよ」

「オ、オシュラ！」

　おお、そうだったのか……。いいお母さんだな。

「とても似合ってますよ、フィレレさん。ね、ユウタ様？」

「う、うん。すごくいい感じだよ、フィレレちゃん」

　顔を一層真っ赤にして俯うつむくフィレレちゃん。

「良かったね、姉ちゃん。今日も姉ちゃんったらさ、祭りには旦だん那な様さまがくるのかって、そればっかり何度も聞いてきて」

「オ、オシュラ……いい加減に──」

「だから旦だん那な様さま、本当にありがとう。姉ちゃん、こっちきてからいつも家で寂しそうに寝てたんだ。けど、旦だん那な様さまのおかげですっかり元気になったよ。ぼく、すごく嬉うれしい」

「………オシュラ」

　フィレレちゃんが、ガバッと自分の弟を抱き締めた。

「なに？　姉ちゃん」

「わたしも……嬉うれしい。本当に……ありがとう」

　アクセリアも三み咲さきも、目にうっすら涙を浮かべている。

　本当に良かったね、フィレレちゃん。それにオシュラも。

「あ。それでね、旦だん那な様さま。姉ちゃんが、旦だん那な様さまが頑張ってくださったのはきっと自分のためだから、わたし旦だん那な様さまのお嫁になるんだって──」

「こっちきなさい……オシュラ！」

　感動的なムードをぶち壊して、幼い弟はどこか遠くへ引きずられていった。

　おい、何だこのフィナーレ。

「にゃはは！　由ゆう太た、モテモテじゃーん！」

「子供からも好かれるユウタ様、素敵です」

「いや………うん。え？」

　女児に懐なつかれるのは微妙な気がしないでもなかったが、とりあえずフィレレちゃんにも早く同年代の友達ができたらいいなと、心から願った祭りの夜だった。
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　お祭りの後、リリガルド城の仮教室は、いきなり押すな押すなの大盛況になった。

　学校で得た知識で水路を開いた、という事実が領民たちの間に知れ渡り、みんなこぞって子供たちを登校させるようになったのだ。

　そして昼休み。

「よ、フィレレちゃん。無事に登校できるようになったんだね」

「あ………旦だん那な様さま。それに姫様も」

　俺たちの姿を見て、フィレレちゃんが嬉うれしそうに瞳ひとみを輝かせる。

　隣の席に座っていた男の子が、フィレレちゃんの袖そでをくいくいと引っ張った。

「フィレレちゃん、旦だん那な様さまや姫様と知り合いなの？」

　小柄だが、ガッチリした肩幅の男の子だ。鼻の頭が赤くて、愛あい嬌きようのある顔立ちをしている。

「君は……もしかしてフィレレちゃんの友達？」

「は、はい。鍛か冶じ屋やの息子のザックスです」

「鍛冶屋……？　ああ、ボルグさんとこの！」

　ってことは、この子もドワーフの血を引いてるわけだ。

　しかし、儚はかなげな美少女と逞たくましいドワーフの子とは、また面白い組み合わせだな。

「わたしのお父さん、いつもザックス君のお家うちで釣り針を買ってるんです……。だから、ザックス君の名前は知ってたんですけど……学校ができたおかげで、やっと会うことができました」

「うちも、最初父ちゃんは学校に反対だったんですけど、ぼくが学校行きたいって言ったら、フィレレちゃんのお父さんが味方になってくれて」

「そっか、よかったな」

　友人を欲しがっていたフィレレちゃんに、早さつ速そく友達ができた。これだけでも学校を作った甲か斐いがあったってもんだ。

「旦だん那な様さま……本当にありがとうございました。学校に通えるようになったのも、ザックス君と友達になれたのも……みんな旦だん那な様さまと姫様のおかげです」

「あー、あのさ。フィレレちゃん、それからザックス君も、学校では『旦だん那な様さま』じゃなくて『先生』って呼んでもらえないかな」

「……せん、せい？」

「そう。日本の学校では、子供たちに勉強を教えてくれる人を先生って言うんだ」

　目をぱちくりさせたフィレレちゃんは、しばらく「せんせい……せんせい……」と呟つぶやいた後あと、パッと顔を上げ、

「はい……先生！」

　と嬉うれしそうに呼んでくれた。

「ふふ。ユウタ様、何だか微笑ほほえましい二人ですね」

　パタパタと走り去っていくフィレレちゃんたちの後ろ姿に、アクセリアがそっと目を細める。

「そうだな。フィレレちゃんは身体からだが弱いからちょっと心配してたけど、頼りになりそうな友達ができて本当に良かったよ」

「ところでユウタ様、保育室の方は大丈夫でしょうか」

「ああ、そういや三み咲さきたちには、生徒が連れてきた赤ちゃんの子守りをお願いしてあったな」

　ちょっと様子を見に行ってみるか。
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「びえええええええええ！」「あぎゃあああああああああ！」「ひぎぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！」

　ドアを開けると、そこは阿あ鼻び叫きよう喚かんの世界だった。

「あ、由ゆう太た！　お疲れー!!」

「お、おう。凄すさまじいな、こりゃ……」

「しょうがないよー。親御さんは農作業とかで出払ってるから、赤ちゃんだけ家に置き去りにしてくるわけにもいかないし」

「まあ、そうだな……で、美み羽うさんとベルベリンデさんは？」

　部屋の向こう側を見ると、
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「……………（ぼーぜん）」

「や、やめろ！　そこを引っ張るな！　くっ、殺せ！」

　ほぼ事後のような姿になっている二人がいた。

　とりあえず、見なかったことにしておくか。

　一方、アクセリアは赤ん坊たちの愛くるしい姿に、すっかり頰ほほを緩ゆるめている。

「まあ、なんて可愛かわいらしい赤ちゃんでしょう！　ふふ、こちらへいらっしゃい」

「アクセリアちゃん、小さい子が好きなんだねー」

「はい！　ユウタ様との間に子供が生まれた時の練習にもなりますので！　ふふ……わたくし、妻として頑張ります♥」

　ピトッと俺の腕にくっ付いてくるアクセリア。

　ちょっと待って。何を頑張る気だ。

　とそこへ、今度は他の児童たちがぞろぞろと集まってきた。

「先生ー、うちの弟はー？」

「お昼休みだから、一いつ旦たん家に帰ろうと思うんだけどー」

　自分の弟や妹を背負い、お城を後にしていく児童たち。

「元気なもんだな、小さい子は……」

「んー、そっかなー。青あお根ね島しまの子たちはもっと元気だったと思うんだけど」

「へ？　ま、まあ、そう言われてみりゃそうかもしれんな……」

　なにせ青あお根ね島しまでは小学校と中学校が同じ建物に入っているし、オープンスペース方式なもんだから、ちびっ子たちの騒ぎ声がよく聞こえてくる。

　それに比べりゃ今日の授業なんか、みんな大人しかった方だ。

「わたくしはニホンの学校を見たことがないのでよく分かりませんが、リリガルドの子たちは、大体いつもあのような感じですよ」

「ふーん。リリガルドは大人しい性格の子が多いのかなー」

「大人しいっていうか、ちょっと上うわの空そらみたいな雰囲気があるよな。ぼーっとしてて、授業に集中できてないっていうか」

「朝は元気に登校してくるのにね」

「そうなんだよ」

　最初の頃から参加してる子を見ると、朝は元気なのに、夕方になるにつれてだんだん元気がなくなっていく傾向がある気がする。

「ねえ由ゆう太た、もしかしたら、座ってばっかで飽きちゃうんじゃないの？」

「ああ、たしかにそれはあるかもしんねえな。俺も似たような経験あるし」

「んじゃさ、体育の授業やろうよ！　あたしも手伝うから！」

「お、いいな。じゃあ、今日の午後はドッジボールでもやるか」

「いっえーい！」

「あの、ユウタ様？　『どっじぼーる』とは？」

「そっか、アクセリアは初めてだよな」

「ドッジボールってのはね、お互いに力いっぱいボールをぶつけ合うゲームだよ！」

「ひぃっ！　何と恐ろしい！」

　言われてみりゃ、学校教育でドッジボールが採用されてるのって、ちょっぴり謎なぞだよな。

「大丈夫だよアクセリアちゃん、慣れれば楽しいから！　んじゃ二人とも、お昼ご飯食べたら着替えてお城の中庭に集合ね！」




　そして午後。中庭に子供たちを集めて待っていると、

「おまたせー、由ゆう太たー!!」

　三み咲さきとアクセリア、それに美み羽うさんとベルベリンデさんの四人が、居館の方からパタパタと走ってきた。ちなみに全員、体操着姿だ。

　やはりか、そんなこったろうと思ったぜ。

「はぁはぁ……ユ、ユウタ様、遅れて申し訳ございませんでした」

　くっ。体操服でハァハァ言ってるアクセリアもいいじゃねえか。

「見て見て由ゆう太た！　ブルマだよ！　コスプレ用に作っておいたんだ！」

「君は本当に天才だな」

「あの……いかがでしょうユウタ様。ニホンの妻は、運動をする際に必ずこのような衣服を身に着けるとミサキさんから聞いたのですが」

「何度も繰り返すが、そんな妙な文化、日本には存在しない」

「（ガーン！）」

「とか言ってー、由ゆう太たもホントはすごく喜んでるんでしょー？」

「そ、そうなのですか、ユウタ様？」

　頰ほほを赤らめたアクセリアが、もじもじと上うわ目め遣づかいに俺を見上げる。

「うぐっ！」

　く、くそっ、こいつ、可愛かわいいじゃねえか……。

「うふふ。ユウタ様が喜んでくださるなんて、わたくしとっても嬉うれしいです♪」

「あたしも、アクセリアたんの可愛かわいい体操服姿見れて眼福だよー。でゅふふ……」

　この変態め。ありがとうございます。

　一方、無理やりシャツの裾すそを引っ張ってブルマを隠そうとしている美み羽うさんは……。

「あの……三み咲さきさん。このような衣類は、すでに学校教育の現場では指定体操着として採用されていないはずですが……」

「友達同士だと、よくこういう格好するんだよ！（キリッ）」

「なるほど、そういうことでしたか！（キリッ）」

　美み羽うさん、そろそろ目を覚まして！

　そしてこちらは、ぴちぴちの体操服でイメクラみたいな格好になっているベルベリンデさん。

「ふむ。なかなか機能的な装備ですな。防御力と水陸両用性は多少不足しておりますが」

　あんたはいい加減、水陸両用性から離れろ。

「そんじゃ、あたしはちょっと保育室の様子見てくるね。由ゆう太たたちは先にゲーム始めてて」

「え？　お、おい、三み咲さき！　お前も一緒にやるんじゃないのかよ！」

　その場をカオスの極致に叩たたき込こんだ張本人は、俺たちを置いて一人で走り去ってしまった。

「どうなさいますか、ユウタ様？」

「しゃーない。子供たち待たすわけにもいかんし、俺らだけで先に始めよう」

　てなわけで、ひととおりルールを説明し、いざ、ゲームスタート！

「先生……わたし、あまり激しい運動はできませんので、審判やります」

　審判は、フィレレちゃんがやってくれることになった。俺たち教師陣は、見本を見せるために選手としてコートの中へ。

「最初のジャンパーは、俺とベルベリンデさんだな」

「ユウタ殿、遊戯といえども真剣勝負。悪いが全力で勝ちにいかせてもらう」

「お、お手柔らかに頼みます……」

「では……ジャンプボール、行きます」

　ひょい。

「ふんぬうううぅぅぅぅぅ！」

「ひええぇっ！」

　パシッ！

　試合は、ベルベリンデさんチーム先攻で始まった。

「死ね！　クロス流投とう殺さつ法ぽう！　イグナイトパアアアアス！」

「おいそこおおおお！　パスでプレーヤーを殺しにかかるんじゃねえええええ！」

「危ないです、ユウタ様！　土の精霊さん、ユウタ様の前に巨大な壁を！」

　ズゴゴゴゴゴ！

「アクセリア、それ反則反則！」

　反則──だよね!?　試合中に魔法を使っちゃいけないってルールがあるのかどうか知らないけど！

　一方美み羽うさんは、飛び回るボールに、涙目で逃げ回っている。

「友達とはいったい……（うごごご）」

　なんか悪いことしちゃったかな。

「さて、他のちびっ子たちは……って、あれ？」

　ぜぇぜぇ……はぁはぁ……。

「お、おい……みんな？」

　変だな。まだゲームは始まったばかりなのに、みんなやたら苦しそうだ。頑丈そうなザックスでさえ、足元がふらふらしている。

「おーい由ゆう太たぁー!!　みんな寝かせてきたよー!!」

　とそこへ、三み咲さきが戻ってきた。

「ああ、早かったな三み咲さき。ちょうど良かった。なあ、お前も見てくれよ。子供たちの様子がなんかおかしいんだ」

「はにゃ？　様子がおかしいって……あ！　ダメだよ由ゆう太た！　いますぐゲーム中止して！」

「え？　どうし──」

「いいから早く！」

「お、おう。それじゃ、フィレレちゃん、ゲームストップで」

「はい………」

　ピピ────!!

　笛を鳴らして、フィレレちゃんが中止の合図を送る。

「どうしたんだ三み咲さき、急に中止しろだなんて」

「由ゆう太たは気付かないの？　あの子たち、みんなお腹なかぺこぺこなんだよ？」

「へ？　そ、そうなのか、みんな？」

　こくこくと頷うなずく子供たち。

「ほらね。ごめんねみんな、あたしが体育の授業やろうなんて提案したばっかりに……」

「け、けど、お腹なかぺこぺこって、さっきまでお昼休みだったじゃねえか。お昼ご飯は──」

　はっ！　ま、まさか！

　子供たちが不思議そうな表情を浮かべる。

「先生、お昼ご飯って何？」

「ユウタ様、異世界ユングリングでは一部の貴族を除いて、お昼に食事をするという習慣がないのです。申し訳ございせん。こちらでは当然のことでしたので、お伝えするのを失念しておりました……」

　そ、そうか……だからみんな午後になると元気がなかったのか。みんな一いつ旦たん家に帰ってたから、当然食べてるものとばかり……。

「すまん、みんな、腹減ってるのにこんなことさせちまって」

「ね？　あたしの言ったとおりだったっしょ？」

「ああ、助かった。しかし、三み咲さきはどうしてあいつらがお腹なか空すかせてるって分かったんだ？」

「そりゃもちろん、お腹なか空すかせてる時の由ゆう太たと同じ顔してたからだよ」

「え!?　俺と同じ顔!?」

「そうそう。由ゆう太たも小学生の頃、ちょうどあんな感じだったもん。あたし毎日見てたから、それくらい簡単に分かるよ」

「そ、そっか……」

　親おや父じが死んでから、俺は三み咲さきの家で家族のように育てられた。俺にとって、三み咲さきは姉弟であり、同時に母親みたいな存在でもある。

　まあ、同い年の子にそんなこと言われると、ちょっと恥ずかしいんだけどさ。

「しかしまいったねー由ゆう太た。お昼ご飯、ちゃんと食べてきてねって言っても難しいだろうし」

「となれば……給食、しかないか」

「あの、ユウタ様……『きゅうしょく』とは何でしょうか？」

「給食ってのは、子供たちのために学校が用意してくれる食事のことさ」

「学校が、食事を!?　そ、それは便利ですが、我がリリガルドにそこまでの食料は……」

「まあそうだよな。青あお根ね島しま村の備蓄食料も、こないだの炊き出しで、ほとんど使い切っちゃったみたいだし」

「由ゆう太た、村のみんなにお裾すそ分わけをお願いするってのは？」

「いや、さすがにずっとは無理だろ」

　まあ、これまでリリガルドのみんなは朝夕二食で過ごしてきたわけだから、命に関わる問題じゃないんだろうけど、俺としては、やっぱり生徒たちにはベストな状態で授業を受けてもらいたいわけで……。

「話は聞かせてもらいました」

「美み羽うさん!?」

　さっきまでコートの端はしっこでうずくまってた美み羽うさん（ブルマ）が、メガネの端はしっこをくいっと持ち上げながら俺の前に立った。微妙に土で汚れてるところが、そこはかとなく痛々しい。

「ご安心ください。わたしに、いい考えがございます」

「ホントですか！」

「東京都では、近々賞味期限の迫ったアルファ化米の大規模な入れ替えがあるそうです。入れ替えた備蓄食料は、通常、防災訓練の炊き出しなどで使用しているようですが、今回はそれを押さえます」

「じゃあ、それを使えば……」

「しばらくは食べ物に困ることもないでしょう」

「わあ！　ナイスみうみう！」

　さすが美み羽うさん。そこまでアンテナ張っててくれたとは！

「都で防災関係の取りまとめを行っている部署は総務局。ここは、我々総務省の対応窓口になっている局です。先日の一件以来、彼らからは積極的に情報収集を行っておりました」

　やっぱこの人、こういう官僚的な仕事が向いてるよな。教師の仕事は、ちょっとアレだったけど……。

「そんじゃ決まりだな。俺たちの学校の新たな取り組みは──」

　給食だ！
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　数日後。

　席に着いた生徒たちが、そわそわと身を揺すり始めた。顔には期待の色が浮かんでいる。

「よし。それじゃあみんな、こうやって手を合わせて」

　言われたとおり、子供たちは小さな手をパンと合わせた。

　せーの。

〝いっただっきまーす！〟

「もぐもぐもぐ！　おいひい！」

「わたし、ニホンの『アルファ化米』大好き！」

　はは、みんな嬉うれしそうに食べてら。なんかこっちも嬉うれしくなってくるな。

「由ゆう太たー、お味み噌そ汁しると漬物持ってきたよー」

「お、サンキュー、三み咲さき」

　さすがにご飯だけだと栄養偏かたよっちゃうからな。

「先生……」

　ん？

　ふと脇わきを見ると、小さなバスケットを持ったフィレレちゃんがちょこんと隣に立っている。

「どうしたの、フィレレちゃん？」

「お家うちで……お魚のパイ包み、焼いてきました。先生に、食べてほしくて」

「へ？　俺に？　あ、ありがとう……」

　バスケットを差し出すと、フィレレちゃんは真っ赤な顔で走り去っていった。

「よかったですね、ユウタ様」

「………えーと、アクセリアも一緒に食うか？」

「ふふ。それはフィレレさんがユウタ様のためにがんばって焼いたものです。ぜひユウタ様が召し上がってくださいまし」

「いや、俺一人で食うのは気が引けるんだけど……」

「ユウタ様、もしわたくしがユウタ様のためにご用意したお料理を他の方に差し上げてしまわれるのを見たら、きっと、とても悲しい気持ちになります」

「そ、そっか。んじゃ、遠慮なくいただくことにするよ。……にしてもフィレレちゃん、料理上じよう手ずなんだな。すっげえいい匂においするし」

「………（ぴく）」

「うん？　どうした、アクセリア？」

「あの……わたくし、ちょっと急用を思い出しましたので、少しだけ失礼いたします」

「へ？　あ、ああ……」

　突然教室を飛び出すアクセリア。

　一体何事かと思っていたら、五分もしないうちに広間へ戻ってきた。

「はぁはぁはぁ……ユ、ユウタ様！　わたくしも、妻として腕によりをかけたアルファ化米をご用意してみました！」

「えぇ!?　水を入れるだけのアルファ化米に、腕によりをかける余地なんてあるの!?」

「ご覧ください！　ユウタ様の大好きなコーラでお米を戻した、その名も妻の愛プラスアルファ化米です！」

「何か黒いんですけど、その愛！」

　たまに暴走するとおかしな食べ物発明しちゃう傾向あるよね、この子！

「さあユウタ様、お召し上がりください！　はい、あーん♥」

「いや、ちょっ待っ──」

「……おいやですか？　ユウタ様に喜んでいただこうと思って、わたくし、妻として夜も寝ずに考えたのに……」

　そこは寝とけ。

「いや、ありがたいんだけど、さすがにコーラとアルファ化米は、ちょっと……」

「そうですか……フィレレさんの手料理は召し上がっても、わたくしの料理は召し上がってくださらないのですね……（じわっ）」

「はうっ！」

　い、いかん。アクセリアの目に涙が……!!

「あー、由ゆう太たがアクセリアちゃん泣かしたー」

「おい三み咲さき！　人聞きの悪いこと言うな！」

「ユウタ殿、いよいよクロス流超ひも殺さつ法ぽう奥おう義ぎ、超弦十一次元縛りをお目にかける時がきたようですな」

　それはちょっぴり見たいけども！

「わ、分かったよ！　さっきのはウソ！　ただの照れ隠しだから！」

「まあ！　ユウタ様、やはりそうだったのですね！　では今度こそ、はい、あーん♥」

　ぐ………ええい、ままよ！

「あ、あーん」

　ぱくっ！　もぐもぐ……。

「いかがですか、ユウタ様？」

　カッ！

　な、何だ、この味は……!!

　コーラの甘味とお米の香ばしさが、絶妙な不協和音を奏かなでげふぅ！

「誰か……キアリー頼む……」

「良かったね、由ゆう太た。アクセリアたんのおいしい手料理食べられて」

「うふふ☆　そんなに喜んでいただけて、妻冥みよう利りに尽きます」

　お前らも食ってみやがれこんちくしょう。

「けどさ、由ゆう太た。しばらくの間はみうみうが調達してくれた食料でしのげそうだけど、そっから先のことはどうするの？」

「む……そうだな。外から買ってこようにも金はねえし……」

　この先どうやって給食を維持していくか。こいつは大きな課題になりそうだ……。
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　昼休みが終わり、午後。

　ドタドタドタ！　バタン、ガシャーン！

　うええええん！

「こらー!!　静かにしろ───[image: かんたんふ]」

　給食が出るようになると、子供たちは俄が然ぜん元気になった。それはよかったのだが、さすがにこれは元気すぎるというか……。

「ちょっと男子！　静かにしてよ！」

「そうよ！　先生の声が聞こえないじゃない！」

　一部の真ま面じ目めな女子が騒がしい子を注意してくれるが、教室はいつまで経たっても静かになる気配がない。

「うーん、参ったな……」

「ユウタ様、これでは授業が……」

「そうなんだが、俺が注意しても、ほとんど効果ないんだよな……。もっと威厳のある人が注意すれば、静かになるかもしんないけど……」

「威厳ですか……それでは保育室からベルベリンデを呼ぶというのはいかがでしょう」

「ベルベリンデさん？　うーん、大丈夫かな……」

　たしかにあの人は、リリガルドのみんなから一目置かれている節はあるけど……まあ、さすがに子供相手なら滅多なことはしないか。

「では早さつ速そくこちらへ呼びますね。ベルベリンデ！」

　ダダダダダダダダダ！　バーン！

「お待たせしました姫様[image: かんたんふ]　ゼェゼェ……!!」

　さすがに城の中では変なところから登場するわけにはいかんかったか。

「よくきてくれました、ベルベリンデ。あなたにきていただいたのは、他でもありません。この教室の惨状を、一刻も早く何とかしていただきたいのです」

「お安いご用です、姫様。児童を黙らせることなど、赤子の世話より容易たやすいこと」

　妙な実感がこもったセリフだな。

「とりあえず、ベルベリンデさんは教室の後ろに立ってもらっていいですか？　もしおしゃべりする子がいたら、注意してやってください」

「御ぎよ意い」

　こうして教室の後ろにベルベリンデさんが立つことになったのだが、その効果は覿てき面めんだった。

　背後から放たれる戦鬼のような闘気オーラに、子供たちはすっかりビビっている。

「よーし。それじゃあ教科書の二十五ページから。この部分、読める人」

「はい………」

「お。じゃあ、フィレレちゃん」

　フィレレちゃんは静かに立つと、いつもの綺き麗れいな声で国語の教科書を読み始めた。

「………おおきなかぶ」

　飲み込みも早いし、なかなか優秀な生徒だ。

　俺も、アクセリアの異世界ユングリング語の授業を他の児童たちと一緒に受けているが、フィレレちゃんの方がよっぽど理解が早い。

「はい、上じよう手ずに読めましたね」

「あ、ありがとうございます……」

　はにかむように頰ほほを染めて、フィレレちゃんは席に着いた。

「フィレレちゃんは声が綺き麗れいだから、歌も上じよう手ずに歌えるかもしれないね」

「歌……ですか？」

「そう。平仮名で、こう書きます」

　俺は黒板に、大きな文字で「うた」と書いた。

「そのうち歌の授業もやりたいと思ってるから、その時はみんなと一緒に頑張ろう」

「………はい」

「先生ー、俺も歌、得意だよー」

　雑談めいた話で空気が緩ゆるんだのか、調子に乗った子が、会話に入り込んできた。

「ぼくも歌、得意ー」

「わたしもー」

　お城の広間が、俄にわかに騒がしくなる。

（ベルベリンデさん、出番です！）

　俺は教室の後ろに立つ女騎士へと視線を送った。

　心得たとばかりに、鬼のようなオーラをまとった戦士が、おしゃべりを続ける子供たちの方へと歩み寄る。

「おい貴様ら、いい加減にしろ。それ以上私語を続けると……怪け我がしない程度に痛め付けるぞ」

　一応、言葉は選んでくれたらしい。

　ちびっ子たちは「ひぐっ！」と泣きそうな顔をして黙り込む。

　だがその中に、一人だけ反抗的な表情を浮かべる子がいた。

「あー、いいのかなーベルベリンデ様ー。姫様にあのこと言い付けちゃおっかなー」

「何、あのことだと？　フッ、片腹痛いわ。貴様がわたしの何を知っている」

「ベルベリンデ様、こないだドッジボールやった後、姫様の体操着こっそり盗んでいったでしょー。俺、見ちゃったもんねー」

「な……ッ！　貴様、なぜそれをッ！」

　って、図星かよ！

「いーけないんだーいけないんだー。ひーめさまにー言ってやろー」

　本人に聞こえちゃってるから、っていうツッコミは無ぶ粋すいなんだろうな。

「よせっ！　くっ、いくら欲しいんだ！　言ってみろ！」

「あんた、最低の大人だな……」

「ベルベリンデ？　本当なのですか？　従者が衣服に困っていたことさえ気付けないとは……わたくし、姫として失格です！」

「姫様！　これは違うのです！　……くっ、殺せ！」

　ベルベリンデさんは、膝ひざからズシャアアアッと崩れ落ちた。その姿に、もはや子供たちを黙らせる威厳は残っていない。

　この女騎士、マジで使えねえ……。

「どうやら別の方法を考えるしかなさそうだな……」

　汚けがれた大人の背中を見て、俺はふうっと溜ため息いきをついた。
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　折りたたんだ体操服を差し出すと、パジャマ姿のアクセリアが、大切そうに胸の中へ抱え込んだ。

「よかったな、無事に戻ってきて」

「はい！　ユウタ様が喜んでくださった服ですので、とっても嬉うれしいです！」

　ブルマをこんなに大事そうに抱える子、初めて見たよ。

「ところでベルベリンデさんは？」

「実は、帰ってきてから、ずっとあの様子で……」

　ぴったり閉め切られた押し入れの中から、ぶつぶつと独り言のようなものが聞こえてくる。

（姫様の体操服を……あの小こ童わつぱ、クロス流の名にかけて、あとで必ず報むくいを……）

　クロス流の名を汚けがしているのは他ならぬこいつ自身だと思うのだが、いまはとりあえずそっとしておいてやろう。

「しかし参ったな。ベルベリンデさんでも無理となると、あのガキンチョたちを黙らせることができる人間なんて他に誰もいねえぞ……」

「モモカさんはいかがでしょうか？」

「たしかにおっかないけど、役場の仕事が忙しいからなあ……」

　それにあの人、実の妹にもドラゴンスープレックスかけるような人間だぜ。

　異世界で校内暴力とか、マジでシャレにならんわ。

「ふわあ～～……」

「大丈夫か、アクセリア。最近忙しかったし、疲れたなら早めに休んだ方がいいぞ？」

「あ、いえ。ユウタ様が頑張っていらっしゃるのに、妻が先に休むわけにはいきません。夫を支えるのは妻の務め。わたくし、妻としてがんばります！」

　そうは言ってるけど、やっぱり目がしょぼしょぼしてる。

「んじゃ俺も疲れたし、ちょっと早いけど、今日はもう寝ようかな」

　俺が休まないと寝られないって言うんなら、俺がさっさと寝ちまえばいい。

　と思ったのだが、

「……………」

「ん？　どした、アクセリア？　もう寝るから、自分の部屋に──」

「あの、ユウタ様……ひとつお願いがあるのですけれども」

「何？」

「その……今晩、久しぶりに一緒に寝ていただけないでしょうか……」

「はあ!?」

　この家にきた当初はしょっちゅう俺のベッドに入ってきたアクセリアだったが、その後、百もも花か姉ちゃんと美み羽うさんにより厳しい禁止令が布しかれ、ここしばらくはそういうこともなくなっていた。

「いや、そんなことしたら百もも花か姉ちゃんにぶっ飛ばされるだろ！」

　あの人は、ぶっ飛ばすと言ったら、たとえ相手が村議会議長でも本気でぶっ飛ばすお方だぞ。

「ですが、あの……今日はベルベリンデがいないので……」

「へ？　ベルベリンデさんがいないと何かあるの？」

「わたくし、いつも就寝する際に、ベルベリンデにご本を読んでもらっているのです。小さい頃から続く習慣ですので、いまでもベルベリンデがいないと、夜なかなか眠れなくて……」

　マ、マジでか……。

　そういやベルベリンデさん、最初会った時に「姫様の夜のご本の朗読」やってるとか何とか言ってたな。あれ、ホントだったんだ……。

「でもそれだったら、ベルベリンデさんに直接お願いした方が早いだろ。ベルベリンデさーん」

[image: ]

（こんな世界、いっそ滅んでしまえばいい……そうだ地球破壊爆弾で）

　ダメだ。しばらくは使い物になりそうもない。

「ユウタ様……」

　くっ、そんな目で見るな！　断れなくなっちまうだろうが！

「お、俺が持ってる本なんてマンガくらいしかねえぞ……？」

「マンガ？　何でしょう、それは？」

「ほら、こんなやつだよ。絵があって、セリフがあるやつ」

「まあ！　このようなご本、わたくし初めて見ました！　ぜひ読んでいただきたいです！」

「ええ～～～？」

　夜の本でマンガ読むの？　なんか違和感すごいんだけど……。

「ぜひ！　ぜひお願いします！」

　ぐぐぐっ、と詰め寄ってくるアクセリア。

「しょ、しょうがねえなあ……今回だけだぞ？」

　ということで、マンガを読んであげることになりました。
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　ベッドに入ると、アクセリアがピタリと隣に寄り添ってきた。

　や、柔らかい……じゃなくて、

「おい、近過ぎないか!?」

「ですがユウタ様、こういたしませんと、絵が見えません」

「まあ、そうなんだけどさ……」

　俺が口ごもるのを見て、アクセリアはくすくす笑う。

　こいつ、確信犯か？

「それではユウタ様、電気を消してください」

「へ？　電気消したら見えなくなっちまうだろ？」

「ご安心を。……光の精霊さん、わたくしに少しだけ力を」

　アクセリアが小さな声で囁ささやくと、枕まくら元もとに小さな光が灯ともった。

「おお、こんな魔法もあるのか」

「蠟ろう燭そく代わりです。あまり明るいと、眠れませんので」

「なるほどな。んじゃ、早さつ速そく始めるぞ」

「まあ。とてもお上じよう手ずな絵ですね。まるで本物のよう」

「（ビクッ！）」

　覗のぞき込こんだ拍子に、アクセリアの肩が当たる。

「どうなさいました、ユウタ様？」

「い、いや、別に」

　落ち着け、相手は中学生くらいの女の子だ。うっかり手を出したら、社会的に即死することになる。

「くすくす……」

「な、なんかおかしいか？」

「いえ、別に。ですが、ユウタ様と一緒にお布ふ団とんに入ってご本を読んでいただくなんて、わたくし、なんだかとっても楽しくなってしまいまして。くすくす」

　そうか。俺は楽しむどころじゃないがな。

「じゃ、じゃあ読むぞ」

　枕まくらをブックスタンド代わりにして、表紙をめくる。

　まず最初は、俺が一番好きな、あのマンガからだ。




「──グアッ！　ブオオッ！　ブオオッ！」

「（わくわく）」

「チッ！　ぬっ[image: かんたんふ]　ぬおお──っ[image: かんたんふ]　パン！」

「（ああ！）」

「ズン！　……いまの一発は餃チヤオ○のうらみ──って、何か違うだろコレエエエェェェ！」

「ふぇ？」

　誰だよ最初にドラ○ンボール読もうって言い出した奴やつ！　俺だよ！　まったく眠れねえよ！

「やっぱり違うマンガにしよう」

「そんな……変えてしまうのですか？」

　面白かったのに……と残念そうに呟つぶやくアクセリア。

　なんか趣旨が変わってきてねえか？

「やっぱバトルマンガは朗読に向いてねえだろ。女の子が読むんだったら、こっちの方が……」

　次に取り出したのは、三み咲さきから借りっぱになってる少女漫画だ。

　これならもう少し落ち着いて読めるはず。

　そんなふうに考えていた時期が、俺にもありました。




「……○○ヒロインの名前…………好きになってくれて……あ……ありが……とう………」

「（じ～～～～～）」

「お、オレも………、だ、だ……大……好………って読めるかああああぁぁぁぁぁぁぁ[image: かんたんふ]」

「どうなさったのですかユウタ様!?　さあ、早く！　早く続きを[image: かんたんふ]」

「ムリムリムリ！　ホントもうムリだから！」

　ごめんなさい！　これ以上、もう一文字も読めません！

「うう。ユウタ様のいけず……」

「何と言われてもダメなものはダメ」

　……少女漫画、侮あなどってたわぁ。

　たしかにめちゃくちゃ面白いけど、甘あま酸ずっぱすぎて読むのマジつれぇわぁ……。

　一瞬しょぼんとなったアクセリアだったが、

「いいです！　わたくし、自分でニホンの言葉を勉強して読みます！」

　すぐに気を取り直して、元気よくガッツポーズを作る。

「異世界人でもマンガは好きなんだな」

「はい。明日からの授業が楽しみです！　わたくし、早くニホンの言葉に習熟して、このマンガの続きを拝読したいです……ふわ」

　そっか。それでやる気が出るなら何よりだ。

「じゃあ、もうそろそろマンガはやめて寝る時間──」

「くうくう……」

　って、もう寝ちまったか。

　アクセリアの無邪気な寝顔を見ながら、俺はふと思い立って、スマホを取り出した。

「あ、百もも花か姉ちゃん？　こんな時間にごめん。いや、そんなに怒らないでよ。実はさ……」
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　翌日、台車を転がしながら姿を現した俺に、子供たちが興きよう味み津しん々しんの様子で駆け寄ってきた。

「先生、何それ！」

「またニホンの魔導具？」

　何でも魔導具にするんじゃありません。

「へへ。いいから見てろって……」

　台車の上に載っかっているのは、アームの付いた四角い箱型の機械だ。

　べたべたくっついてくるちびっ子たちを適当にあしらいながら、俺は早さつ速そく準備を進める。

「姫様ー、先生何やってるのー？」

「もう少し待っているのですよ、皆さん。きっとビックリしますから」

「よし、こっちは準備オッケーだ。そんじゃ、お前らはこのカーテンで窓を覆おおってくれ」

「先生、そんなことしたら部屋が真っ暗になっちゃうよ？」

「いいんだよ、それで」

　不思議そうに首を傾かしげながら、明かり取りの窓を塞ふさいでいく子供たち。

「先生ー、終わったー」

「おし。そんじゃみんな席に着けー。今日は、ちょっと変わった授業をやりたいと思いまーす」

「「「「はーい[image: かおもじ]！」」」」

　子供たちは、いつになく素直に席へ戻っていく。俺がこれから何を始めるのか、楽しみで仕方がないのだろう。うむ、ここまでは計算どおりだ。

「あとは黒板に白い布を被かぶせて……よし。そんじゃアクセリア、頼む」

「はい。……光の精霊さん、わたくしに力を」

　パッと機械の内部に光が灯ともり、アームを通して黒板に見慣れたイラストが映った。

　子供たちの間から「わあっ」と歓声が漏れる。

「すごーい！　黒板に絵が映ったー!!」

「これはＯＨＰっていうニホンの機械なんだ。そしてここに映ってるのは、ニホンで読まれているマンガって本だ」

「まんが？」

「普通に授業やってるだけじゃ面白くないだろうと思ってな。今日からは、こいつで日本語のお勉強だ」

　ちなみにＯＨＰは、百もも花か姉ちゃんに頼んで役場の会議室にあったものを借りてきた。

　リリガルドには電源がないから、そこはアクセリアの光魔法で補おぎなったってわけだ。

「先生ー、早く読んでー」

「じゃあ読むからな。静かに聞いてろよ」

　マンガの朗読を始めると、さっきまで大騒ぎだった子供たちがピタリとおしゃべりをやめ、俺の言葉に耳を傾け始めた。

　普段は五分と静かにしていられないのに、今日は二十分読んでも三十分読んでも、誰一人席を立とうとしない。

　そして──。
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「先生、今日の授業すっごく面白かった！」

「ぼくもマンガ読めるようになりたい！」

「よしよし。そんじゃ、頑張って勉強しような」

「うん！」

　マンガの授業は大好評だった。

　ちびっ子たちは真ま面じ目めに授業を受けるようになり、日本語が分かるようになった子は、教科書に書いてあることも読めるようになって一層理解が深まっていく。

「思った以上の効果ですね。さすがユウタ様です！」

「いや、さすがなのは、このマンガを描かいた人たちだよ」

　マンガっていうと、ついついバトルマンガとか少女マンガを思い浮かべがちだけど、調べてみたら結構たくさんの学習マンガがあって、それも読んでみるとかなり面白いことが分かった。

「わたくしも、毎日授業が楽しみです。うふふ」

　海外じゃ、日本のマンガを読みたくて一生懸命日本語勉強してる人も多いらしい。

　俺みたいな素人しろうとが言うのは何だけど、もっと教育の場でマンガを活用してもいいんじゃないかって気がする。

「さて、今度はどんな本用意しようかなあ」

　男の子から人気なのは、生き物関係の本だ。女の子はよく分からんのだが、こないだ朗読した源げん氏じ物もの語がたりは大好評だった。

「この調子で子供たちのお勉強がはかどるといいですね」

「ああ。俺も負けてらんねえよ」

　アクセリアの授業のおかげで、俺も少しずつ異世界ユングリング語が話せるようになりつつある。

　ちなみに、この頃はリリガルドの漁師さんたちも日本語の授業に参加するようになった。

　アクセリアや美み羽うさんの通訳がなくても青あお根ね島しま村の漁師さんたちと一緒に漁ができるよう、忙しい合間を縫ぬって真剣に授業に取り組んでいる。

「それではユウタ様、わたくしはお昼ご飯のアルファ化米を取りに行ってまいりますね」

「お、サンキュー」

　アクセリアが俺の隣を離れ、ぱたぱたと広間を出て行った、その時だった。

「………先生」

　振り返ると、水色の髪の女の子が俺のシャツの裾すそを引っ張っている。

「ん？　どうしたの、フィレレちゃん。ご飯だったら倉庫の方に……」

　そこまで言いかけて、ふとフィレレちゃんの背後に立つ数人の女の子の姿に気が付いた。みんな、なぜか俺の顔を見てくすくす笑っている。

「先生……お話が……あるんですけど」

「俺に話？　いいよ。何でも聞くよ」

「…………ここでは……困ります」

「へ？　教室だと何か問題があるの？」

「はい……。一緒に……きてください」

「って、おいおい」

　フィレレちゃんに腕を引っ張られ、俺はやむなく席を立った。




「で、話ってのは？」

　着いた先は、城壁が見下ろす人ひと気けのない森のほとりだった。フィレレちゃんの他、数人の女の子もくっついてきている。

　人に聞かれちゃ困るって割には、友達も一緒にいるんだな。

（ほら、言っちゃいなさいよ）

（がんばって、フィレレちゃん）

　女の子たちは、何やら懸命にフィレレちゃんを励ましている。

　もしかして、励ましてもらわないと話せないような内容なのか？

　カウンセラーの知識があるわけじゃないから、あんまりヘビーな相談だと困るんだけど……。

「せ、先生………」

「ファッ!?　な、何!?」

「あの……これを………」

　そう言ってフィレレちゃんが差し出したのは、小さく巻かれた一枚の布きれだった。

　綺き麗れいな花が添えられていて、何だかいい香りが漂っている。

「え？　こ、これは……」

「……………」

　女の子たちが、俺の顔を見て再びくすくす笑い出した。

　フィレレちゃんは、真っ赤な顔で俯うつむいたままだ。

「えっと……フィレレちゃん？」

　突然、フィレレちゃんがくるりと背中を向けて走り出した。

　一緒に付いてきた女の子たちも、「あ、フィレレちゃん！」と言って追いかけていく。

「な、何だ……？」

　一人取り残された俺は、ぽかーんと立ちすくむばかり。

　ふと渡された布きれを開いて見ると、そこには





〝わたしは　せんせいが　すきです〟






　と日本語で書かれていた。
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　授業を終えると、フィレレちゃんがてくてく歩み寄ってきた。

「先生………」

　ドキィ！

「な、何？　フィレレちゃん」

　まさか、あのラブレターの返事を聞きにきたのだろうか。

　もちろん悪い気はしなかったけど、さすがに八歳の女の子と付き合う気は起きない。

　想像してみてほしい。もし小さな女の子から手ぇ握られたとしても、別にドキドキはしないだろう。

　けどなー、断ったりしたら傷付くだろうしなー。

「先生……あの……」

　フィレレちゃんは、もじもじしながらこちらをチラチラ見上げてくる。

　ヤバい、一体どうすれば……。

　ちょうどそこへ、保育室に行っていたアクセリアと三み咲さきが戻ってきた。

「こんにちは、フィレレさん。あら？　その髪型はどうなさいました？」

　言われてみると、いつもと少しフィレレちゃんの雰囲気が違う。

　これは、俺もよく知っている髪型だ。

　長い髪を後ろで一つに束たばねたヘアスタイル──いわゆる一つのポニーテール！

「先生が……昨日マンガを朗読しながら……ポニーテールが好きだって……」

　たしかに言った。

「あー、由ゆう太たってばポニーテール好きだもんねー。中学生の時なんか『俺、生まれ変わったらポニーテールになるんだ』とか呟つぶやいてたし」

「やめてえええええ！　言わないでええええええええ！」

　お前がその話をみんなに言いふらしたせいで、しばらくの間、あだ名がイブラヒモビッチになったんだぞ！

　俺が好きなのはそっちのポニテじゃねえ！

「よく似合ってますよ、フィレレさん。とっても可愛かわいらしいですね」

　身を屈かがめ、フィレレちゃんの頭をなでなでするアクセリア。

「実はわたし……姫様に、お願いしたいことがあります」

「何でしょう？」

「先生は、姫様の旦だん那な様さま……ですよね」

「うふふ。そうです、ユウタ様はわたくしの旦だん那な様さまです☆」

　そこはもう既定事実なのか。

「でしたらわたし……先生の、愛人にしてほしい……です」

「「「えええええええええええええ[image: かんたんふぎもんふ]」」」

　フィ、フィレレちゃん、いきなり何言い出すの[image: かんたんふぎもんふ]

　つかどこで覚えてくるわけ、そういう言葉[image: かんたんふぎもんふ]

「うわっ！　由ゆう太た、修羅場だよ修羅場！」

「楽しそうに言うんじゃねえ！」

　お前はホント気楽でいいな！

「あ、あの……フィレレさん？　そういうお話は、妻としてはちょっと……（ひくひく）」

　ほら見ろ。さすがのアクセリアも頰ほほが引ひき攣つってるじゃねえか。

「わがまま言って、すみません、姫様。わたしは……時折つまみ食いされる程度の関係で構いませんので」

「いや、しないから！　つまみ食い！」

　フィレレちゃん、思ったよりも過激な子だなあ！

「由ゆう太た選手、ＪＣとＪＳを二ふた股またした気分はいかがですか？」

「ぶっ飛ばすよ、お前!?」

　たまたまそばを通りかかった美み羽うさんが、

「ロリコン……」

　と呟つぶやいて、歩み去っていった。

　やめたげてよぉ！

「あ、あのね、フィレレちゃん。もしかしたらフィレレちゃんは、俺が年上だからちょこっとだけマシな男に見えちゃってるのかもしれないけど、実際のところ俺なんて──」


「そんなことはございませんユウタ様！　わたくしは、もしユウタ様と同い年だったとしても、絶対にユウタ様を好きになります！」



　別の方向から否定された。

　いや、君はこの告白を阻止したいの？　成功させたいの？

「先生……それじゃあ、愛人に……（ぐいぐい）」

「ちょちょちょ、ちょっと待って！　フィレレちゃんはまだ子供だろ？　それに、俺とは歳としが離れすぎてるっていうか！」

「一昨日おとといの授業で読んだマンガでは……愛に年齢は関係ないと……」

　ああもう！　これだから賢い子は！

「いっそホントに愛人にしたげたら、由ゆう太た？」

「お前はすっこんでろ！」

　まずいな。下へ手たな断り方すると、せっかく学校に通えるようになったフィレレちゃんが、いきなり不登校になりかねない……。

　とは言え、このままじゃ俺は中学生の嫁と八歳の幼女を愛人に持つ鬼畜野郎になっちまう。

「先生……これだけお願いしても、ダメですか？」

「いや。さ、さすがに愛人は……ね？」

「ということは……もしかして先生は、女性に興味がない……のですか？」

「えっ!?」

「ミサキ先生から、聞きました。ニホンには、そういう男性も……かなりたくさんいると」

　三み咲さきィ[image: かんたんふ]　小学生に何てこと教えてやがる[image: かんたんふ]

「そ、それは誤解だよ、フィレレちゃ──」

　ガタン！

　へ？

　突然、アクセリアがふらりとよろめいて壁にぶち当たった。

「ユ、ユウタ様……それは本当ですか……!?」

「いや、違うからね!?」

「以前からとても不思議に思っていたのです。殿方はみな野獣のようなものだとお母様から教わっていたのに、ユウタ様は一切そのような素振りをお見せになりません。わたくしにご興味がないのではと不安に思っておりましたが、まさか同性の方をお好きだったとは……!!」

「だから誤解だっつーの！」

　アクセリアに襲おそいかかったら、俺が捕まっちまうだろうが！

「わたくし、ショックですが負けません！　必ずユウタ様を振り向かせてみせます！」

「お、おい！　アクセリア！」

　言うや否いなや、アクセリアはものすごい勢いで広間から飛び出して行った。
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「いやー、傑作だったねー由ゆう太た」

「からかうなよ、三み咲さき……」

　お城からの帰り道。

　今日はアクセリアが先に一人で帰ってしまったため、珍しく三み咲さきと二人きりだ。

「ま、安心していいよ、由ゆう太た。あたしは由ゆう太たが女の子に興味あるってこと、ちゃーんと分かってるから」

「お、おう……」

「だって、中学に上がってから一緒にお風ふ呂ろ入った時、由ゆう太たってば、あたしの裸じろじろ見て」

「わ──────わ───────わ───────[image: かんたんふ]」

　聞こえなーい！　何も聞こえなーい!!

　くそ。これだから幼おさな馴な染じみってやつは……!!

「ふふ。けどなんか久しぶりだね、こうやって二人で家に帰るのも」

「ん？　ああ、そうだな」

　小さい頃から、いつも三み咲さきと一緒だった。

　お互いのことは何でも知ってるし、どんなバカなことでも笑って言い合える。

　そういう優しいぬるさが、いまはものすごく心ここ地ちいい。

「あの由ゆう太たが、領主様になっちゃうなんてねえ」

「そう言うなよ。俺も苦労してるんだから」

　不意に三み咲さきが、ピタリと足を止めて振り返った。

「分かってるよ」

「え？」

「由ゆう太たが頑張ってるってこと、あたしはよく分かってるよ。ずっと一緒にいたんだから、由ゆう太たのことなら、大抵のことは分かるもん」

「み、三み咲さき……」

　ドキリ、と心臓が高鳴った。

　夕ゆう陽ひを浴びた頰ほほが、オレンジ色に輝いている。

「あのね、由ゆう太た……」

「な、何だ？」

　言いながら、三み咲さきが俺の瞳ひとみを覗のぞき込こんできた。

　シャツをツンと押し上げた胸が、呼吸に合わせて苦しそうに上下している。

　身じろぎしただけで、ふれ合ってしまいそうな距離だ。

「あたしね、本当は……」

　三み咲さきが何かを口にしかけた、その時だった。

「──先生」

　聞き覚えのある声に振り向くと、そこには水色の髪の女の子が立っていた。

　パッ、と俺のそばから離れる三み咲さき。

[image: ]

「あ、あれ？　フィレレちゃん？　先に帰ったんじゃ……」

「先生のこと……待ってました。教室では……姫様もいらっしゃいますので……」

「そ、そっか。で、どうしたの？　勉強で分からないところでもあった？」

「いえ……実は……明日わたしの誕生日なんです……」

「た、誕生日？」

　ってことは、九歳になるわけか。

「それで……お父さんとお母さんがお祝いしてくれるから……よかったら先生も連れてきなさいって……」

「お、俺も!?　ど、どうして急に……」

「先生には……漁のことや水路のことでお世話になってますので」

　そ、そっか。感謝してもらえてるんだったら嬉うれしいけど。

「由ゆう太た、せっかくだから行ってあげたら？　明日は学校も土曜日でお休みだし、先生の家庭訪問みたいなもんじゃん」

　たしかにフィレレちゃんの家は、お母さんとフィレレちゃんが特殊な体質をかかえているから、気を配ってあげる必要があるとは思う。

「それじゃあ、せっかくだからお言葉に甘えるとするかな」

　ぱあっと嬉うれしそうに笑顔を浮かべるフィレレちゃん。

「良かったね、フィレレちゃん。明日はフィレレちゃんが主役なんだから、たっぷり由ゆう太たを独り占めしちゃいなよ」

「ミ、ミサキ先生……」

「そろそろ暗くなってきたな。ほら、フィレレちゃん、早くうちに帰らないと」

「はい……先生、さようなら」

　フィレレちゃんは、手をぱたぱた振りながら去っていった。

　こうして見ると、まだまだ無邪気な女の子だ。

「ところで三み咲さき、さっきなんか言いかけてなかったか？」

「ん～～？　何のこと？」

「あ、いや………」

　忘れちまったのか？　ってことは、大した用じゃなかったのかな？

「さ、あたしたちも帰ろ！　リリガルドは夜になるとホントに真っ暗になっちゃうからね！」

「お、おう」

　急に話題を変えられたような気もしたけど、俺はそれ以上追及することもなく、三み咲さきと並んで帰宅の途に就ついた。

「お待ちください、ユウタ殿」

　だがその時、またしても背後から俺を呼び止める声が。

　その声は……変態女騎士！

「ってあれ？　声はするけど姿が……」

「ここです」

　まさか……上!?

　見上げると、空には巨大な凧たこに貼はり付ついた女騎士が浮かんでいた。


「さーて、糸を切るか」



「お待ちくださいユウタ殿！　わたしの話を聞いてください！」

　女騎士は、風に乗ってすーっと地面に降り立った。

「こんばんは、ベルベリンデさん！　やっと元気になったんだね！」

「この世に姫様がいらっしゃる限り、姫様グッズは絶えることがございません」

　こいつ、また何か盗みやがったな。帰ったら押し入れのガサ入れだ。

「で、何の用ですか？　俺たち、もう帰るとこなんすけど」

「……ユウタ殿、一言申し上げておく。あの娘の家に行くのはやめておきなさい」

「は？　いきなりどうしてですか？　もしかして、アクセリアのこと心配してるんですか？」

「いいえ、姫様のことは関係ありません。心配しているのは、むしろ貴殿の方です」

「俺の？」

　珍しいな、ベルベリンデさんが俺のこと心配するなんて。明日は隕いん石せきでも降るんじゃねえか。

「家庭の様子なら、あの娘の弟に聞けば分かりましょう。わざわざ家に行く必要もないはず」

「けど、せっかく家に呼んでもらったんですし」

　俺が行くと言った時のフィレレちゃんの嬉うれしそうな顔を思い出すと、いまさら断るなんて、とてもじゃないけどできない。

「ねえねえベルベリンデさん。どうして急にそんなこと言うの？」

「ミサキ殿に理由を言う必要はありません。世の中には知らない方が良いいこともある」

「でも、由ゆう太たが困って──」

「いいですか、わたしは止めました。あとはユウタ殿がご自身で判断されるがいいでしょう」

　それだけ言い残すと、ベルベリンデさんは凧たこを持って歩み去っていった。

「ねえ由ゆう太た。ベルベリンデさん、どうやってあの凧たこに乗ったんだろうね」

　三み咲さきが隣で何か呟つぶやいていたが、俺はベルベリンデさんの言葉が気になって、それどころではなかった。
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　狭いドアをくぐると、ルアールさん一家が明るい声で迎え入れてくれた。

「いらっしゃいませ、旦だん那な様さま！　このたびはフィレレの誕生日祝いにようこそお越しくだせえました！」

「先生……こんにちは」

「こんにちは。フィレレちゃん、呼んでくれてありがとうね」

　今日のフィレレちゃんは、ポニーテールにした水色の髪に、お母さんから借りた貝殻の髪飾りを付けている。ちょっと雰囲気が違うと思ったら、うっすら口紅も塗ってるみたいだ。

「見てやってくだせえ、旦だん那な様さま。うちの娘もなかなかのもんでしょ」

「ねえ旦だん那な様さま。姉ちゃん、今日は朝からずっとめかしこんでたんだよ」

　細い腰には、ふだん見かけない鮮やかなブルーの帯が巻かれている。

「フィレレちゃん、その帯は？」

「お母さんからの……誕生日プレゼント。今日のために……織ってくれました」

「そっか、良かったね。その……すごく似合ってるよ」

　勇気を出して、言ってみた。

　フィレレちゃんは、恥ずかしそうに頰ほほを染める。

「姉ちゃん、ぼくも誕生日プレゼント用意したよ！　ほら、そこの水路で見付けたカエル！」

「ひぃっ！　や、やめて、近付けないで」

　慌てて俺の背中に隠れるフィレレちゃん。

「こらオシュラ、カエルはお姉ちゃんが怖がるから水路に返しなさいって言っておいただろ」

「えー。せっかく誕生日プレゼントに獲とってきたのにー」

　姉の苦労が偲しのばれるな……。

「それじゃ、これは俺からのプレゼント」

　俺が持参したのは、ケータイのストラップを改造して作ったネックレス……っぽいものだ。

　分かってる！　俺だってホントはもうちょっといいものあげたかったさ！

　けど、島じゃすぐに用意できるものなんて限られてるんだよ……。

「わあ！　先生、ありがとう！」

　だがフィレレちゃんは、嬉うれしそうに俺のプレゼントを抱きしめてくれた。瞳ひとみには、うっすら涙がにじんでいる。

「ご、ごめんねフィレレちゃん。こんなものしか持ってこれなくて」

「いいえ……すごく、うれしい……!!」

　そんなに喜ばれると、かえって申し訳ないような……。

「それにしても、今日はホントにめでてえこってす。まさか旦だん那な様さまが、うちの娘なんかをお妾めかけにもらってくださるだなんて」

「え!?　ちょっ、フィレレちゃん!?」

「将来的には……そうなります」

　いやいやいや、何断言しちゃってるの!?

「けど姉ちゃん、先生は男の人が好きなんだって、学校のみんなが話してたよ？」

　それな。

「そのことなら……心配ない。両方好きになってもらえばいい」

「驚くべきポジティブさ！」

　俺は一体どんなキャラにされようとしているのか！

「まあまあ旦だん那な様さま。今日はせっかくなんで、フィレレの学校での様子も伺いたいと思ってたんでさ。なあ、母さん」

　フィレレちゃんのお母さんも笑顔で頷うなずく。

「旦だん那な様さま、フィレレったら毎日、先生のことばかり話すんですよ？　今日の先生は頭に寝ぐせが付いていたとか、鼻毛が三本出ていたとか」

　それ学校の話じゃなくて、俺の悪口じゃね!?

「とほほ……まさか生徒の家で俺の恥ずかしい話が話題になってたとは……」

「でもね、旦だん那な様さま。フィレレったら、本当に嬉うれしそうに学校での出来事を話すんです。わたし、それがとっても嬉うれしくて」

「そういうわけで旦だん那な様さま、貧乏暮らしでロクなものはご用意できませんが、魚とエールだけはいくらでもあります。今日は存分に召し上がっていってください」

「は、はい……」

「先生……今日は海で獲とれたお魚のパイを作ってみました」

　その形は、コバンザメ！

「じゃ、じゃあ、いただこうかな……」

　フィレレちゃんの手料理は、食べてみると見た目よりもずっと美お味いしかった。
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「あの、そろそろ俺、帰ろうと思うんですけど……」

「がっはっは！　まあそう言わずに、もっとゆっくりしてってくだせえ、旦だん那な様さま！」

　エールをがぶ飲みしたルアールさんは、すっかり出来上がってしまっていた。

「ごめんなさいね、旦だん那な様さま。うちの人、普段はこんなに飲まないんですけど、旦だん那な様さまがきてくださったことがよっぽど嬉うれしかったみたいで」

「そ、そすか……」

　そう言ってもらえるとこっちも嬉うれしいけど、ちょっと困ったな。

「はぁ……はぁ……」

「あれ？　どうしたの、フィレレちゃん」

　ふと隣を見ると、フィレレちゃんが何だか苦しそうに喘あえいでいる。

「まあ、大変。フィレレ、お風ふ呂ろに入ってきなさい」

「お母さん……まだ、大丈夫……だから」

「何を言ってるの。こんなところで体調を崩したら、せっかくきてくださった旦だん那な様さまにご迷惑でしょ？」

「そう言うお母さんこそ……つらいくせに……」

「わたしはまだ大丈夫。あなたの方が先よ」

「フィ、フィレレちゃん。身体からだの具合が悪いんだったら、お母さんの言うとおりにしなきゃ」

「で、でも……わたしがお風ふ呂ろに入ったら……先生、帰ってしまうでしょ……？」

　ギクッ。

「大丈夫だよ、お姉ちゃん。先生、待っててくれるから」

　おい弟。

「よろしいのですか、旦だん那な様さま？」

「ももも、もちろんですよ、お母さん！　やだなあ、俺が帰っちゃうなんて！　さあフィレレちゃん、安心してお風ふ呂ろに入ってきな！」

「はい………」

　俺が帰らないと分かったフィレレちゃんは、ホッとした様子で奥の部屋へと下がっていった。

「やっぱり、フィレレちゃん、大変なんですね」

「ええ。でも、すぐ近くに水路ができたおかげで本当にラクになりました。娘が学校へ行けるようになったのも、旦だん那な様さまのおかげです」

「お母さんは大丈夫なんですか？」

「大丈夫……と言ったらウソになりますけど、こうやって座ってる分には、まだ平気です」

「そうですか……」

　昼間からエールをがぶ飲みし続けていたルアールさんは、テーブルに突っ伏していびきをかき始めていた。

「オシュラ、お父さんをベッドに寝かせてあげて」

「うん！　ほら父ちゃん、こっちだよ」

「んがっ………む、んむ」

　泥でい酔すいしたルアールさんを、オシュラが無理やり引っ張っていく。

「俺も手伝おうか──」

　と言いかけた、その時。




〝きゃあああああああああああああああああああああああ！〟




　奥の部屋から、絹を引き裂くような鋭い悲ひ鳴めいが響き渡った。

「フィレレちゃん!?」

　俺は反射的に立ち上がり、奥の部屋へと続くドアに駆け寄る。

「あっ！　旦だん那な様さま、待っ──」

　ドアを開けた俺の視界に映ったのは、

「フィ、フィレレ……ちゃん？」

　ひっくり返った風ふ呂ろ桶おけと、

　小さなカエルに怯おびえる……




　一人の美しい人魚だった。
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　テーブルを挟んで、水色の髪の少女がしゅんと肩を落とした。

「フィレレちゃんが人魚とは知らなかったよ。けど、どうして隠してたんだ？」

「お母さんから……そうするように、教わりました」

「お母さんから？」

「………………」

　隣で目を伏せる、フィレレちゃんのお母さん。

「旦だん那な様さま、家内や娘を責めないでやってくだせぇ。俺らはここへ越してくる前、人魚の血が混じってるってだけで随分ひどい仕打ちを受けてきたもんですから」

「え？　どうして人魚の血を引いてるってだけで……」

　お母さんが、怯おびえるような目で俺の質問に答える。

「わたしたち人魚は、魔力のこもった歌で船を引き寄せ、沈めてしまう力を持っております。そのことを恐れ憎んでいる人間は、少なくありません」

「でも、ここはリリガルドですよ？」

　イグザリアさんによれば、他のみんなも多かれ少なかれ、似たような境遇に晒さらされてきた人ばかりのはず。少しはお互い理解し合えるんじゃ……。

「ええ。たしかにこの村は気のいい人たちばかりです。けど、前の村だってそうだったんです。それが、わたしと娘が人魚の血を引いてると分かった途端に……」

　すっかり酔いから醒さめたルアールさんが、深々と頭を下げる。

「お願ねげえします、旦だん那な様さま。このことは、村の連中には内緒にしておいてくだせえ。仲間たちにはウソついてるみてえで気が引けますが、俺ぁ家内や娘が不ふ憫びんで」

「旦だん那な様さま、わたしのことはいいんです。けど、娘のことを思うと……」

　二人の言葉に、俺は黙って頷うなずくことしかできなかった。
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「そうですか。ユウタ殿も知ってしまいましたか」

　リビングのソファで、ベルベリンデさんがそっと溜ため息いきをついた。

　台所の方から、冷蔵庫のコンプレッサーの音が静かに響いてくる。

「ベルベリンデさんは、ご存じだったんですね？」

「ええ。我がクロス家は新たに領内へ移住してくる者たちの世話を任されておりますので、領内の事情には多少なりとも精通しております」

「このことを知っているのは？」

「我がクロス家と、イグザリア様くらいでしょう」

「アクセリアも知らないんですか？」

「姫様もご存じありません。我がクロス家でも、知っているのは女おんな衆しゆうだけです」

「へ？　どうして女性だけ？」

「いつ何なん時どき人魚の姿に戻ってしまうか分からない彼女たちは、下穿きを着用できないという重大な秘密を抱えているからです。ですからユウタ殿にも黙っていたのですが、こうなってしまっては致し方ありますまい」

「………いや、あの……俺、そこまでは知らなかったんですけど？」




　…………………。




「そうですか。ユウタ殿も、知ってしまいましたか」

　お前のせいだ、お前の！

　つーかあの二人、実はノーパンだったのか……。

　フィレレちゃんは幼女だから別に何も感じないけど、奥さんまで穿はいてなかったのかと思うと……めっちゃドキドキする。

「けど、不思議ですね。水を浴びると人魚の姿に戻っちゃうなんて」

「恐らく人間の血が混じっているからでしょう。あの母はハーフ人魚、娘はクウォーター人魚になります。しかし水を浴びた時の彼女たちは本物の人魚そのもの。水の中を何時間でも泳げますし、その気になれば、かなり強力な水魔法も行使できるはず」

「そう………なんですね」

　不意にベルベリンデさんが、鋭い視線を俺に向けてきた。

「どうなさいますか、ユウタ殿？」

「どうする、って言いますと？」

「相手は危険な力を宿した妖あやかしの子です。今後、トラブルを起こす可能性は少なくありません」

「そんな……どうするもこうするもありませんよ。フィレレちゃんはフィレレちゃんのままだし、俺の大事な生徒であることに変わりありません。彼女には、これまでどおり学校にくるよう言ってあります」

「それが、他の生徒たちの身に危険を及ぼしかねないとしても？」

「たしかにその危険はあります。けど、昔親おや父じが言ってました。迷った時は、右でも左でもいいから、とにかく信じた方に向かって進めって。一番いけないのは、その場で立ち止まってしまうことなんだと」

　フィレレちゃんを学校に受け入れることでどんな問題が起こるのか、いまの俺には予想もつかない。ましてや何が起きても彼女や他の生徒たちを守り抜くだなんて、俺にはとても約束できそうにない。

　けど、ここでフィレレちゃんを切り捨てるのは、何か違う気がする。

　いまはただ、その直感を信じて真まっ直すぐ突き進むのみだ。

「フッ。その言葉を聞いて、安心しました」

「え？　ベルベリンデさんは、フィレレちゃんを学校に通わせることに反対なんじゃ……」

「まさか。もしここでユウタ殿がルアール家の娘むすめ御ごを見捨てると言うのであれば、この場で姫様と離縁していただこうと考えておりました」

「要するに、俺を試したってわけですか？」

「試したとは人聞きの悪い。わたしは最初からユウタ殿がそのように答えるだろうと確信していただけです」

　ったく、相変わらず油断も隙すきもねえ人だな。

「ま、肝心のアクセリアからは、俺が同性にしか興味がないと思われてるわけですけどね」

「ああ、そのことでしたらご心配なく。このベルベリンデが手を打っておきました（ニヤリ）」

「へ？」

　ドタドタドタ！

「ユウタ様ぁー!!」

「ん？　ア、アクセリア？」

「ユウタ様……見付けました。ユウタ様が……女性を愛されているという物的証拠を！」

　階段から駆け降りてきたアクセリアの手に握られているのは、

「それは……俺のけしからん本！」

　どうけしからんかは、けしからんため説明できないッ。

「昨日からずっと探していたのです。まさか引き出しを二重底にしていようとは、わたくし夢にも思いませんでした。他にもこんなにたくさん……[image: かんたんふ]」

　そうか！　だからアクセリアは、昨日一人で先に帰ったのか……!!

「でも、どうしてあの隠し場所が……」

　ハッ！

「ユウタ殿……。クロス流瞳どう術じゆつ、万まん華げ鏡きよう透察眼の力を甘く見ないでいただこう」

　いや、ただの覗のぞき見みでしょそれ!?

「ユウタ様、ご安心くださいまし。最初はわたくし、ひどく困惑いたしましたが、お母様にお見せしたところ、殿方が婦女子の裸体に興味を抱くのは健全な証拠と教わりまして、広い心で受け入れようと決意した次第です！」

「イグザリアさんにも見せちゃったのおおおおお!?」

　もう恥ずかしくてお城に行けない！

「その他、領内のご婦人方にも多数ご相談いたしましたが、皆さんご一様に、男とはこういうものだから気にしないようにとおっしゃってくださいました！」

「殺せえええええ！　いますぐ俺を殺せええええええええ！」

「ユウタ殿、強く生きられよ（ポンッ）」

　だからお前のせいだ、お前のッ！

「ユウタ様……その……わたくし、妻としてがんばりますので、今後このような書物は、なるべくお控えくださいますよう（もじもじ）」

　もはや突っ込む気力さえ起こらない。

　こうしてプライベートの隅々までジェノサイドされた俺は、今度こそベルベリンデさんに見付からない隠し場所を求めて、新たな研けん鑽さんの日々に身を投じたのだった。
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　広間へと続く長い廊下、小さな背中が、とぼとぼと俺の前を歩いていた。

「あ……えーと、おはよう、フィレレちゃん！」

　思い切って笑顔で声をかけると、水色の髪の少女は不安げな瞳ひとみで振り返った。

「あ……先生」

「た、体調はどう？　つらくなったらいつでも言ってね」

「はい。それより、昨日は……すみませんでした。その……大事なことを黙っていて……」

　ドキッ！

　なんかすっげえ気まずい……。

「い、いいっていいって。俺の方こそ、何も考えないで飛び込んじゃって、ホントごめんね」

「う…………!!」

　突然、フィレレちゃんの頰ほほが真っ赤に染まった。

「どうしたの、フィレレちゃん？」

「わたしのすべてを見られた以上、先生には責任を取ってもらうしか……（ごにょごにょ）」

　小声でよく聞き取れないけど、なんかまずいこと言っちゃったかな……。

「とにかく、今日はちゃんときてくれてホッとしたよ。これからも一緒に勉強頑張ろうね」

「せ、先生…………」

　フィレレちゃんは一瞬驚いたような表情を浮かべると、笑顔で「はい！」と力強く頷うなずいた。




　授業の方は、思った以上に順調だった。マンガ効果で、子供たちは意欲的に勉強に取り組んでいる。

　ただ、そのおかげで、別の問題も起こりつつあった。

「先生ー。まだ次のページいかないんですかー？」

「ちょ、ちょっと待ってくれな。いいかい、これとこれを足すとこの数字になるから──」

　さすが大きい子たちは要領も身に着いていて、同じことを教えても断然飲み込みが早い。

　一方、小さな子供たちは、繰り返し教えてやらないと簡単には身に着かない。

「ユウタ様。よろしければ小さい子たちはあちらの方に集めて、わたくしが異世界ユングリング語の授業をいたしましょうか？」

「そうだなあ……けど、二か所に分かれて授業をやると、声が被かぶって聞き取りづらいって言われちゃうし……」

「先生ぇ～～……」

「ん？　どした、オシュラ？」

「おしっこぉ～～……」

「あー、分かった。行ってこい。次からは授業が始まる前に済ましとけよ」

　年上の子たちは、授業が中断されて少しイライラしている。

　そろそろ大広間の仮教室では限界かもしれない。

「しゃーない。アクセリア、やっぱり小さい子たち頼むわ。声が聞き取りづらいのは我慢してもらうしかねーだろ」

「はい、かしこまりました。では七歳までの皆さんは、こっちにきてくださーい」

　アクセリアが、子供たちを引き連れてホールの壁かべ際ぎわへと移動していく。

　ああやって見ると、アクセリアも意外とお姉さんだな。

「ふう。これで少しは落ち着いて授業ができる」

　だがその直後、

　ガシャーン！

「うお!?」

　な、何だあ？　何かが派手に崩れたような音がしたけど……。

「ユウタ様！　いまの音……もしやオシュラさんが！」

　アクセリアの言葉に、俺はハッとして立ち上がった。

「悪いがアクセリアはみんなを頼む！　俺はオシュラを探しに行ってくる！」

「は、はい！」

　手始めに城のトイレを探してみたが、案の定、オシュラの姿は見当たらない。

　あいつ、一体どこに行ったんだ……？

「あ、由ゆう太た！　ちょうど良かった！」

　しばらく探し回っていると、三み咲さきに声をかけられた。

「悪い三み咲さき、いまそれどころじゃ──」

「あのね、この子が倉庫に忍び込んでたんだけど」

「って、オシュラ!?」

　お前、こんなところにいたのか！

「おっきな音がしたもんだから倉庫を覗のぞいてみたらさ、この子がぴーぴー泣いてたんだよー。なんか、飾ってあった鎧よろいを倒しちゃったみたい」

「ぐすっ。先生、ごめんなさい……」

　まったくこいつは……。

「怪け我がはないか、オシュラ」

「うん」

「とりあえず、倉庫の様子を見に行ってみよう」

　三み咲さきに案内されて倉庫に入ると、中ではベルベリンデさんが待っていた。

「ユウタ殿、危ないところでしたな」

「え？　何かまずいことが……」

「その子は危うく、呪のろいの鎧よろいに心を奪われてしまうところだったのです」

「の、呪のろいの鎧よろい!?」

　倉庫の床には、禍まが々まがしい装飾を施ほどこされた鎧よろいが横たわっている。

　こいつがその、呪のろわれた鎧よろいってやつか……。

「いえ、それはわたしが趣味でデザインした鎧よろいです」

「紛らわしいもん置いとくな！」

　しかしベルベリンデさんなら、この悪趣味な鎧よろいもバッチリ似合いそうだな。

「問題の鎧よろいはこちらです」

「こ、これは……!!」

　そこにあったのは、毒々しい光こう沢たくを放つ、漆しつ黒こくの──

　ビキニアーマーだった。

　って、またそれかよ！

「一度装着するとトイレの時以外脱げなくなるという、恐ろしい鎧よろいです」

　なにそれこわい！

「ちなみにわたしが作りました」

「やっぱりあんたか！」

　異世界ユングリングで起こる事件の大半は、この女騎士が起こしてるような気がする。

「ふぇ～。オシュラ君、ほんと危ないとこだったねぇ～」

　まったくだ。こんなもん着て過ごす羽目になったら、俺だったら三日で発狂するわ。

「ルアール家の息子よ、この世には危険なものがたくさんある。ゆめ気を付けることだな」

　あんたが作ったんだろうが。

「しかし冗談はさておき、呪のろいのアイテムがあるなんて聞いたら、子供たちを自由に歩かせるのも考えもんだよな……」

「他にも、被かぶると無む闇やみに『ＷＲＹＹＹＹＹＹ』と叫び出したくなる石の仮面や、身に着けると頭部が狼おおかみのような形状となって狂戦士と化す鎧よろいなど、危険なアイテムが多数あります」

　そりゃ危ねえな……色んな意味で。

「お城を学校代わりにするのは限界……か」

　しょぼんと項うな垂だれるオシュラの姿を見て、俺は思わず腕組みをした。
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「──というわけで、皆さん、どうか新しい学校づくりに協力していただけないでしょうか」

　お城の広間に集まった領民たちに訴えかけると、打って響くように声が返ってきた。

「うちは構わんよ」

「あたしんとこも、ねえ、あんた」「おう」

「学校に通うようになってから、うちの倅せがれたちもずいぶん仕事の飲み込みが早くなりました。旦だん那な様さまのためだったら協力は惜しまねえよ」

「皆さん……ありがとうございます！」

　どうやら学校は、思った以上にみんなから好評らしい。

「で、協力って言いますと、俺らは何をしたらいいんですかい？」

「そうですね……敷しき地ちの選定に建材の調達に……課題はいろいろありますけど、まずは新しい学校の設計図を作れる方がいてくれたらなと」

「そんだったら、鍛か冶じ屋やのボルグさんが適任だ」

　みんなの視線が、隻せき眼がんの小柄なおじさんへと集中する。

　鍛か冶じ屋やのボルグさん。フィレレちゃんの友人、ザックスのお父さんだ。

　俺が学校を始めた時は、ボロクソに言われて追い返されたんだけど……。

「ボルグさん……ご協力、していただけますか？」

　恐る恐る尋ねる俺に、ボルグさんはギロリと鋭い視線を向けた。

「お断りでさあ」

「────!?」

「前にも言ったとおり、俺は倅せがれを学校へ行かせることにそもそも反対だったんでさあ。おかげで鍛か冶じ仕事叩たたき込こむ時間が減っちまって、倅せがれの行く末が心配だ。学校を大きくするために力を貸すなんて、俺は御免こうむりてえ」

　他の領民たちが、ボルグさんをたしなめる。

「ボルグさん、あんた、旦だん那な様さまに向かってその言い方はねえだろ」

「そうだそうだ。旦だん那な様さまは村の恩人でねえか」

「やかましい！　この際だからハッキリ言わせてもらうけどなあ、俺はどいつもこいつもニホンかぶれになっちまってるのが心底気に入らねえんだ！」

「ニ、ニホンかぶれって……ボルグさん、そりゃ言いすぎだろ」

「言いすぎじゃねえさ。お前らだって、ホントは何でもかんでもニホンのやり方を押し付けられることにうんざりしてるんだろ？」

「別に、そんな……」

「そこのお前も、こないだは『倅せがれを学校に行かせるようになってから、すっかり理屈っぽくなっちまっていけねえ』って言ってたじゃねえか」

「いや、それはあんたがそう言うから、つい頷うなずいちまっただけで……」

「いいかい、旦だん那な様さま。俺らには俺らの伝統とか、やり方ってもんがある。あんたはそれを、ぶち壊そうとしてるんだ」

「お、俺が……伝統をぶち壊そうとしてる……？」

　以前、美み羽うさんに言われた言葉が脳裏を過よぎる。

　一方的に日本の教育を施ほどこすのは、時として文化的侵略行為になり得ると。

「あんたは自分じゃ親切のつもりかもしれんが、俺から言わせりゃ、そんなのただの自己満足だ。ニホンのやり方を押し付けるのは、いい加減やめにしてくだせえ」

「ボ、ボルグさん……」

　とそこへ、ボルグさんの怒ど鳴なり声ごえを聞き付けたザックスが駆け込んできた。

「父ちゃん！」

「あん？　ザックスでねえか。どうした？」

「父ちゃん、いつも言ってるじゃねえか！　ぼくは学校が好きなんだ！　いい加減、学校行くの邪魔しねえでくれよ！」

「じゃ、邪魔だと!?　てめえ、親に向かって何て口くち利ききやがる！」

　あわわ……ケンカが始まっちまった。

「何だよ、二言目にはいつも親が親が、って！　親がそんなに偉いのかよ！」

「こ、この野郎、産んで育ててやった恩を忘れやがって……!!」

「誰も産んでくれなんて頼んでないもん！」

「な、何だとぉ……!?」

「ボルグさんもザックスも、落ち着いて──」

「旦だん那な様さま！　こいつは家うちの問題だ！　口出さないでもらいやしょうか！」

「そうだよ先生！　こいつはぼくと父ちゃんの問題だ！　先生は黙ってて！」

　似たもの親子っつーか、頑固なところはそっくりだ。

　結局俺たちは、ボルグさん親子が気の済むまで暴れ回るのを、そばで眺めていることしかできなかった。
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　どんよりとした空を見上げ、俺は深い溜ため息いきをついた。

「はあ～～。俺のやってることは、押し付けだってよ………」

「まあまあ由ゆう太た。今日は『ひんぎゃサウナ』で、さっぱり疲れを癒いやそうよ」

　カルデラ山の内側、そそり立つ屛びよう風ぶのような峰々を見上げる斜面に、我ら青あお根ね島しま村唯一のレジャースポット「ひんぎゃサウナ」は立っている。

　ひんぎゃとは、悲ひ鳴めいのことではない。「火の際きわ」がなまった言葉で、要するに火山に熱された水蒸気が噴き出すホットなエリアのことである。

「なんかここにくるのも久しぶりだな……」

　夏休みに入ってからも働きづめだった俺たちにとって、サウナは心の洗濯みたいなもんだ。

　今日は日曜日だし、ゆっくり羽を伸ばすとするか。




「──って、何でアクセリアが男湯にいるわけ!?」

　ガラス戸を開けて真っ先に視界に入ったのは、タオルを巻いたエルフ耳の美少女の姿だった。

「ユウタ様、そんなにジロジロ見ないでくださいまし。ですが……ユウタ様がご覧になりたいとおっしゃるのでしたら、わたくし、覚悟完了できております（ポッ）」

「待て待て待て！　俺は覚悟未完了だ！」

「それにしてもユウタ様、妻を置いてお風ふ呂ろに行かれるなど、ひどいではございませんか」

「あ、いや、なかなか下りてこないから、寝てるのかなーと思ってさ」

　つか、いつの間に追い着いたんだ、この子？

[image: ]

「まあ。わたくしのことを心配してくださったのですか？」

「ああ………うん」

　そうなんだけど、あんまりタオル姿でぐいぐい近付いてこないでくれるかな。俺のエクスカリバーが危険な状態だから。

「ふふ。実は本日は、ユウタ様のお疲れを癒いやして差し上げようと、急いで先回りしてお待ち申し上げていたのです」

「そ、そうなの？　けど、さすがに男湯で待ってるのは──」

「ユウタ殿！」

　ザッバァァァァアアン！

「うおわっ!?」

　突然、浴槽の中からビキニアーマーの女騎士登場！

「姫様のことならご心配なく！　このベルベリンデが、全身全霊でお守り申し上げておりますゆえ！」

　こらこら、ビキニアーマーを着たままお風ふ呂ろに入っちゃいけません！

「けど……そうは言いますけど、もし他の人が入ってきたら」




〝いやー、暑い日はサウナに限りますなあ〟

〝そうそう。逆に目いっぱい汗を流すに限る〟




　って、言ってるそばから男の声がああああ[image: かんたんふ]

「いけません、姫様！　脱出いたしましょう！」

　すかさず換気用の窓から身を乗り出す女騎士。

「いや、ベルベリンデさんはいいかもしれませんけど、アクセリアは裸ですよ!?」

「ユウタ殿……わたしは一向に構いませんが？」

　おい鼻血鼻血！

「ベルベリンデ、あなたは先にお逃げなさい。わたくしには考えがあります」

「ひ、姫様!?」

　そうこうしている間に、曇りガラスに屈強な男たちの影が映る。

「さあベルベリンデ、早く！」

「姫様……後で必ず助けに参ります！」

　ベルベリンデさんが窓から身を翻ひるがえした直後、

　ガラガラガラ！

　ドアが引かれ、数人のおっちゃんたちがサウナに入ってきた。

「おう、由ゆうちゃんじゃねえか。珍しいな」

「あ、ども。こんちゃ」

　声をかけてきたのは、こないだルアールさんと一緒に漁をした浜はま田ださんだ。

　描写するのはためらわれるが、一言で言うと、大変ガチムチなお方である。

　一方アクセリアはどうしたかというと……。

「（ぶくぶくぶく）」

　俺の背後でお湯の中に身を隠していた。

　普通だったら確実に溺でき死しコースだが、アクセリアは水魔法と風魔法を駆使することで、水中でも呼吸をすることが可能なのだ！　……すげーな精霊魔法。

「（大丈夫か、アクセリア？）」

「（こくこく）」

「何か言ったかい、由ゆうちゃん？」

「いや、何も！」

　現在のフォーメーションを解説すると、アクセリアの膝ひざの上に俺が乗っかってる感じ。

　ふつうこういうシチュエーションって男女逆なんじゃないかって気もするが、どちらにしろピンチであることに変わりはない。

「にしてもよぉ、島の隣にあんなもんがきちまったから、漆うるし原ばらんとこの坊ぼう主ずも大変だよなあ」

　洗い場に並んだおっちゃんの一人が、野太い声で言った。

「へ？　あ、いや。それほどでも……」

「浜はま田ださんとこだって、漁の時は大変だったんだろ？」

「まあ俺も最初は不安だったけど、慣れれば気のいい連中だぜ？」

　浜はま田ださん、ルアールさんと仲良くなってくれたんだな……。

「まあでも何だ……連中、とんでもなく貧乏だって言うじゃねえか。こう言っちゃなんだけど、そのうち島に入ってきて盗みとかやらかすんじゃねえか？」

「お、おい。お前、言っていいことと悪いことが──」

「あー、浜はま田ださんには悪いけどよ、実は俺もそう思ってるんだ」

「って、あんたまで……」

「すまねえな、浜はま田ださん。正直言っちまうと、あいつら早くいなくなってくれねえかなって、多分みんなそう思ってるよ」

「………………」

　情けないことだが、俺には会話に割り込んで反論する勇気が出てこなかった。

　だって、俺も同じ島の人間だから。外からやってきた連中を警戒してしまう気持ちは、痛いほどよく分かる。

「（ぶくぶくぶく）」

「ん？」

　ふとお風ふ呂ろの中を見ると、アクセリアの顔がゆでだこのように真っ赤になっていた。

　やばい！　またアクセリアがのぼせちまった！

「そんじゃ、身体からだ洗ったところで、サウナに入るか！」

「おうさ！」

　幸いにも、浜はま田ださんたちはサウナ室へと入っていく。

　俺は全員浴室からはけたのを確認すると、急いでアクセリアを引き上げ、脱衣所にダッシュしたのだった。
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「はぁ～～～～～～」

「どしたの由ゆう太た、家に帰ってきても溜ため息いきばっかり。せっかくサウナ行ったのに、なんか逆に元気なくなったみたい」

　本日何度目か分からない溜ため息いきを聞いて、三み咲さきが心配そうに俺の顔を覗のぞき込こんだ。

「まあ、サウナでいろいろあってな……」

　事情を説明すると、三み咲さきは「あちゃ～～」と盛大に顔をしかめた。

「それでアクセリアちゃんも一緒に沈んでるわけかー。おまけに由ゆう太たってば、アクセリアちゃんと一緒にお風ふ呂ろ入ってたなんてね～……」

「に、睨にらむなよ！　大変だったんだぞ、こっちは！」

　島のみんなには不信感を持たれてるだろうな～と思っていたが、面と向かって言われると、結構メンタルにくるもんだ。

　おまけにアクセリアは箱入り娘だから、余計にハートが傷付いたとみえる。

「ユウタ様……わたくしたちは、青あお根ね島しま村の皆様に嫌われているのでしょうか……」

「まあ、好かれてはいないかもな……」

　学校建設はボルグさんの反対で進まないし、青あお根ね島しま住民との間にできた溝みぞも、いまだ埋まる気配がない。

　これまで何だかんだで順調に進んでいたのが、ここへきて急に行き詰まってしまった感じだ。

「住民トラブルか～。ザックス君とこの親子ゲンカも、すごかったよね～」

「まあな。ただ俺……正直言うと、あいつがうらやましいんだよ」

「はにゃ？　うらやましいって……どうして？」

「だって、あいつはまだ親おや父じさんとケンカできるわけだろ？　俺なんか、もうケンカしたくてもできないからな……」

　親おや父じは俺が小学生の頃、事故で死んじまった。

　感謝、文句、謝罪……山ほど言いたいことはあるけれど、いまはもう伝える術すべがない。

「あの、ユウタ様。ユウタ様のお父様は、どんなお方だったのですか？」

「んー、どんなって言われると難しいけど……」

「ほら由ゆう太た、これ見せてあげればいいじゃん！」

　そう言って三み咲さきが引っ張りだしてきたのは、家族の思い出が詰まったアルバムだ。

「まあ！　これがユウタ様のお父様ですか！　ユウタ様にそっくりです！」

「だよねー。由ゆう太たはお父さん似だよねー」

「あの、お母様のお姿を写したものが見当たらないようですが？」

「ああ、それはいいんだ……」

「…………？」

「ほらアクセリアちゃん、見て見て。こっちは由ゆう太たのお父さんがちっちゃかった頃の写真だよ」

「まあ、可愛かわいらしい！　本当にユウタ様そっくりですね！　これは、青あお根ね島しまではないようですが、どちらへ行かれた時のお姿なのでしょう……」

「さ、さあ……どこ行ってたんだろうな……」

　改めて問われ、気が付く。

「どうしたの、由ゆう太た？」

「いや……俺、親おや父じのこと、ホント何も知らないんだなって思って」

　親おや父じが生きてる時は、ずっと一緒にいられるような気がしていた。けど、本当は違った。家族が一緒にいられる時間なんて、一生の間のほんの短い期間でしかない。

　俺みたいに親おや父じが早く死んじゃった奴やつはもちろん、長生きしてたって、朝から晩まで四六時中、同じ空間で過ごしてるわけじゃない。

　そう……親おや父じと一緒に過ごした時間は、これから過ごす親おや父じがいない時間に比べれば、ほんの一いつ時ときのことでしかなかったんだ。

　親おや父じ、あんたはどんなこと考えながら大きくなって、どんな気持ちでこの村で働いて、どんなことに悩んだり喜んだりしながら俺を育ててくれたんだろうな。俺、何も知らねえよ……。

「由ゆう太た………もしかして、泣いてるの？」

「へ!?　あ、いや、泣いてねえよ!!」

　おい、マジな顔するなよ三み咲さき！

　お前までそんな顔してると、俺までつらくなっちまうじゃねえか！

「ねえ由ゆう太た……」

　不意に三み咲さきが、遠くを見るような目で言った。

「これまでやってきた授業って、ホントに由ゆう太たがやりたい授業だったのかな……」

「は？　やぶから棒に何だよ……」

「ほら、マンガとかアニメでもさ、ホントに面白かったら人に言わずにおれなくなるっしょ？　あたしね、子供たちに何かを教えるのも、それと同じじゃないかって思うんだ」

「ど、どういうことだよ……？」

　たしかに三み咲さきから薦すすめられて大好きになった作品はいっぱいあるけど、それと教育に何の関係があるって言うんだ？

「つまりね、由ゆう太たが人生で出会って、心からみんなにも伝えたいと願ったもの……そういうものだったら、子供たちにも自然と伝わるんじゃないかなって……」

「俺が……心から、伝えたいと願ったもの……」

　言われてみれば、俺がこれまで考えてきたことは、生徒の興味を惹ひくにはどうしたらいいかとか、少しでも飽きさせないためにはどうすればいいかみたいな、小手先のテクニックばかりだった。

「だからね、こういうのはどうかな。あのね………」
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　三み咲さきが炊飯ジャーを開けると、甘いごはんの香りがダイニングいっぱいに広がった。

「みうみう、おかわりする？」

「あ、はい。ありがとうございます」

　そろそろ頃合いかな。

　俺はタイミングを見計らい、ある計画をみんなに切り出す。

「あのさ。実は俺、青あお根ね島しまの小学校とリリガルドの学校で、合同の授業参観やろうと思うんだけど」

　百もも花か姉ちゃんの箸はしがピタリと止まった。

「あん？　いきなりどういうことだ？」

「いや、リリガルドの学校でさ、ひどい親子ゲンカしてる子がいるんだよ。だからさ、仲直りするきっかけに、自分の両親の生い立ちを聞き取ってもらって、授業参観で発表してもらおうと思うんだ」

　ザックスも、いまのままじゃ、いつか俺と同じように後悔する日がくる。俺の生徒に、そんな思いはさせたくない。

　すぐに否定されると思ったが、意外にも百もも花か姉ちゃんは、箸はしを置いて尋ね返してきた。

「親のことを聞いて作文で発表させるだけなら、お前んところの学校の中だけでもできるだろ。どうして島の学校も巻き込む？」

「あー…それはほら、ちょうどいいかなって思って」

「ちょうどいい？」

「だって百もも花か姉ちゃん、前に言ってたろ？　〝10〟伝えたいことがあったら、まず〝８〟耳を傾けろって。青あお根ね島しまのみんなもリリガルドのみんなも、お互いに言いたいことは色々あると思うんだ。けど、だからこそ、まずはお互いの言葉を聞くところから始めなきゃいけないんじゃないかって思ってさ」

　リリガルドの子供たちと接してよく分かった。この世界の子も、異世界ユングリングの子も、背格好はちょっと違うけど、中身はほとんど変わらない。合同で授業参観をやれば、きっとみんなそれに気付いてくれる。

　百もも花か姉ちゃんが言ってたことと、ちょっとニュアンスは違うかもだけど、意図するところはたぶんそうズレていないはずだ。

「…………ふむ。いいんじゃねえか？」

「へ？」

「へ、とは何だ。ウチは、別にいいんじゃねえかって言ったんだぞ。何か不満か？」

「い、いや、別に！　ただ、反対されるかなーって思ってたから……」

「ウチだって、いまの状況がベストだなんて思ってねえさ。現状を打破する手立てがあるんなら、協力するのはやぶさかじゃねえ」

「百もも花か姉ちゃん……」

「しかし親の生い立ちを聞き取って作文にさせるか。まったくお前らしいアイディアだな」

「はは……百もも花か姉ちゃん。実はそれ、三み咲さきが提案してくれたんだよ」

「三み咲さきが？」

「うん。さっき一緒にアルバム見てた時にさ、俺がやりたい授業って、もしかしてそういう授業なんじゃないかって」

「たっはー!!　由ゆう太た、照れるからあんまり褒めないでよ！　ちなみに合同で授業参観やろうって言い出したのは、あたしじゃなくて由ゆう太たの方だけどね！」

　不意に百もも花か姉ちゃんが、何か言いたげな目で三み咲さきの顔を見詰めた。

「三み咲さき………お前」

「ん？　何？」

「………いや、何でもねえ」

　再び箸はしを取った百もも花か姉ちゃんは、むしゃむしゃとご飯をかき込み始めた。

「でさ、百もも花か姉ちゃん。問題は、どうやって役場の許可をもらうかだけど──」

「そんなら心配いらねえぞ」

「え？」

「こないだ校長を四スー暗アン刻コウ単騎待ちからの四スー槓カン子ツ大ター四スー喜シー字ツー一イー色ソーを八パー連レン荘チヤンで和あ了がって八倍役やく満まんで飛ばしてやったからな。いまなら何でも言うことを一つ聞かせられる約束だぞ」

「鬼──いや、捨すて牌はい三種の声が聞こえたのか[image: かんたんふぎもんふ]」

　つかそれ、イカサマしてねえ!?

「ちなみに三十八万四千点だったぞ」

　もはやフリーザ様の戦闘力みたいな数値になっとる……。

「ったく。いいのかよ、公務員がんなことやってて」

「へん。別に何か賭けたわけじゃねえからな。認知症予防の頭の体操みたいなもんだ」

　まあ経緯はさておき、これで青あお根ね島しま村への根回しは何とかなりそうだな。

「しかしユウタ様、いくら青あお根ね島しま村の皆さまが協力してくださっても、我がリリガルドの領民たちは、この島に入ってくることができないのではないでしょうか？」

　こないだの水竜さまの一件以来、国は異世界ユングリングの機密保持の重要性を再認識したとかで、青あお根ね島しまとの境界に警備員を立たせるようになっている。

　リリガルドの人たちがぞろぞろとやってきたら、思いっ切りビックリするだろうな。

「うーん。でもま、それくらい何とかなるんじゃねえか？」

「いいえ。アクセリアさんが指摘されたとおり、それは非常に大きな問題です」

　美み羽うさんが、真剣な表情でコトリと湯ゆ吞のみを置いた。

「また、例の異世界ユングリングを日本の一部と認めるかどうかって話ですか？」

「はい。北きた小お笠がさ原わら特別保護区域を日本の一部と認めた場合、現状ほぼ現物経済で成り立っているリリガルドの住民たちは大半が生活保護世帯という扱いになり、生活保護費や公費医療負担など、多くの財政負担が発生することになります。政府はその点を懸け念ねんしております」

「って言っても、リリガルドの人口はせいぜい二、三百人ですよ？　それほど大きな影響があるとは思えないんですけど」

「財務省が恐れているのは、今後異世界ユングリングからさらに多くの難民が流入してくる事態です。その場合、財政問題に加えて民族問題が発生する恐れもあります」

「民族問題……か」

「特に現与党は保守色が濃い政党ですので、国会で強烈なハレーションが予想されるでしょう」

「難しいことはよく分かんないですけど、要するに手も足も出ないってことですか」

「…………足、ぐらいなら、あるいは出せるかもしれません」

「え？　どういうことですか、美み羽うさん？」

「成功する可能性は決して高くありませんが、特別区域の方々が青あお根ね島しま村に上陸するのを見て見ぬ振りさせることくらいなら、できるかもしれません」

「す、すごいじゃないですか！　ぜひお願いしますよ！」

「しかしこの方法は、下へ手たを打つと最悪の結果をもたらす危険性もあります」

「最悪の結果……？」

「由ゆう太たさん、それに他の皆さん。わたしのことを……信じていただけますか？」

　珍しく自信のなさそうな声で、美み羽うさんが俺たちの顔を見回した。
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　夕食の終わったダイニングで、美み羽うさんが静かに襟えりを正した。

　目の前には、ウェブカメラとマイクが接続されたノートＰＣが置かれている。

「それでは、始めます」

　細い指がタッチパネルを撫なで、スカイプを起動させた。

　電子的な呼び出し音に続き、画面の端はしからスーツを着た男性が姿を現す。

《どうしたのかね、烏う森もり君》

「課長、お忙しいところ申し訳ございません」

　この人が美み羽うさんの上司か。

　意外にも高身長なイケメンで、パリッとスーツを着こなしている。年齢は四十代くらいだろうか。垢あか抜ぬけた雰囲気で、ナイスミドルと言えなくもない。

　なんかこいつ、気に喰くわんな……。

「──という状況でして、ぜひ北きた小お笠がさ原わら特別保護区域の住民たちに、青あお根ね島しまへの上陸許可をご検討いただきたいのです」

《それが難しいということは君も重々承知だろう。検討にも値せんよ、そんな話》

「島と特別区域の境界に配置された警備員に、見て見ぬ振りをさせる、という体ていでも難しいでしょうか」

《くどいな。それが用件であるのなら、そろそろ通話を切らせてもらうぞ。わたしだってヒマではないんだ》

「そうですか……」

　不意に美み羽うさんの目に、ギラリと冷たい光が宿った。

　まるで、これまでの会話は前ぜん哨しよう戦せんで、本気で殴り合う必要があるのかどうかを見み極きわめていただけだとでも言わんばかりに。

「では今度は、わたしの方から課長にお尋ねします。現状日本国民と認められたわけではない特別区域の住民の行動を規制する、法的根拠は何でしょうか」

《そんなの決まっているだろう。入管法だ。法務省の連中もそう説明していたではないか》

「存じております。しかし入管法が規制しているのは外国人の入国及び上陸です。彼らを外国人と呼んでしまってよろしいのでしょうか」

《君、説明のあった法令くらい目を通しておきたまえよ》

　画面の中で、課長さんとやらが辞書のような本を開く。

《入管法第二条では、外国人を『日本の国籍を有しない者』と定義している。特別区域の住民は国籍を証明するものを持っていないので、あそこが日本国領であるか否いなかにかかわらず、彼らは無国籍者、すなわち入管法で言うところの外国人となる》

「そこまでご存じであれば、話が早くて助かります。それでは単刀直入に申し上げましょう。わたくしどもは、入管法に基づいて、合法的に青あお根ね島しま村へ上陸する用意があります」

《な、なんだと!?》

　慌てて辞書のような本をめくり始めるイケメン課長。

《どこにそんな方法が書いてある！　外国人の上陸は入国審査官を通さねばならないはず。いくら君らが申請しようと、国は絶対に首を縦に振らんぞ！》

「いいえ、必ず首を縦に振っていただきます」

《その根拠は!?》

「第十八条第一項及び第二項をご覧ください。『遭難船舶等がある場合』において、『警察官又は海上保安官』から『外国人の引渡しを受けたとき』は、『直ただちにその者に対し遭難による上陸を許可するものとする』とあります。他の条項が『許可できる』とあるのに対し、ここでは必ず『許可するものとする』と規定されています。つまり、この場合において入国審査官は、許可不許可の裁量権を与えられておりません」

《─────!!》

　画面の向こうで、課長さんが絶句した。

「いかがでしょう。この条文を根拠に用いれば、無国籍である特別区域の住民を合法的に青あお根ね島しま村へ上陸させることができると思料されます」

　なんかよく分からんが、説得に成功したのか……？

《フ、フフフフ……》

「……………………」

《フハ、ハハハハハハ！》

　突如、課長さんがこめかみに手を当てて笑い始めた。

「いかがなさいました？」

《烏う森もり君！　君は優秀な子だが、まだまだ現場経験が足らんようだな！》

「とおっしゃいますと？」

《たしかに理屈の上ではそうだろう。しかし、どうやって遭難を装よそおう？　悪いが、生なま半はん可かな演技では警察官も海上保安庁も救護は行わんぞ。台風でもきてくれるよう、異世界人の神にでも祈るか!?》

「課長はご存じないかもしれませんが、特別区域には海竜も棲せい息そくしています。遭難を装よそおう方法など、いくらでもあります」

《方法論を問うているのではないさ。わたしが聞いているのは、そもそも特別区域の住民が、そのような危険な手段を飲むとでも思っているのかということだ》

「課長のおっしゃるとおり、これは非常に危険な手段です」

《だろうな。悪いことは言わん。いい加減に諦あきらめて──》

「そう。これは、課長にとって非常に危険な手段です」

　エリート官僚の整った眉が、ぴくりと動いた。

《……どういう意味だ？》

「入管法の子細な運用を定めた『出入国管理及び難民認定法施行規則』をご覧ください」

《施行規則だと？》

「規則第十七条第四項第一号では、遭難の場合『三十日を超えない範囲内』でしか上陸許可できないとされています」

《それがどうした。困るのはむしろ君らの方だろう。三十日を超えたら国外に退去しなければならなくなるのだ、か……ら………》

　言い終える前に、イケメン課長が端整な顔立ちをじわじわと歪ゆがめた。

「お気付きになりましたか？」

《君……わたしを脅すつもりか……？》

　え？　なになに？　どういうこと？

「課長のご認識どおり、国外へ退去しなければならなくなった場合、問題はその行き先となります。特別区域の存在は対外的に秘ひ匿とくされておりますので、よもやその住民を他国へ引き渡すことはできません」

《……かと言って彼らを特別区域に退去させれば、我が国はかの地域を公的に『国外』と認めたことになる》

「そしてその場合、我が国は広大な排他的経済水域を失うことになり、かつ防衛上大きな問題を抱えることになります」

《……つまり、君は政府に対して三十日以内に特別区域の法的な位置づけを整理し、国としての腹を決めろと言ってきているわけだ》

「省庁間の意見の隔へだたりを擦すり合あわせたうえで、与党の大物議員を黙らせ、法令環境を整備するのに三十日。ずいぶんと忙しくなりますね」


《できるわけがないだろう、このバカ者が！》



　四角い画面の中で、他の職員さんたちがザワッとこちらを振り向いた。

「落ち着いてください、課長。何もわたしは、いますぐそれを行えと申し上げているのではございません」

《言ってるも同然だろうが！》

「いいえ。それよりもっと簡単に、この問題を回避することができます」

《どんな方法だ、それは！》

「最初にお願いしたとおり、特別区域の住民が青あお根ね島しま村に立ち入るのを、見て見ぬ振りしてくださればよいのです」

《…………ぐっ》

　しまった、とばかりに課長が奥歯を嚙かみ締しめた。

「いかがでしょう。わたしがお願いしているのは、何もしないでくださいというだけのことです。課長にお手間はおかけしません」

《君は……それだけのために国家を相手取って脅迫するというのか……？》

「それだけ、ではありません。これは子供たちの未来をかけた、非常に大切なことです」

《…………………》

　課長はしばし黙り込んだ後、

《分かった》

　短く、その答えを告げた。

「ありがとうございます、課長。ご理解ある上司の許もとで働かせていただけて、心から感謝申し上げます」

《白々しいことを……だがいいか、協力するのは今回限りだ。警備員にはわたしから直接話す。連絡先を教えろ》

「それでは、メモのご用意を──」




　パタン、とパソコンを閉じた美み羽うさんの背中を、百もも花か姉ちゃんが叩たたいた。

「おい。やるじゃねえか、あんた」

「……和わ栗ぐりさんほどではありません。わたしには、上司を麻雀マージヤンで叩たたき潰つぶして黙らせることなどできませんから」

「物は言いようだな、烏う森もりさんよぉ。ウチだって、あんたがそんなクソ度胸を持ってるとは知らなかったぜ」

　珍しく、手放しで相手を褒ほめ称たたえる百もも花か姉ちゃん。

　俺にはよく分からないけど、修羅場を切り抜けた者同士、何か通じ合うものがあるのかもしれない。

「とは言え、これは危険な賭けでもありました。もしあそこで課長が『遭難などできるものならやってみろ』と突っぱねてきた場合、泥沼のチキンレースになっていた恐れもあります」

「何言ってやがる。てめえはその賭けに勝ったんだ。要するに、あの課長は胆力であんたに負けたってだけの話だろ」

　たぶん、百もも花か姉ちゃんの言うとおりだ。

　エリート課長は、あそこで勝負に出ることができなかった。恐らく美み羽うさんが放つ気迫のようなものに圧おされて、言い出すことができなかったのだろう。

「美み羽うさん、本当にありがとうございました。おかげで何とかなりそうです」

「こちらこそ、お役に立てて嬉うれしいです。わたしは……いつも由ゆう太たさんたちの頑張りを、横から眺めていることしかできませんでしたので」

「美み羽うさん……」

　俺、今日ハッキリと分かりました。あなたは間違いなく、俺たちの友達ですよ。

「あの……ミウさん」

　ふとアクセリアが、不安そうな顔で美み羽うさんの手に触れた。

「水を差すようで恐きよう縮しゆくなのですが、先ほどの件、本当によろしかったのでしょうか？」

「……と、おっしゃいますと？」

「聞けば、先ほどの男性は身分の高い宮仕えのお方とか……。そんなお方に反抗されて、ミウさんの立場が悪くなってしまわないか、わたくし、とっても心配です……」

「アクセリアさん、そのことでしたら問題ありません。自分で申し上げるのもなんですが、わたしほど仕事ができて、かつ困難な汚れ仕事を厭いとわず、いざとなれば簡単に解雇できる人材など他にいません。課長もそれが分かっているからこそ、今回の要望を飲んでくれたのです」

「は、はあ……」

　すっげえ自信だな。けど、あのやり取りを見てる限り、実際ホントにそうなんだろうなあって気がする。

「分かりました。わたくし、ミウさんの言葉を信じます。けど……何かあった時は、必ずわたくしにおっしゃってくださいね？」

「ありがとうございます。その時は、お言葉に甘えさせていただきます、アクセリアさん」

「由ゆう太た、これで準備は整ったね」

「ああ。あとは実行に移すだけだ」

　テーブルをはさんで、俺たちは力強く頷うなずく。

　さあ、本番は……これからだ！
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　校舎を見上げて、リリガルドの住民たちが一斉に驚きの声を上げた。

「な、何だこれ!?　石造り……!?　けど、つやつやしてて、見たこともない石ばかり……」

「あれってガラスだよね!?　ここは大聖堂なの!?」

　離島の小さな学校だが、それでも異世界ユングリングの人にとっては驚異の先進文明に見えるらしい。

「へへ。無事に島に入れてもらえて良かったね、由ゆう太た」

「ああ、ぜんぶ美み羽うさんのおかげだよ」

　今日はお昼をはさみ、二時間かけての授業参観だ。

　ちょっと大変だけど、これならじっくり交流を深めることができるはず。

「あーあ。これで天気が良ければ最高だったのになー」

　見上げれば生あい憎にくの空模様。どんよりと黒い雲がたちこめている。

「しょうがないだろ、低気圧が近付いてるんだから。今日は港に近付かないことだな」

　島唯一の港、七しち宝ほう港こうは、海がちょっと荒れただけで波が直撃するため、こんな日は誰も近付かない。

「ところで、ボルグさんは……？」

「申し訳ございません。わたくしもお誘いしてみたのですが、行かないの一点張りで……」

　アクセリアが済まなそうに肩を落とす。

「いや、別にアクセリアが悪いわけじゃないさ」

　俺が話したって結果は同じだったろう。むしろザックスが参加することを許可してもらえただけでも、よかったと思うべきだ。

「由ゆう太たはボルグさんとザックス君のこと、ずいぶん気になってるみたいだね」

「ああ……なんか他ひ人と事ごとのように思えなくてさ」

　特定の生徒に入れ込むのはよくないと分かっているが、気になっちまうものは仕方がない。

「由ゆう太たさん、ホールでみんながお待ちです」

「あ、美み羽うさん。すみません」

　多目的ホールに入ると、すでに青あお根ね島しまの子たちが席に着いて俺らの到着を待っていた。後ろには親おや御ごさんたちも並んでいる。

「ねえ……あれが異世界ユングリングの」

「初めて見たけど、あんまりわたしたちと変わらないわね」

　かすかにひそひそ話が聞こえてくる。

　子供同士は好奇心に満ちた眼まな差ざしを交わしているが、大人たちは、互いに距離を取るようにホールの両端へと分かれていく。

「皆さん、拍手で迎えましょー」

　中年の女の先生がパチパチ手を叩たたいたが、後に続く音はまばらだ。

「なーんか空気重いね、由ゆう太た」

「大丈夫でしょうか、ユウタ様」

「うーん。いつもはみんな、うるさいくらい元気なんだけどな……」

　リリガルドの子供たちが、ぞろぞろと席に着いた。

　ふだんは注意しないといつまでも喋しやべり続つづけるのに、今日は借りてきた猫のようにおとなしい。

「それじゃ由ゆう太たくん、後は任せていいかしら？」

「あ、はい、先生」

　そして微妙な空気が支配する中、いよいよ授業参観が始まった。
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「わたしのお父さんは、いつも食事中におならをするので、お母さんはかんかんです」

　くすくすっ。

　子供たちの発表に、親おや御ごさんたちの間で苦笑が起こる。

（浜はま田ださん、ちょっとお尻しりが緩ゆるんでんじゃないっすか？）

（いや、そんなに緩ゆるんでないですって（ブッ））

　浜はま田ださん、もうちょっと肛こう門もん締めてくんねえかな……。

「由ゆう太た、ちょっとは雰囲気よくなってきたんじゃない？」

「うん。そうだな」

「ニホンの子たちも、リリガルドの子たちと同じくらい可愛かわいいですね」

「でしょでしょ、アクセリアたん！」

「けど、相変わらず親おや御ごさんたちは二ふた手てに分かれたままか……」

　ホールの後ろには、壁かべ際ぎわにへばり付いて向き合う大人たちの姿が。

「たはは。青あお根ね島しまのみんなは人見知りだからねー」

「我がリリガルドの民も、外でつらい経験をした方が多いので、打ち解けるのに時間がかかるかもしれません……」

「要するに、お互い警戒心の強い者同士ってわけだ」

　はぐれメタル二匹が格闘場で遭遇しちまったようなもんだな。

〝キーン、コーン、カーン、コーン………〟

　その時、スピーカーから終業を告げるチャイムが鳴り響いた。

「あーあ、もう半分終わっちゃった」

「折り返し地点か……あともうひと押し、お互い打ち解けられるようなきっかけがあればいいんだけどな」

　期待とは裏腹に、時間だけが矢のように飛び去っていく。

　──そして事件は、食事を終えた後の清掃時間に起こった。




「お前、なに掃除サボってんだよ！」

　ホールで雑ぞう巾きんがけをしていると、廊下から子供たちの言い争う声が聞こえてきた。

「別に、サボってるわけじゃ……」

　絡からまれてるのはフィレレちゃんだ。

「そんなこと言って、お前さっきからラクなホウキばっかやってるじゃねえか。ちゃんと雑ぞう巾きんがけしろよ」

　ずいっと濡ぬれた雑ぞう巾きんを差し出す男の子。

　誰かと思ったら、タケルか。母方のお祖じ父いさんがこの島唯一の建設会社の社長という、村じゃ有名なヤンチャ小僧だ。

「まずいな……」

　フィレレちゃんは、水に濡ぬれると人魚に戻ってしまう。

　それを避けるためホウキに専念していたのが、タケルの目にはサボリと映ったのだろう。

「どうなさいました、ユウタ様？」

「いや、それが──」

　と言いかけて、俺は慌てて口をつぐんだ。

　フィレレちゃんが水に濡ぬれると人魚に戻ってしまうという事実を知ってるのは、俺以外にベルベリンデさんやイグザリアさんなどの限られた人物だけだ。

　ホントのことを知ってもアクセリアがフィレレちゃんを悪く思うことはないだろうが、本人が隠していることを、軽々しく喋しやべるわけにもいかない。

「あー…、なんかあの二人がケンカになっちまいそうだからさ、止めようと思って」

「そういうことでしたか。さすがユウタ様、お優しいです」

　フッ。百もも花か姉ちゃんの圧倒的暴力に比べれば、あんなちびっ子たちの喧けん嘩か、可愛かわいい子犬のじゃれ合いみたいなもんですわ。

「おいお前！　女子のくせに生意気だぞ！」

　怒ったタケルが、フィレレちゃんの肩を押そうとする。

「こらタケル。もうその辺にしとけ。その子はちょっと事情があって──」

　ガタン！

　あっ！

　その時、タケルがバケツを足に引っかけ、中の水を派手に撒まき散ちらした。

「まずい！」

　飛び散った水滴がフィレレちゃんの脚にかかり、真っ白な肌に水色の鱗うろこが浮かび上がる。

「きゃっ………」

「フィレレちゃん！」

　俺は咄とつ嗟さにシャツを脱ぎ、フィレレちゃんの脚を隠そうとした。が、

「い、いやああああああああ！」

　パニックに陥おちいり、悲ひ鳴めいを上げるフィレレちゃん。その手には、青い光が宿っている。

　あれはまさか……精霊魔法!?

「ダメだ、フィレレちゃん！」

　止める間もなくフィレレちゃんの手から二本の水柱が吹き出し、タケルは勢いよく床にひっくり返った。

「うわばぶ……!!」

「よすんだ、フィレレちゃん！」

　背後から、ガバッとフィレレちゃんを抱き止める。

「はぁ、はぁ、はぁ……。はっ!?　せ、先生!?　わたし……」

　な、なんてこった……。

　廊下は水みず浸びたし。タケルは転んだ拍子にチリトリの縁ふちで額ひたいを切ったらしく、流れてきた血を見て泣き出す始末。

「どうしたどうした!?」

「何が起こった!?」

　泣き声を聞き付けた親おや御ごさんたちが、わらわらと廊下に集まってきた。

「ユ、ユウタ様……？　フィレレさんが、どうして水魔法を……？」

　フィレレちゃんは、青あお褪ざめた顔でわなわなと震えている。

「フィレレちゃ──あ！」

　脚にうっすらと鱗うろこを浮き上がらせた少女は、そのまま廊下を逃げるように走り去っていった。
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「君……せっかく授業参観の機会を用意してあげたのに、何てことをしてくれたんだ……」

　革張りのソファに身を沈めた校長先生が、深々と溜ため息いきをこぼした。

　ここは校長室。

　先ほどの一件で呼び出された俺の目の前には、タケルのお母さんが険けわしい表情で座っている。

「由ゆう太たさん、これは一体どういうこと!?」

「す、すみません。俺の監督不ふ行ゆき届とどきで……」

「あの女の子が手から水を出して、無抵抗のタケルを押し倒したって聞いたわよ！」

「いや、押し倒したと言いますか、驚いたタケル君が転んでしまって……」

「まあ!?　あなたは加害者の肩を持つの!?　被害を受けたのはうちの子の方なのよ!?」

「母さん、少しは落ち着いて……」

　入いり婿むこの旦だん那なさんがなだめようとしたが、かえって逆効果だった。

「あなたは黙ってて！　それより校長先生、今回のこと、学校側はどうお考えなんですか!?　まさか、あんな危険な子供たちをこのまま野放しにしておくつもりはないでしょうね!?」

「いや、それはもう、先生方と協議して、適切な時期に適てき宜ぎ善処する所存でして……」

　扉の向こうから、子供たちの話し声が聞こえてくる。

（え？　タケル君、怪け我がしちゃったの？）

（うん。なんかね、水がカッターみたいにシュバババッと飛び出したって話で……）

（ぼくは『おおつなみ』でタケル君を押し流したって聞いたよ？）

　おいおい、話が勝手に大きくなってるじゃねえか。これだから島の人間ってやつは……。

「とにかく！　うちの子に、これ以上あんな危険な連中を近付けるわけにはいきません！　由ゆう太たさん、悪いけど早くあの子たちを隣の島に連れ帰ってちょうだい！　二度とこちらへこさせないよう、ちゃんと見張っておくのよ！」

　それだけ言うと、お母さんは、タケルを引っ張って校長室を出て行ってしまった。

　一瞬、タケルが下唇を嚙かんだように見えたのだが、確かめる間もなくその姿は廊下の向こうへと消えた。

　置いてきぼりになったタケルのお父さんが、疲れた面おも持もちで肩を落とす。

「由ゆう太たくん……うちの家内がきつい言い方しちゃって悪かったね」

「いえ、元はと言えば俺の不注意が原因ですから……」

「けどね、ぼくは正直、家内の言うこともよく分かるんだ。魔法……だっけ？　そんなもので子供を怪け我がさせられたら、悪いけどぼくだって怖くなるよ。また一緒にいたら、似たようなことをされて子供たちが傷付けられちゃうんじゃないかってね」

「………………」

「ぼくら、もうしばらくの間、お互い距離を取った方がいいのかもしれないな。何も急いで仲良くなる必要はないんだろ？」

「は、はあ……。で、でも………」

「それじゃ、由ゆう太たくん。あまり気にしすぎないようにね」

　タケルのお父さんは、それだけ言うと、奥さんを追って校長室を後にした。

　俺はソファに背を預け、天井に向かって「ふう」と息を吐き出す。

　まずったなあ……。せっかく島のみんなとリリガルドのみんなが仲良くなるチャンスだったのに……。

　だが、俺にはゆっくり後悔に浸ひたる時間すら与えられなかった。

「ユウタ様、大変です！」

　突然、校長室にアクセリアが駆け込んでくる。

「どうした、アクセリア？」

「子供たちを集めてリリガルドへ帰る支度をしていたのですが……フィレレさんだけ、どこにも姿が見当たらないのです！」

「な、何だって!?」

　おいおい……そりゃあ、一大事じゃねえか！
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　ハァ、ハァ、ハァ……!!

　島中を走り回った末にたどり着いたのは、荒波打ち寄せる七しち宝ほう港こうだった。

「あれは………」

　黒々と渦巻く海面。そこへせり出したコンクリートの波止場に、小さな影がちょこんと座っている。

「フィレレちゃん！」

　こんなところにいたのか……。

　俺は寂しそうに佇たたずむ水色の髪の少女に駆け寄ろうとした。

　ところが、

「こないでください！」

　俺の気配に気付いたフィレレちゃんが、背中を向けたままの姿勢で叫ぶ。

「いや……そんなところにいたら危ないよ。みんな心配してる。早く戻ろう」

「………わたし……戻りたく、ないです」

「どうして？」

「先生や、みんなに……迷惑をかけてしまったから……」

「迷惑だなんて……そんな、気にすることないよ。俺、見てたんだから。フィレレちゃんは掃除をサボってたわけじゃない。誤解したタケルを止められなかったのは、俺の責任だ」

「わたしが言っているのは……そっちのことじゃないです」

「じゃあ、どういうこと……？」

「先生が……せっかく頑張って授業参観を開いてくれたのに……わたしは、それを台無しにしていまいました……」

「フィレレちゃん……」

　まだ子供なのに、そんなことまで心配してくれていたのか。

「先生に……合わす顔がありません」

「いいんだよ、そんなこと。今日うまくいなかくても、また次頑張ればいいさ。だからほら、俺と一緒に帰ろう？」

　手を伸ばすと、フィレレちゃんは泣きはらした目で振り返った。

「先生………」

　そして、ゆっくり立ち上がろうとしたその時、

　ザバァァァァァァン！

「────[image: かんたんふぎもんふ]」

　一ひと際きわ大きな波が岸がん壁ぺきで砕け、小さな少女の姿を飛沫しぶきの中に覆おおい隠かくした。

「フィ、フィレレちゃん!?」

　白い波が去った埠ふ頭とうには、誰の影も残っていない。

　まさか、海に落ちた!?

　慌てて駆け寄り、黒々とした海面を覗のぞき込こむ。

「あっ！」

　人魚の姿になったフィレレちゃんは、気を失った状態で波間を漂っていた。

　水中を自在に泳げる人魚なら溺おぼれ死しぬ心配はないだろうけど、このままじゃ沖の方へ流されてしまう。

「日が沈みかけてる。暗くなったら、マジで島に戻れなくなっちまうぞ……!!」

　俺は助けを求め、元きた道を全力で駆け戻った。
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「子供が……海に落ちたぁ!?」

　水産加工所に集まっていた漁師さんたちが、パイプ椅い子すを蹴け倒たおして一斉に立ち上がった。

「はい。隣の異世界ユングリングから授業参観にきていた子が、港で波に飲まれまして……」

「け、けど、この海の状態じゃ、その子も……」

「……それは大丈夫だと思います」

「何言ってんだ、由ゆう太た！　大丈夫なわけねえだろうが！」

「いや、まあその、あの子は水の中でも平気な種族って言いますか……」

「水の中でも平気な種族だあ？　おいおい、異世界にゃそんなもんまでいるのかよ……？」

「ええ。けど、このままでは沖に流されて島に戻れなくなってしまいます。どうかあの子を助けるために、力を貸してください！」

　俺が深々と頭を下げると、村の漁師さんたちは困惑した顔を見合わせた。

「由ゆう太たくん。事情は分かるけど、この波じゃ、ちょっとなあ……」

「下へ手たすると、俺らが遭難しちまう……」

　腕組みしながら、渋い表情を浮かべる漁師さんたち。

「難しいことは分かってます！　けど──」

「なあ由ゆう太た。もしかしてその子、タケルを怪け我がさせたって子じゃねえかい？」

「え………？」

「山やま本もとさんの奥さんから聞いたよ。授業参観の時、水色の髪した女の子が魔法みたいに手から水を出して、タケルのやつを怪け我がさせちまったって。水の中でも平気って言うから、もしやと思ったんだが。どうなんだい？」

「………は、はい。たしかに、海に落ちたのはその子です」

　いかつい顔の漁師さんが、ふー、と溜ため息いきをついて肩をすくめる。

「なあ。こんな話するのも気が引けるんだけどよぉ、山やま本もとさん家ちのじいさんが、うちの島唯一の建設会社の社長やってるってことは知ってるよな」

「は、はい。それが何か……？」

「俺らのほとんどは、漁だけじゃ食べていけねえから、あそこの会社で世話になってる。社長のじいさん、タケルのこと猫ねこ可愛かわいがりしてるだろ？　そのタケルを怪け我がさせた奴やつとなりゃ、俺らにはどうにも……」

「え……？　ま、まさか、それだけの理由で見捨てるんですか？」

「お前にとっちゃそれだけの理由かもしれねえが、俺らにとっちゃ、この島で生きてけるかどうかの大事な話なんだ。それに、海に落ちても死ぬわけじゃねえんだろ？」

「つまり、皆さんは手を貸してくれないと……」

「悪わりいが由ゆう太た、お隣さんに伝えてくれ。そっちのもめ事は、そっちで解決してくれってな」

「………分かりました」

　俺は何も言わず、水産加工所を飛び出した。

　もういい。あんな人たちには何も頼まない。

　俺だって、小型船舶の免許くらい持っている。こうなったら、役場の船を借りて自分で助けに行くまでだ……!!

「おーい由ゆうちゃん！　ちょっと待ってくれ！」

　と、その時、背後から俺を呼び止める声が聞こえてきた。

「あ……浜はま田ださん!?」

　ルアールさんと一緒に漁をやってる浜はま田ださんだ。

「由ゆうちゃん、さっきは悪かった！」

「いえ……あの人たちが言ってることも分かりますし」

「まあ、みんないろいろ事情ってもんがあるからよ。それより由ゆうちゃん、さっき言ってた子、どうやって助けに行くつもりだい？」

「役場の船を借ります」

「役場が船を貸してくれるとは限らねえぞ。その子、村の人間じゃねえんだからな」

「分かってます……けど、頼み込むしかないでしょ」

「だったらよ、俺の船に乗ってかねえか？」

「───え？」

「実は俺も授業参観に出てたんだ。その子、ルアールんとこの娘っ子だろ？　あの野郎には、ここ数日でずいぶんもうけさせてもらった。ここらでいっちょ、借りを返させてもらおうかと思ってよ」

「浜はま田ださん……」

「ほら、早くこい。急がねえと、間に合わなくなっちまう」

「あ、ありがとうございます！」
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　波止場に繫つながれた船は、波に揺さぶられ、飛び跳ねるように上下していた。

「ちょっ、乗れるのかよこれ……」

　タイミングを見計らい、岸がん壁ぺきを蹴ける。

「よっ！　っと、うわ!?」

　あわやバランスを崩しかけたその時、誰かがパシッと俺の腕をつかんでくれた。

「すみません、浜はま田ださ──じゃなくて、三み咲さき!?」

「よっす」

　隣には、アクセリアも立っている。

「ふ、二人とも、どうしてここに……」

「由ゆう太た、あたしらを置いてくなんて水臭いじゃん！」

「そうですユウタ様！　わたくし、妻として海の果てまでもついてまいります！」

「い、いや、危ないから二人は島で待っててくれよ！　特にアクセリアは船に慣れてないだろ？　アクセリアまで海に落ちたりしたらどうすんだよ！」

「ユウタ様、お気持ちありがとうございます。しかし、わたくしどうしてもフィレレさんのことを放っておけないのです」

「フィレレちゃんを……？　どうして……？」

「フィレレさんの気持ち、わたくしにはとてもよく分かります。本当は、ユウタ様に近付くあの子の姿に、ちょっぴりもやもやしていたのです」

　そう、だったのか……。

「すみません、わたくし本当にいやな子です……。でもだからこそ……わたくしはあの子を、フィレレさんを、絶対に見捨てたくありません！」

「アクセリア……」

「由ゆうちゃん、波が強くてこれ以上接岸できねえ！　悪いが船を出させてもらうぞ！」

「え!?　あ……!!」

　状況は、これ以上俺に迷っている時間を与えてくれなかった。

　ロープを解ほどいた浜はま田ださんが、操縦席コクピツトに飛び込んでさっさとエンジンをかけてしまう。

「でへへ。ほら由ゆう太た、あたしも小型船舶の免許持ってるしさ、アクセリアちゃんは魔法が使えるじゃん？　きっと役に立つから」

「妻として、がんばります！」

「ったく……どうなっても知らないからな」

　ホントに困った子たちだよ。

　でも……ちょっぴり嬉うれしいかな！

「それじゃあ由ゆう太た、出発進行ー!!」

「お前が仕切るなって！　浜はま田ださん、よろしくお願いします！」

「おうさ！」

　エンジンレバーを押し倒し、舵だ輪りんを勢いよく回す。

　荒波を切り裂き、船が舳へ先さきを沖に向ける。

「ん？」

　ちょうどその時、視界の端はしを何か小さなものが走り抜けたような気がした。

「どしたん、由ゆう太た？」

「いや、いまタケルがいたような………」

「タケちゃんが？　そういや、お母さんが探してたかも……」

　あいつ、何やってんだ？　遭難者が二人になっちまったらシャレになんねえぞ？

　舷げん側から身を乗り出してタケルの姿を確認しようとすると、突然横波が襲いかかり、船がグラリと大きく傾いた。

「うわっと！」

「しっかりつかまってろよ！　海に落ちたら一巻の終わりだからな！」

「す、すみません！」

　慌てて港へ目を転じたが、タケルの姿はどこにも見当たらない。

　俺の見間違いだといいんだが……。
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　波に乗り上げると、ピラミッドの頂上にでも立ったかのように、視界が大きく開けた。

　直後、下り坂に入り、今度は目の前が紺一色に染まる。

「ひえ～～、すっごい波……!!　由ゆう太た、だいじょぶ？」

「ああ。ちょっと酔っちまったけどな……うぷっ」

「ユウタ様、この波の中でフィレレさんを見付けるのは……」

「ああ。覚悟してきたつもりだったけど、状況はそれ以上に悪いみたいだ」

　海は丘のようにうねり、まるで見通しがきかない。こんな中で小さな女の子一人見つけ出すのは、砂漠に落ちた米粒を探すようなものだ。

「由ゆう太た～、この波じゃ、サーチライトもぜんぜん役に立たないよぉ」

　集魚灯としても使われているサーチライトは、二万ルーメンの超強力タイプだが、そびえ立つ波に遮さえぎられ、ほとんど使い物にならない。

「せめてもう少し人手があれば……」

「あ！　ユウタ様！　あちらをご覧ください！」

　え？

「ユウタ殿ー[image: かんたんふ]」

「もしかして……ベルベリンデさん!?　それに、ルアールさんも！」

　波の向こうに目を凝こらすと、木造の船に乗った女騎士と漁師が、俺たちに向けて手を振っているのが見えた。

「ベルベリンデ！　よくきてくださいました！」

「ミウ殿から話を聞きました。ルアール殿の手助けをするようにと！」

「姫様、うちの娘がご迷惑おかけして本当に申し訳ございません！　無礼は重々承知しておりますが、何とぞ、何とぞ一緒に娘を探してやってください！」

「もちろんです、ルアールさん。わたくしたちは家族のようなもの。困った時に支え合うのは当然のことです」

「それにしてもベルベリンデさん、よく俺たちの居場所が分かりましたね」

「それは、こいつのお陰です」

　波の合間から、にょきっと首を出したのは、海竜のメロンちゃんだ。

　海の猛も者さにして、危険な性衝動の持ち主でもある。


《ユウタお兄ちゃん、ぼく、がんばって追いかけてきたよ♥》



　そしてアクセリアの念話能力で、会話することも可能。

「メロン、お前が俺の匂においをたどってきてくれたのか」


《うん。ユウタお兄ちゃんの匂におい、とっても美お味いしそうだからすぐに分かるもん》



　おい、マジで怖いんだが。

「ところでベルベリンデ、他の漁師さんたちはどうなさいました？」

「申し訳ございません、姫様。フィレレ少女が人魚だということを知り、みなその魔力を恐れ、二の足を踏んだようでございます……」

「姫様、娘が人魚だってことは俺が話しちまいました。すみません……こんな海に落ちても助かるかもしれないってのはどういうことだと問い詰められまして」

　そうか。ルアールさんも、仲間たちに事実を伏せておくのがつらかったのかもしれないな。

　二人の話を聞いて、アクセリアは悲しそうに俯うつむく。

「そう……なのですか。人であろうと人魚であろうと、我がリリガルドの民であることに変わりないのですが……」

　やはりアクセリアにとって、フィレレが人魚であるということは大した事実じゃなかったみたいだ。アクセリアらしい言葉に、俺はちょっぴりホッとする。

「なあメロン、お前の嗅きゆう覚かくでフィレレちゃんの匂においをたどることはできないのか？」


《うーん、ちょっと難しいかな。お兄ちゃんの匂においは大好きだから分かったけど、こないだ『くさや』の匂におい嗅かいでから鼻の調子が悪くって、他の人の匂においはよく分からないんだ》



　すまん。それ、俺のせいや。

「ねえ由ゆう太た！　みうみうから無線が入ってるよ！」

「美み羽うさんから？」

　こんな時になんだろう。

　俺は操縦席コクピツトへ駆け戻り、浜はま田ださんからスピーカーマイクを受け取った。

《（ザザッ）由ゆう太たさん！　聞こえますか!?》

「聞こえてます！　どうしたんですか、美み羽うさん!?」

《悪いお報しらせです。実は……タケル君が、ボートで海に出てしまったようなのです！》

「タ、タケルが!?」

　この荒波の中、ボートで!?

《彼のお母さんによりますと、タケル君は『悪いのはあの子じゃなくて、自分だ』と言い残して出て行ったそうです。状況から察するに、恐らくフィレレさんを探すつもりなのでしょう》

　なんだそりゃ、自殺行為だぞ!?

「あー、もう。どうすりゃいいんだ！」

　海は大荒れ。

　捜索に出ている船はわずか二隻せき。

　おまけに遭難者は、たったいま一名から二名に増えたところ。

　こんな状況で、俺たちに何ができるっていうんだ。

「由ゆう太た、二ふた手てに分かれた方がいいんじゃない？」

「そうだな……固まって探していても仕方がない」

　せめて、もう少し多くの人が力を貸してくれれば……。

《（ガガッ）おい、ちょっとそのマイク貸せ》

《わ、和わ栗ぐりさん？　何を……》

《いいから貸せっつってんだよ！》

「ん？　この声は……もしかして、百もも花か姉ちゃんか？」

　こんな時に、一体何やってんだ？

　スピーカーの向こうから、百もも花か姉ちゃんが大きく息を吸い込む音がする。


《おい、お前ら!!》



「うわっ!?」

「お、お姉ちゃん!?」

　なんだなんだ!?　どうしていきなり怒ど鳴なってんだ!?

《おいお前ら、聞こえてんだろ!?　すっとぼけてんじゃねーぞ!!》

「も、百もも花か姉ちゃん……俺ら別にすっとぼけてなんか──」

《おめーのことじゃねえ！　漁協に詰めてる……てめーらのことだ！》

　漁協？

　そうか、百もも花か姉ちゃんは俺たちじゃなく、漁協の人たちに向かって無線で呼びかけてるんだ。

《こちとらずっと我慢してたけどなあ、いよいよ堪かん忍にん袋ぶくろの緒おがブチ切れちまったぜ!!　ガキどもが必死こいてふんばってるってのに……大人のてめーらがそんなんでどうする[image: かんたんふ]》

　百もも花か姉ちゃん……。

《一応ウチも役場の人間だからよお、おめーらの肩持ってやってたつもりだが、もうやめだ！　ウチはユウたちの加勢をする！　おい野郎ども、役場の船を出すぞ！　四十秒で支度しな！》

　マイクを隔へだてた向こうから、「イエス、マム！」という声が聞こえてくる。

　一体どんな後輩教育してんだ、百もも花か姉ちゃん……。

《おう、待ってやがれ、ユウ！　ガキに先越されて手柄取られちまったんじゃ、役場の名が廃すたるからな！》

「サ、サンキュー百もも花か姉ちゃん！」

　慌ただしい足音が聞こえ、無線がブツリと途切れた。

　その直後、

「ユウタ様！」

「ん？　どうした、アクセリア？」

「あれを！」

「へ？」

　アクセリアが指差した方を見ると、山脈のように続く波の合間に、数すう隻せきの船影がちらほらと見える。

「まさか……百もも花か姉ちゃん、マジで四十秒で支度したの!?」

「違うよ由ゆう太た！　あれ、役場の船と形が違う！」

「そ、それじゃあ、どこの船が……」

「ユウタ様！　あれは……我がリリガルドの船です！」

　ぐんぐんこちらへ近付いてくる木造の船。

　舳へ先さきに立っているのは……。

「ボルグさん!?」

　授業参観には姿を見せなかった、鍛か冶じ屋やのボルグさんだ。

「ど、どうしてボルグさんが……？　それにリリガルドのみんなは、フィレレちゃんが人魚だって聞いて、くるのをやめたって話だったのに……」

　大きく揺れる船の上で、ボルグさんがフンと鼻息をつく。

「よう旦だん那な様さま！　ルアールはいつも俺の店で釣り針を買ってくれる上客だ。黙って見過ごすわけにはいかねえ！　こいつらもちゃんと話したら、すぐに分かってくれましたよ」

　漁師さんたちの顔に青たんが浮いてるように見えるのは、気のせいだろうか。

「あ、ありがとうございます、ボルグさん」

「勘かん違ちげぇしねえでくだせえ、旦だん那な様さま。俺ぁルアールんとこの娘っ子を助けにきただけで、別にあんたを助けにきたわけじゃねえ」

「はは……分かってますよ。それよりちょうど良かった。実はフィレレちゃんだけじゃなくて、青あお根ね島しま村の子も一人沖に出ちゃったみたいなんです。申し訳ないですが、ボルグさんも一緒に探していただけますか？」

　吹き荒れる風の中で、三み咲さきが俺のシャツをクイッと引っ張った。

「ねえ由ゆう太た、ボルグさんはニホンかぶれが大嫌いだって言ってたんだよ……？」

「あ、そっか……」

　ところが、

「まかせてくだせえ、旦だん那な様さま。船団を二ふた手てに分けやしょう」

　予想に反して、ボルグさんは意外なほどあっさりと俺の提案を承諾してくれた。

「い、いいんですか、ボルグさん。相手は日本の子供ですよ？　たしかボルグさん、ニホンかぶれが嫌いなんじゃ……」

「ええ。俺はいまでもニホンかぶれが大でえ嫌きれえです」

「それじゃあ……」

「けどね、困ってる奴やつを見て見ぬ振りする連中は、その万倍大でえ嫌きれえなんでさあ！」

「ボルグさん……」

「俺らリリガルドの人間は、みんな大なり小なり周りから虐しいたげられてきた連中だ。こいつらみんな、それを忘れたみてえだから、軽く頰ほほを撫なでて思い出させてやったんですよ」

　なるほど、そういうことだったのか。

　暴力はどうかって気もするが、漁師さんたちは、どういうわけか、やたら清すが々すがしい表情で船を操っている。

　方法はどうあれ、お互い理解し合ったうえで助けにきてくれたのだろう。

「よし、これである程度船の数はそろったな」

　あとはとにかく人海戦術で探し出すしかない。

「お待ちください、ユウタ様！」

「ん？　どうした、アクセリア？」

「これだけの数の船があれば、あの方法を使えるかもしれません」

「あの方法……？」

「お忘れですか、人魚の習性を。なぜ人魚が、漁師たちに恐れられているかを」

「人魚が漁師たちから恐れられている理由？　たしか、魔力のこもった歌で船を引き寄せて、沈めてしまうからって……まさか」

「そう、そのまさかです。フィレレさんに魔力のこもった歌を歌っていただき、船を引き寄せてもらうのです！」

「たしかに、その方法ならこちらがフィレレちゃんの姿を見付けられなくても、向こうから引き寄せてもらうことができる」

「これだけ多くの船を散開させれば、その分キャッチしてもらえる可能性もグンと高くなることでしょう」

「けど、アクセリア。どうやってそれを伝えるんだ？」

「わたくしの光魔法で、空に文字を映し出せば……」

「光魔法で？　いや、でもあれってせいぜい蠟ろう燭そく代わりにしたり、ＯＨＰの光源にする程度のもんだよな。そんなんで、ホントに空に文字を描けるのか……？」

「由ゆう太た！　それだったら、アレ使えないかな！」

　アレ？

　三み咲さきが指を差したのは……。

「あ……サーチライトか！」

「アクセリアちゃんの魔法でライトの光を操れば、何とか伝わるんじゃない!?」

　テレビやネットでも、ＵＦＯだと思ったら雲に映ったサーチライトだった、なんて動画がたまに流れてる。この強力なサーチライトを使えば、空に文字を描くこともできるかもしれない。

「ユウタ様、やってみましょう！　強力な光源があれば、それだけ光の精霊は大きな力を得ることができます！」

「よし！　それじゃあボルグさんたちは、船を散開させてください！　何か動きがあったら、メロンか魚竜たちを寄よ越こして連絡を！　俺たちは、これを使ってフィレレちゃんに合図を送ってみます！」

　頼むぞフィレレちゃん。

　真ま面じ目めに勉強していたフィレレちゃんなら、きっと俺の合図を理解してくれるはずだ。
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　その頃、青あお根ね島しまの沖合では、一艘そうのボートが波に翻ほん弄ろうされていた。小さな舟の上には、二人の子供が乗っている。

「おい、お前、大丈夫か？」

「………ヤー・レズ・アシュ？　ヨン・ヴィグショフ？」

「な、何だ？　何喋しやべってるんだ？」

「あ……。ご、ごめんなさい……まだニホンゴに……なれてない」

「慣れてないって、教室では普通に喋しやべってたじゃんか」

「あれは……ひめさまの……おかげ」

「姫様のおかげ？　なんかよく分かんないけど、まあいいや。いまはそれどころじゃないしな」

　周囲は高い波に囲まれていた。こんな小さなボート、いつひっくり返ってもおかしくない。

「わたし……たしか、うみにおちて……」

「ああ。俺が引き上げてやった。つっても、ただ流されてったら、その先でお前が浮かんでただけなんだけどな」

　小さなボートが幸いしたのだろう。波に逆らわず流されたことで、結果的に、同じように流されていた少女に追い着いてしまったというわけだ。

「あ、りが……とう」

「別にいいよ。それよりお前、人魚でよかったな。ふつうの人間だったら絶対溺おぼれ死しんでたぞ」

「────[image: かんたんふ]」

　少年の言葉に、少女は慌てて下半身を隠そうとした。が、いくらスカートの裾すそを引っ張っても、にゅるんと突き出た人魚の脚は短い布の中に収まらない。

「別に隠すことないじゃん。かっけーだろ、その脚」

「か……っけー？」

「いかしてるってことさ。俺もそんな風に変身できたらいいのにな……」

「……これが、いいなんて……へん」

「変か？　そんなに隠そうとする、お前の方こそ変だと思うけどな」

「そう……なの？」

「そうだよ。当たり前じゃん」

　少年の言葉に、少女はふっと笑みをこぼした。

「ありが、とう」

「あん？　お礼ならさっき聞いたって」

「そうじゃ……ない。これは、違う……ありがとう」

「え？　違うありがとうって、何だよ。ありがとうにもいろいろあるのかよ」

「ふふ………」

　はにかむような少女の笑顔を見て、少年の胸はドキッと高鳴る。

　彼がその意味を知るのは、まだ当分先のことなのだが。

「と、ところでさ……さっきは、その……ごめん」

「なに、が……？」

「お前、その脚。なんでか分かんないけど、すごい気にしてんだろ？　俺、知らなかったから」

「………うん」

「水に濡ぬれるとそうなっちまうのか？」

「そう……」

「だからあの時、雑ぞう巾きんに触れなかったわけか」

「……………」

「俺、戻ったら母ちゃんにきちんとこのこと話すよ。お前は悪くないって。悪いのは、俺の方だったって」

「わたしも……あなたに、けが、させた……ごめん、なさい」

「んなこといいよ。逆に頭に傷ができて、かっけー感じになったから」

「また、かっけー…？　いみ、わからない」

「まあ、怪け我がは男の勲くん章しようだからな。女子には分かんねーさ」

　首を傾かしげた少女が、不意に空を見上げて呟つぶやいた。

「ねえ、なに……あれ？」

「え？　何って……あ！　ユ、ＵＦＯ!?」

　空を動き回る小さな光に、少年が目を剝むいて驚く。

「ゆーふぉー？」

「いや、ち、違う。あれはライトだ。漁船の集魚灯、か？　けど何か妙な動きしてるな……」

　光の点は、不思議な軌跡を描きながら雲をなぞっていた。

　何かの文字のようにも見えるが、光が弱くてそれが何かは分からない。
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「アクセリア、ボルグさんたちから連絡はあったか？」

「いえ、まだ何も……」

「くそ。やはりこれだけじゃ光が弱いか……」

「他にも光源があれば、精霊さんたちの力で光を集めることもできるのですが……」

「三み咲さき、サーチライトはこれ一個しかないのか？」

「あとは、懐中電灯くらいしか……」

「くっ………!!」

　せっかくみんなが力を貸してくれたのに、このままじゃ……。

「あ、ユウタ様！」

「うわ！　何だ!?」

[image: ]

　突然、目を開けていられないくらい眩まばゆい光が、四方から俺たちを強烈に照らし出した。

《待たせたな、ユウ！　浜はま田ださんから話は聞いたぞ！》

「その声は……百もも花か姉ちゃん!?」

　目をすがめて周囲を見回すと、光の中に青あお根ね島しまの漁船の影が見える。

　同時にアクセリアが、両手を天に向けてかざした。

「いけます、ユウタ様！」

「よし！　頼む、アクセリア！」

　そして、暗い夜空に白く輝く二つの文字が浮かび上がる。




　　　　＊




「何だ!?　光が急に文字になったぞ!?」

「あれ、は………せんせい、が、おしえてくれた……ことば」

「先生？　ってことは、由ゆう太た兄ちゃんが、あの光を……」

　小さな声で、少女が呟つぶやく。




　う……た。




「『うた』……って、『歌』のことか？　由ゆう太た兄ちゃん、何だってこんな時に歌なんか」

「わたし、の、うたは……ふねを、ひき……よせる」

「は!?　船を引き寄せる!?　マジで!?　すっげーな、おい！　じゃあそれで船を呼んでくれよ！　そうすりゃ俺たち助かるじゃん！」

「………………」

「どうしたんだよ？」

「うたい、たく……ない」

「はああ!?　歌わねえと死ぬんだぞ!?　こんな時に何言ってんだお前！」

「けど……わたし、うたのちからのせいで……おとうさん、おとうと、すごくたいへん、だった。わたし、じぶんのうた……きらい」

「いや、さっぱり意味分かんねえんだけど。どうしてお前の歌で、お前の父ちゃんとか弟が大変なことになっちゃうんだよ。もしかして、すっげえ歌がヘタなのか？」

「せつめい……むずか、しい」

　少女の言葉に、今度は少年の方が首を傾かしげる。

「あのさ、よく分かんねーけど、お前、由ゆう太た兄ちゃんのこと嫌いなの？」

「きらい、じゃない………すき」

「そうだろ……って、え？　好き？」

「なぜ……そんなこと、きく？」

「あ……お、おう。いや、だってさ。お前、由ゆう太た兄ちゃんのこと信じてないみたいだから」

「しんじて、ない……？　わたし、が……？　せんせい、を……？　どういう……いみ？」

「だって、考えてもみろよ。由ゆう太た兄ちゃんが、お前が不幸になるようなこと、お前に頼むと思うか？」

「！」

　少女が、ハッと綺き麗れいな目を見開く。

「たしかに由ゆう太た兄ちゃんはさ、なんか抜けてて、もっさりしてて、あんまかっこよくないけど、島のみんなのこと、誰よりも真剣に考えてくれてるなーって思うんだよ」

「かっこよく、ない……のは、まちがい」

「え？　あ、そ、そう？　まあ何でもいいや。だからさ、お前も由ゆう太た兄ちゃんを信じろよ。由ゆう太た兄ちゃんは、きっといま、誰よりもお前のことを考えてくれてるはずだぜ？」

「せんせい、が……わたし、のこと、を……」

　揺れるボートの上で、人魚の少女がスッと背筋を伸ばした。

　胸の前で手を握り合わせ、静かに目を閉じる。

　直後、地獄のような荒波の上に、天使のような歌声が響き渡った。
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　突然、青あお根ね島しま村の漁船の一隻せきから「舵かじが利きかなくなった！」という無線連絡が入った。

　慌ててその船の行く先を追いかけると、

「ユウタ様、あれを！」

「フィレレちゃん！　それに……タケルも！」

　波間に漂う、一艘そうの小さなボートを見付けた。

「二人とも無事だったのですね！　本当に、よかったです！」

「浜はま田ださん！　船をもっと寄せて！」

「ムリだ！　これ以上は波が高くてどうにもならねえ！」

「ボルグさん！　そっちの船は！」

「すまねえ旦だん那な様さま！　こっちも思ったように舵かじが利きかねえ！」

　くっ！　二人はもう目の前だってのに……。

「アクセリア、風魔法とか水魔法で何とかならないか？」

「申し訳ございません、さすがにこの天候では、わたくしの力でも……」

「ぬぐっ……」

　一体どうすれば……。

「由ゆう太た！　向こうの方からすっごく大きな波が近付いてきてる！　あんな波に揉もまれたら、ボートなんか簡単にひっくり返っちゃうよ！」

　そんな……ここまできて、二人を助けられないのか!?

　隣を走る木造船の上で、ルアールさんが「フィレレ！」と悲ひ鳴めいを上げる。

　ん？　木造船……？　待てよ……。

「そうだ！　アクセリア、土魔法だ！」

「は？　つ、土魔法ですか？　あの、ここは海の上ですけれども……」

「あの船の木材を使って橋を作るんだよ！　このあいだ、机や椅い子すを作ったみたいに！」

「あ………!!」

　そうと決まれば迷っているヒマはない。

「ルアールさん！　いまからちょっと魔法で船の形変えます！」

「へ？　形を……え？」

「アクセリア、頼む！」

「はい！　土の精霊さん、わたくしに力を……」

　緑色の光が木造船を包み込み、舷げん側から細長い棒のようなものがびゅっと飛び出す。

　そのまま棒はぐんぐん伸び、フィレレちゃんたちが乗るボートに勢いよく突き刺さった。

「二人とも、それを伝ってルアールさんの船に移るんだ！」

「サンキュー、由ゆう太た兄ちゃん！」

　タケルはひょいと棒にしがみ付き、するすると器用に伝っていく。

　だが、

「フィレレちゃん、早く！」

「だめ……こ、怖い……」

　フィレレちゃんは細い棒にしがみ付くのが怖いらしく、ボートの上でぶるぶる震えたままだ。

「由ゆう太た！　波が近付いてきてる！」

　もう迷っている時間はない……!!　ええい、ままよ！

「アクセリア！　もう一本棒を！」

「え!?　は、はい！」

「旦だん那な様さま！　何をする気ですかい！」

「見ててください、ボルグさん……こうするんですよ！」

　二本目の棒が突き出すと同時に、俺は漁船の船べりを蹴けった。

「ぬうおおおおりゃあああああああああああああああああああああ！」

　ガシッ！

　緑色の光を放つ棒にしがみ付き、逆巻く怒ど濤とうを越えて一直線にボートへ。

　ひええええ！　これ、思った以上に怖い！

「せ、先生!?」

　ボートに降り立つと、フィレレちゃんが涙に濡ぬれた顔で俺を見上げた。

「フィレレちゃん、早く！」

「無理……手が震えて……」

　ま、まずいぞ……。俺が抱えて……いや、さすがに片手に女の子抱えながら棒につかまるのは厳しいか……。けど、他に方法は……。

「おい、お前！　棒じゃなくて、由ゆう太た兄ちゃんにしがみ付け！」

「え………？」

　タケルの声に、フィレレちゃんはパチパチと目を瞬しばたたいた。

「お前、由ゆう太た兄ちゃんのこと好きだって言ってたろ！　だったらそんな細い棒じゃなくて、由ゆう太た兄ちゃんの背中にしがみ付けばいいじゃねえか！」

「あ…………!!」

　ナイス、タケル！

　いや、前段はちょっと気になったけど、まあいいや！

「フィレレちゃん、さあ！」

　腰を屈かがめて呼びかけると、フィレレちゃんは恥ずかしそうに背中にしがみ付いた。

　よし！

　俺は背中にフィレレちゃんを乗せたまま、細い木の棒にまたがる。

「ユウタ様、よろしいですか!?」

「頼む！」

　アクセリアが目を閉じると、再び棒は緑色の光に包まれ、一直線に船へと戻っていった。

　直後、俺の背後で小さなボートが波に飲み込まれる。

「ふう、間一髪だったな……」

「先生……」

「ん？」

　ふとフィレレちゃんが、俺の耳元に小さな声で囁ささやいた。

「…………大好き」

　ぎゅっと俺の肩にしがみ付くフィレレちゃん。

　はは。まあ、いまだけはしゃーないか。

　フィレレちゃんが本当にいい男を見付けるまでは、しばらくの間、俺が守ってやんなきゃなんねーみたいだな。







[image: エピローグ]







　青あお根ね島しま小学校のホールに、ハーフドワーフの子、ザックスの声が響き渡った。


「『ぼくのお父さん』ザックス・グラム」



　ちらりと後ろを見て、ザックスは自分の親がきていないことに落胆の表情を浮かべる。

「はあ～。せっかく中止になった授業参観の続きをやらせてもらえることになったんだから、ボルグさん、きてくれると思ったんだけどなあ……」

「しょうがないよ、由ゆう太た。あんだけ反対してたんだもん」

「そうです、ユウタ様。他の親おや御ごさんたちから今日の話を聞けば、次はきてみようと思うかもしれませんし」

「そう……だな」

　とは言え、今日の合同授業参観は、校長先生に頼み込んで何とか開かせてもらったものだ。次も開けるなんて保証はない。

「ほら由ゆう太た、先生が暗い顔してると生徒たちも不安になっちゃうよ？」

「あ……すまん」

　俺は無理やり口角を上げ、笑顔を作る。

　ザックスは、ほんの少し安心した面おも持もちで作文を読み始めた。


「ぼくの父ちゃんは、鍛か冶じ屋やです。短気で、すごく怒りっぽいです。でも、母ちゃんにはいつもペコペコしています」



　会場の後方から、ドッと笑い声が起こる。

　青あお根ね島しま村のお父さんとリリガルドのお父さんが、「お宅もそうですか」「いや、うちも一緒で」などと親しげに言葉を交わしている。

　うん、雰囲気は悪くない。つかみはオッケーだぞ、ザックス！


「──うちの父ちゃんは、いつも眼帯をしています。友達からはいつも、お前の父ちゃんかっけーな、って言われます。ぼくも、父ちゃんの眼帯が好きです。すごく強そうに見えます。ぼくも、将来大人になったら、眼帯をしたいと思います」



　ほんわかした空気が流れ始めていた。

　お父さんの中には、「俺も眼帯してみよっかな」なんて軽口叩たたいてる人もいるくらいだ。

　しかし、


「けど、この作文を書くために、母ちゃんに、何で父ちゃんは片目がないのって聞いたら、それは、あんたを守るためにそうなったんだよ、と言われました」



　ピタリ、と笑い声が止まる。


「母ちゃんが言うには、ぼくが小さい頃、前に住んでいた村に、魔物が攻めてきたそうです。ぼくの父ちゃんは、すごく強かったので、魔物を何匹もやっつけましたが、たくさんの人が死んじゃいました。ぼくは小さかったので、その時のことを全然覚えていません」



　ボルグさん……リリガルドへくる前に、そんな大変な過去があったんだな。


「ぼくの家にも、大きな魔物が一匹やってきました。その時、母ちゃんは『ああ、もうだめだ。ここでザックスと一緒に死ぬんだ』と思ったと言ってました」



　ちょうどその時だった。

「ほら、あんた！　しゃっきりしなさいよ！」

「いやしかし……俺は行きたくないって……」

「何言ってんのよ！　息子の晴れ舞台じゃないの！　父親のあんたがこなくてどうするのさ！」

　ホールの後方に姿を現したのは、見覚えのある小柄な影。

「由ゆう太た、あれ……」

「ボルグさん!?」

　よかった！　きてくれたのか！　っていうか、奥さんが無理やり引っ張ってきた感じだけど。

　両親の登場に気付いたザックスが、元気を取り戻して再び作文を読み始める。


「魔物は、とっても大きかったそうです。どれくらい大きかったかって言うと、家の屋根より背が高かったそうです。そんなに大きな魔物、ぼくは見たことがありません」



「ん？　ありゃザックスじゃねえか。おい！　まさかお前、あの時のことを──」

「いいから黙ってお聞き！」


「母ちゃんは、とても怖くて震えていたと言ってました。怖くて怖くて、泣いちゃったそうです。神様に、自分は死んでもいいから、ぼくのことだけは助けてくださいと、お願いしたそうです。ぼくはその時の母ちゃんのことを考えると、涙が出そうになります」



　ボルグさんの奥さんが、ぐっと口をつぐんで息子の後ろ姿を見詰めた。その瞳ひとみには、どんな光景が映っているのだろうか。


「──そんな時、父ちゃんが、助けにきてくれました」



　真っ赤な顔で、ボルグさんが顔を伏せる。


「父ちゃんは、魔物を見るなり、大きな声を出して斧おので切りかかったそうです。自分よりずっと大きな魔物でしたが、父ちゃんは少しも怖がってなかったと、母ちゃんは言ってました」



　ホール中のみんなが、ザックスの言葉に耳を傾けていた。


「魔物はとっても強くて、家もめちゃめちゃになってしまいました。けど父ちゃんは、がんばって魔物と戦いました。戦いながら、何度もぼくと母ちゃんに言ったそうです。『大丈夫か、お前たち』『お前たちは、絶対俺が守る』と。母ちゃんは、父ちゃんのこと、腹立つことも多いけど、あの時のことがあったから、いまも好きだと言ってます」



「やだわあ、あの子ったら！」

　奥さんが、ボルグさんの背中をぶっ叩たたく。

　かなり痛そうだけど、大丈夫かな。


「父ちゃんが、大きな斧おので魔物の尻尾しつぽを切ると、魔物はようやく逃げていきました。父ちゃんは、魔物に勝ちました。ぼくの父ちゃんは、魔物より強い父ちゃんです」



　ホッ、と安あん堵どの空気が教室に広がった。

　まるで、いままさにその戦いが終わったかのような気配だ。


「父ちゃんが片目になったのは、魔物と戦った時に、爪で切られてしまったからなんだそうです。だから母ちゃんは言ってました。ぼくの言うとおり、父ちゃんの眼帯は、世界一かっこいいの眼帯なのだと」



　不意に、ザックスがくるりと後ろを向いた。


「……父ちゃん、この前、産んでくれなんて頼んでないって言っちゃって、本当にごめんなさい。ぼくは、父ちゃんと母ちゃんに産んでもらって、すごく幸せです。父ちゃん、あの時ぼくを助けてくれて、ありがとう。母ちゃん、ぼくを守ってくれて、ありがとう。ぼくは父ちゃんと母ちゃんの子供で、本当によかったです」



　………パチ……パチ、パチパチパチ！

　どこからともなく、盛大な拍手が湧わき起おこった。

　多分、言葉なんていらなかったんだろう。

　手を叩たたいているのは、リリガルドの住民だけじゃない。青あお根ね島しま村の人たちも、ニコニコしながらボルグさん一家に温かい拍手を送っている。

「よかったね、由ゆう太た」

「ユウタ様……わたくしもボルグさんご一家に負けないよう、妻として一生ユウタ様についていきます！」

「お、おい。落ち着け、アクセリア」

　一時はどうなるかと思ったけど、今日の授業参観は……。

　どうやら大成功みたいだった。




　帰りの会を終え、ホールを出ようとした時のこと。

「旦だん那な様さま、ちょっと話が」

「あ、ボルグさん。どうしました？」

「いや、それはだな………」

　言いづらそうにしていると、隣の奥さんが、夫の背中をバンッと叩たたく。

「しっかりしなさいよ！　あんたが自分で旦だん那な様さまに言うって決めたんでしょ!?」

「ま、まあそうだが……」

「言いづらいことなら、また機会を改めてでも構いませんけど」

「ま、待った！　言う、言うよ！」

「そ、そうですか。じゃあ、どうぞ」

「あのよ……こないだは、ちっと言いすぎちまって……本当に、すまねえ」

　消え入るような声で、ボルグさんが言った。

「いいんですよ、そんなこと。俺も気にしてませんし」

「一つ、お願いしてもいいですかい……？」

「何ですか？」

「新しい学校の建設……俺に手伝わせてもらいてえんだ」

「え!?　お、お願いだなんて……むしろこっちが頭を下げる方ですよ！　あの、ホントにいいんですか!?」

「ああ。ドワーフに二に言ごんはねえ。一度やると言ったら、絶対にやる」

「で、でも、急にどうして？」

「今日の授業だよ」

「授業………？」

「うちの倅せがれは、これまで俺や母ちゃんに感謝の言葉を述べるなんてこと一度もなかった。それが今日はあのとおりだ。悔しいが、学校ってのは、どうやら悪いもんじゃないらしい」

「……………」

「あんたのやってることが自分の考えの押し付けだって言ったことも、撤回する。今日は、いろいろ大事なことに気付かせてもらった」

「ボルグさん……」

「それにあんた、意外と男じゃねえか。ルアールの娘っ子を助けた時は、なかなか大したもんだったぜ」

「いや、そんな……」

　別に、こうなることを期待してたわけじゃない。ただ子供たちのことを真剣に考えて、必死に動いた結果、こうなった。

　もしかしたら異世界ユングリングにも神様がいて、俺にちょっとしたご褒ほう美びをくれたのかもしれない。

　差し出されたボルグさんの手は、ゴツゴツしてたけど、日を吸った岩のように温かかった。




「──よかったね、由ゆう太た。青あお根ね島しまのみんなとリリガルドのみんなが仲直りできて」

　校庭に出ると、三み咲さきがくるりと振り向いて、言った。

「ああ。これもボルグさんたちのおかげだよ」

　タケルのお母さんは、ボルグさんたちが真っ先にタケルの救助に動いてくれたことがよほど心に響いたらしく、何度も何度も感謝の言葉を繰り返していた。

　タケルの説明でフィレレちゃんへの誤解も解けたようだし、これでホッと一安心だ。

「由ゆう太たさん、少しよろしいでしょうか」

「あ、美み羽うさん。お疲れさまです。どうしました？」

「これまで自治体側の反発を懸け念ねんして特別区域との交流に慎重姿勢を示していた政府ですが、今回の件をきっかけに、いよいよ本格的に特別区域住民の受け入れを検討し始めたようです。ついては打ち合わせをしたいので、後ほど役場の会議室にお越し願えませんでしょうか」

「へえ。そういうことでしたら、ぜひ」

「ところでその、由ゆう太たさん？　わたしは別に構わないのですが、その子は……」

　万事うまくいったかのように見えた今回の件だが、ひとつだけ、困ったことがある。

　俺の後をちょこんとくっついてくる、水色の髪の可愛かわいらしい女の子。

「先生……わたし、先生の愛人にしていただいたお礼に、貝殻のブローチを作りました」

　おい待て。

「由ゆう太たさん。わたしの知人に、性的嗜し好こう障害に造ぞう詣けいの深い精神科医がおります。今度紹介状を」

「だから違いますって！」

　そんな汚物を見るような目で見ないで！

「姫様にも……色違いのものを、作りました」

「まあ。ありがとうございます、フィレレさん」

　フィレレちゃんが差し出したブローチを、嬉うれしそうに受け取るアクセリア。

「うふふ。まるで娘ができたようですね、ユウタ様」

　ハーフエルフの嫁にクウォーター人魚の娘か。

　もはや乱婚の極きわみとしか言いようがない。

「ユウタ殿！」

　突然、マンホールの中から女騎士が姿を現した！

「あんた、ホントいつもそういうとこで何やってんの!?」

「姫様という至高にして唯一無二の妻を持ちながら、年とし端はもいかぬ幼いたい気けな少女を愛人に囲うとは不ふ埒らち千せん万ばん！」

「いや、それは俺が言ってることじゃないんですってば！」

「たとえ姫様が許しても、このベルベリンデは許しませぬ！」

「ちょ、待っ──」

「食らえ！」

〝クロス流超ひも殺さつ法ぽう奥おう義ぎ、超弦十一次元縛り！〟

「な……!?　こ、これが十一次元の……!?　うわあああああああああああああ！」




　こうして一つの試練を乗り越えたはずの俺だったが、また一つ、別のやっかいな問題に襲おそわれることになったのだった。




　──夏休みの、終わりは近い。







　　　あとがき




　こんにちは、鷲わしの宮みやだいじんです。

　今回は、何と十ページ以内なら好きな枚数あとがきを書いてよい、というお言葉をいただきましたので、せっかくですから目いっぱい書かせていただこうと思います。

　普段書いてる文章は詰め込みすぎ、というご意見をいただくことが多いので、たまにはダラダラと思うがまま書いてみるつもりです。

　さて、いきなりどうでもいいことですが、わたくし、しばしば女性から「鷲宮くんって、おネエなんだよね？」と尋ねられることがあります。

　なんでだ……ッ!!

　ついこないだも、職場の同僚の女性から同じ趣旨の質問を投げかけられました。同性からそういったことを聞かれたことはないんですけどね。

　もちろん、当方至ってノーマルな男です。あえて言葉を並べて弁解するまでもなく、この本を読んでいただければ、わたしが女性に対して正常な興味を抱いていることは即座にご理解いただけるものと思います。

　それなのにッ！　数えたことはありませんが、こういうことを尋ねられたのは一度や二度じゃないんです。いつぞやは、自分の知らない間に他の部署の女性たちから「乙女ちゃん」というあだ名を付けられていたこともありました。

　毎回一生懸命否定してるんですけど、「いや、ぼくは普通に女性が好きですよ？」と答えるたび、「ああ、鷲宮くんは、どっちもいけるんだ」という反応が返ってきます。

　だから違ちげえっつーの。

　以前など、仕事で男の先輩と立ち話ししてたら、そのあと女性の先輩が駆け寄ってきて、「いま二人、めっちゃ距離近くなかった!?」と真っ赤な顔で尋ねられたこともありました。

　もちろん、彼女が期待しているような事象は何一つ存在しなかったことを、その場で懇切丁寧に説明させていただいた次第です。

　まあたしかに、自分は男らしいキャラではないかもしれませんけどね。

　うちは父親が姉二人の末っ子で、母親も三人姉妹の末っ子なので、なんかこう、家庭に女性的な空気が沁み付いているのかもしれません。

　実際、一人称はいつも「ぼく」か「わたし」ですし、言葉遣いも割と丁寧です。

　以前、実家にオレオレ詐欺がかかってきたことがあったのですが、応対した父曰く、「相手が『オレオレ』と言った瞬間に詐欺だと分かったよ～」とのことでした。冗談みたいな、ホントの話です。

　とは言え、これまで散々否定しておいてなんですが、自分、本気を出したら結構女子力高いような気もします。

　たとえば、陰で乙女ちゃんとあだ名を付けられていた部署には、以前大変お世話になった上司（♀）が在籍されておりまして、旅行に行った時などは、必ずお土産を買って届けに上がっておりました。

　たぶん自分が女子に生まれていたら、好きな男子には絶対お弁当を手作りしてプレゼントするタイプだったと思うんですよね。バレンタインチョコが手作りなのは言うまでもありませんし、下手をすると手編みのマフラーくらい作ってたかもしれません。

　それに体形も、自分で言うのもなんですが、結構スマートなほうなんですよ。

　さすがに女性に間違われたことはありませんが、女性がわたしと見間違えられた現場には、二度ほど出くわしたことあります。

　確認したことはありませんが、温泉旅館で浴衣なんか着ると、もしかしたら後ろ姿は性別が分かりにくいかも……と思うことがあります。

　ありとあらゆるリミッターを解除して女子力をフルバーストさせれば、そんじょそこらの女性よりもはるかに乙女度が高いかもしれません。

　そんなわけで、


　自分が女子に生まれていたら、結構可愛かったんじゃないかと思うんです。



　…………ふう。

　いけませんね、あとがきでは誰も突っ込んでくれる人がいなくて。

　ずいぶんキモイことを好き勝手書かせていただきましたが、まだ三ページです。衝撃です。

　こんなことなら、無理して本文を削らなければ良かったです。泣く泣く削ったあのセリフやこのセリフを、いますぐ復活させたいです。

　書くことがなくなったので、次に、第二巻の登場人物たちの名前の由来を解説させていただきたいと思います。

　まず、第二巻のヒロインである美幼女フィレレちゃんは、「フィレ・オ・フィッシュ」から取りました。身もふたもない由来ですみません。あと、彼女の弟オシュラは、「鯛の尾頭付き」などで用いられる「尾頭」をもじって付けております。父親のルアールは、漁師ですので釣り具の「ルアー」から名付けました。

　もっと分かりやすいのが、ハーフドワーフのボルグ一家です。彼らは鍛冶屋ですので、聖剣から名前をもらってます。ボルグはカラドボルグ、ザックスはエッケザックスです。

　今回由ゆう太たを恐怖のどん底に陥れた海竜のメロンちゃんは、第二巻初登場ではなく、電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥで書かせていただいた短編で登場済みのキャラだったりします。

　最初はペットっぽい名前ということで、マロンにしようかと思ったのですが、どっかで聞いた名前だな～と思い、一文字ずらしてメロンにしました。

　背中にある緑の甲羅がメロンっぽい……というのは、実は後付けの設定です。

　ふう。これで五ページです。まだ半分未満です。

　マジか……。

　別に無理して埋める必要はないんですけど、ここまで書いたら十ページ全部書き切りたいですね。

　ちなみにこの原稿、データではＡ４横用紙で書いてるんですが（電撃大賞の応募様式と同じやつです）、まさか十ページって、この紙十枚のことじゃないですよね……？　だとすると、まだ三枚目だから三分の一未満……？　いや、そんなはずはない。

　あ、そういえば、第一巻のあとがきで書こうと思って書けなかったことがあったのを思い出しました。

　第一巻の最初の方で、由太がボルトカッターを出すシーンがありますよね。あそこで、彼が小さかった頃、門扉に頭が挟まって抜けなくなったというエピソードに触れておりますが、実はあれ、わたしの実体験に基づいてます。

　事件が起きたのは、わたしがまだ小学校一年生くらいの頃でした。

　当時わたしは団地に暮らしていたのですが、そこの階段の手すりがパイプの柵状になっておりまして、なぜかそれを見ていたら、無性に脚を挟みたくなったのです。

　以前、海外で建物の隙間に這入り込んで出られなくなった男の子のニュースが報道されていましたが、あの子の気持ち、わたしにはめっちゃよく分かります。

　むしろいまでは、なぜあの時パイプ柵に脚ではなく頭を突っ込まなかったのかと、そっちのほうが不思議なくらいです。

　話が逸れましたが、とにかくわたしは手すりの隙間に脚を差し込み、抜けなくなりました。

　すんげえ泣きわめきました。近所の親御さんたちが「どうしたどうした」と集まってくるぐらい、泣きわめきました。

　ちなみにその棟は、わたしが住んでいた棟からは少し離れていたので、ウチの親はいまだにこの事件を知りません。

　で、親御さんたちが集まってきてくれたのはありがたかったのですが、無理やり引っ張っても痛いだけで、全然抜けません。

　その時わたしは、マジで恐怖を覚えました。もしかしたら、このまま自分の脚は抜けないんじゃないかと。たぶん、生まれて初めて感じた恐怖だったんじゃないかと思います。フリーザ様があと二回の変身を残していると聞いた時に匹敵するほどの絶望感でした。

　それからしばらくのあいだ、親御さんたちはわたしの周りでオロオロしてたのですが、ここで突如、救世主が現れました。一人の賢いおじさんが、石鹼を持ってきてくれたんです。

　それをちょっとこすって脚と柵の間に擦り込みますと、ホント、びっくりするくらい簡単にスポッと脚が抜けました。天才ですよね。どこのどなたかは存じ上げませんが、いまでも深く感謝しております。

　もう何を書いてるのか自分でもよく分からなくなってきましたが、とにかくこれで七ページです。

　さて、ここでちょっと真面目な話をさせていただきましょう。

　実はわたし、社会人になった一年目に父を亡くしています。事故ではありません。すい臓がんでした。

　そういうこともあって、由太には多少わたしの気持ちを代弁してもらってます。

　たとえば、この巻の後半で、由太が父親との思い出に触れるシーンがあります（本編未読の方は、まずそちらをお読みいただけると幸いです）。

　あの時由太が心の中で独白していたことは、まさにわたしが父を亡くした直後に感じたことそのものです。

　いつかチャンスを見付けて書きたいと思っていたのですが、今回ちょうどよいシーンがありましたので、こうして書せていただいた次第です。

　それから、物語の途中で百もも花か姉ちゃんが由太たちに告げる重要なセリフがあるのですが、これは、昔先輩に言われた言葉が下敷になっています。

　元の言葉は、「もしも鷲宮くんが後輩に10言いたいことがあったら、実際に言うのは、そのうちの２だけでいい。残りの８は、言わなくても伝わる」というものです。

　やはりオリジナルの方が説得力ありますね。本当に、深く心に刺さる言葉でした。物語では話の都合上、多少改変して使わせていただいております。

　さて、わたしが執筆を始めた頃、作家さんのあとがきで「書くことがなくて困ってる」みたいな文章を目にするたび、マジかよ、ありえねーだろ、と思っておりました。

　もしも自分が作家になれたら、あとがきを目いっぱい書いてやるぞと。自分だったら、あとがきなんか何十ページでも書けるぞと。そう思っていた時期が、ぼくにもありました。

　けど、ホントに書くことないんですよね。

　そもそもわたし、兼業作家させていただいておりますので、遊んだり恋愛したりする時間がぜんぜんないんです。

　こんなラブコメ書いてますけど、実際はものすごくストイックな生活送ってるんですよ。

　他の兼業作家さんは、その辺どうしてるんでしょうね。特に、ご家庭を持ってらっしゃる方や、お付き合いしてる相手がいる方がどうされているのか、非常に興味深いところです。

　まあそんなわけで、あとがきに書くほど面白い出来事がありません。

　このあとがきだって、終電終電タクシーからの会社お泊りで、ようやく帰ってきたあとヘトヘトになりながら書きました。そりゃあ、おかしな文章も書いちゃいますよ。

　本来、残業ってのは仕事ができない人間がやるものだと思っておりますが、降ってくる業務の絶対量が多すぎると、どうしようもないんですよね。

　けど、電撃文庫の編集部さんよりはマシかなと思ってます。

　わたしは大抵、日曜の深夜とか、月曜の早朝くらいに原稿データを送ることが多いのですが、なぜか担当編集さまからは、即座にお返事が届きます。

　わたしのように、休日しか執筆時間が取れない人間ならともかく、本来一般的な会社員であるはずの編集部員さまからこんな時間に即レスいただけるというのは、一体どういうことなのでしょう。電撃の編集部さまに比べれば、わたしなどは働いているうちにも入りません。

　そんなこんなで、いよいよこのあとがきも締めくくりに近付いてまいりました。

　ここで一つ、ご紹介です。今回から、新たに担当編集としてＹさまにも加わっていただくこととなりました。

　Ｙさまからは、とてもシャープなご意見をいただいたほか、様々なアイディアをご提供いただいております。今作の終盤、アクセリアたちが頑張って、ある人物にメッセージを送ろうとするシーンがあるのですが、そこではＹさまからいただいたアイディアをそのまま使わせていただきました。頼りになる方のお力添えをいただけて、本当にありがたく感謝申し上げております。

　もちろん、以前からご担当いただいているＫさまにも、これまで以上に感謝申し上げております。この作品はＫさまあってのものですので、いくらお礼を申し上げても足りません。今後とも、何卒よろしくお願い申し上げます。

　そしてもう一人お礼を欠かしてはならないお方が、絵師のNardackさまです。

　Nardackさんからいただくイラストが、いつも可愛すぎて素敵すぎて、身もだえして喜んでおります。Nardackさんにイラストを描いていただけて、自分は最高の幸せ者です。

　Nardackさんにイラストを描いていただいてから、メガネ女子が好きになりました。これからも、積極的にメガネ女子を活躍させたいと思います。

　そのほか、本作には多くの方々が関わってくださっております。お一人お一人お名前を挙げることはできませんが、この場を借りて、心より深くお礼申し上げたいと思います。

　そして何より一番の感謝は、この本をお手に取ってくださった読者様に捧げたいと思います。

　この巻をお手に取っていただけているということは、たぶん第一巻の方もお手に取っていただけたことと思います（もしかしたら、二巻からご覧になっているかたもいらっしゃるかもしれませんが……）。これはもう感謝の極みです。本当にありがとうございます。

　長いあとがきも、いよいよ終わりです。読者の皆様におかれましては、また近いうちにお会いできることを心より念じて申し上げております。

　ではでは。
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鷲わしの宮みやだいじん

マグカップいただきました。
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イラスト／Nardack

日本のみならず韓国・インドネシアなど様々な国でイラストを手掛けている、気鋭のイラストレーター。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「鷲宮だいじん先生」係

「Nardack先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。












エルフ嫁よめと始はじめる異い世せ界かい領りょう主しゅ生せい活かつ2




─そうだ、この異い世せ界かいに学がっ校こうを建たてよう─








鷲わしの宮みやだいじん





電撃文庫





2016年7月8日　発行





©2016 DAIJIN WASHINOMIYA





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『エルフ嫁と始める異世界領主生活2　─そうだ、この異世界に学校を建てよう─』

2016年6月10日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





カスタマーサポート（アスキー・メディアワークス ブランド）

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/t001.jpg
JOo0—5

prologue

* ™ -

Life as the lord of Yngling
with the elven bride






item/image/t003.jpg
RS RRE

FhEaE

X i

KERUREOHRMEICEAT S
RIAEDOHERICONT

(&)

X 45
ek A
= ps 3 . ‘T%E
EhERERNRERE B E RR N3-S
..
R BN
i






item/image/t002.jpg
RS RRE

FHSER

X i

BEERGEMD
NEROMNEICHBLUEREE
THEDERICHTHRZED
2IICDIT

(F4R)

trERENRERE B E TR

ERE N

3 i
0






item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p275.jpg





item/image/p030.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/gaiji-006.png





item/image/gaiji-005.png
1]





item/image/gaiji-004.png
1Y





item/image/p143.jpg





item/image/gaiji-003.png





item/image/gaiji-002.png
[80





item/image/gaiji-001.png
11!





item/image/p104.jpg





item/image/gaiji-008.png
(rON)





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		奥付













Guide





		表紙



		本編













item/image/p186.jpg





item/image/p056.jpg





item/image/titlepage.jpg
2,

Life as the lord of Yngling

with the elven bride

%





item/image/p217.jpg





item/image/photo.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
SREECL

-
L=

DR
BE7LA

=
e

_
0

(f

. Nardack?

N
S






item/image/p166.jpg





item/image/kuchie-004.jpg
D
e
<
L
S
]
&
%
=
73\‘
h
&
)
\ &
El

EADBEIRADT
H=IWT,






item/image/t005.jpg
Tt EFEREFREREX

FEtsaERE

FE=1THE
[BFEEZEDNOVITHDISED
BEICDINT

(EZM)

X455
2
LA EEBHRERS X R E “igii,—;;

ERE N

I - =
0






item/image/t004.jpg
RS RRE

BARABSER

X i

FRR=+NFER
RZ—-FT-ILBED
METICDINVT

(;@*0)

trERENRERE B E TR

ERE N






item/image/kuchie-002.jpg
B KRR ESHIITESIE O N LS i
005820 £ %0 B IE° LUK L R | |
<04 0%e o $3 - VR L PiE P 2 0
KRMVURICN S0 EE VG 5°
KeH#o o sgvdnim) [+-ElffmS-HR &
S#4e°

KFENCHB LI HM O BRI S |
R RVEBHAMNE QBB HIN S
LD-NEEWmVLYWES VOV
REASTHIPIS O 0 DSOWE R S
ENMBERHE# O KRR 00 SHIBRL






item/image/kuchie-003.jpg





item/image/t006.jpg
Iea—4

epilogue

* ™ -

Life as the lord of Yngling

S 2 with the elven bride





